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２０１９年３月 国際放送番組審議会 
 

２０１９年３月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６５６回）は１９日（火）ＮＨＫ放送セ

ンターで１０人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続き、

「ＢＯＳＡＩ：Ａｎ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ Ｊｏｕｒｎｅｙ」より、「Ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」と「Ｂｏｓａｉ Ｃｕｌｔｕｒｅ 

ｅｄｉｔｉｏｎ」について説明があり、意見交換を行った。最後に国際放送番組の放送番組モニタ

ーと視聴者意向の報告資料を配付し、会議を終了した。 
 

（出席委員） 
委 員 長   大西  洋 （日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長執行役員） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学 副理事、大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 鎌田由美子 （カルビー㈱ 上級執行役員、事業開発本部本部長） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委 員 塩見美喜子 （東京大学大学院理学系研究科 教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

  (一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

委 員 平子 裕志 （全日本空輸 ㈱ 代表取締役社長） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜「ＢＯＳＡＩ： Ａｎ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ Ｊｏｕｒｎｅｙ」 

  － Ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ ｅｄｉｔｉｏｎ（１月５日（土）０:３０ ほか） 

  － Ｂｏｓａｉ Ｃｕｌｔｕｒｅ ｅｄｉｔｉｏｎ（１月１２日（土）０:３０ ほか）について＞ 
 

○  タイトルに“Ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ Ｊｏｕｒｎｅｙ”とあるので、教育的な番組なのだろうと身構え

て見た。２つの番組は放送日が違うので、両方見る人もいるだろうし、片方しか見ない

人もいるだろう。そう思いながら見たが、「Ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」は、最初に３つの

ポイントを示している点が非常によかった。地震は地球上のどこで起きているのか、ど

うやって家庭を守るのか、高層ビルに囲まれた環境で何をするのか、の３ポイントが取

り上げられていた。地震に慣れている国の視聴者もいれば、ほとんど地震のない国の視

聴者もいるだろうが、そもそも地震がどう起きるのか、その構造を説明していた場面は、

驚きをもって受け止められたのではないかと思う。 
 地震対策としての建物強化策も非常に有効な情報で、例えば番組の中で大工さんの

教育方法や、ネパールでの耐震に関する公開実験などが取り上げられていて非常に分

かりやすかった。特に最後のほうで、高層ビルの揺れの特徴が出ていた。調度品を固定
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する具体的な対策の紹介もよかったが、仮に外国人が日本で地震に遭遇した時に取る

べき行動が、この番組の中で示されていた点がよかった。 
 ２本目の「Ｂｏｓａｉ Ｃｕｌｔｕｒｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」ではそういうことが少し示されているが、こ

の番組しか見ない方もいたと思うので、どういう行動を取ればいいのかをこちらでも

示すとよかったのではないかと思った。防災の視点での番組としては非常におもしろ

かったと思う。ただ、例えばスリッパを履くのか履かないのかとか、かなり細かい話が

紹介されていて、外国の方が日本に来た時に、そういう情報が本当に有用なのかと少し

疑問に感じた。ただ、日本人が見ると、こういった番組はいい示唆になるかもしれない。 
 後半に、登山家の野口健さんによるテントを使った避難施設の紹介もあった。彼の考

え方、哲学みたいなものが紹介されていたが、そういった考え方と、実際の施設の有用

性は非常に有益な情報だったと思う。イタリアの例を紹介していたが、避難中であって

も楽しみながらやるべきだといった考え方は、非常に共鳴できるものだった。 
 番組で紹介されていた、171の災害用伝言ダイヤルは、外国人の携帯電話からでも使

えるのか。 
 

○  全体的に、日本から発するのにふさわしいメッセージで、世界の人たちが関心を持っ

て学びたいテーマでもあり、まさにＮＨＫが取り組むべきとてもいい番組だった。 
 最初に、世界中で頻繁に地震が起きている実情をデータを基に地図上に示していた

が、これだけの情報がありながらも予測が難しいものなのかと痛感した。 
 いちばんよかったのは、野口さんの取り組みが非常に具体的で、ダンボールでベッド

を作るなど確かにこういう工夫ができると思った。多くの人たちが知ることができれ

ばと思った。 
 現在の研究の分析や学者らのコメントのところで、数値データがもう少し入ってい

れば番組に奥行きが出ただろう。 
 そのほかに、高校生の環境防災科のクイズもあったが、日常の意識向上の意味では、

幼稚園などからの教育が大事だと思う。三陸地方では幼稚園での教育をとても頑張っ

ている。子どもたちがすぐに行動を起こせるような反射的な教育もしており、そういう

無意識のうちに起こせる行動が大事ではないか。折り紙のスリッパは悪くはないが、そ

れを作っている余裕がどれだけあるかと感じた。むしろ体がすぐ動くような教育を取

り上げたほうが、外国人には分かりやすかったのではないかと思う。 
 疑問に思ったのは、ボランティアや支援の課題などがあまり見受けられなかったこ

とだ。自分は海外での経験がないので、日本のボランティアの仕組みや課題が本当にス

タンダードなのかどうかが分からない。例えば、東日本大震災の時に、被災している人

の数だけの食べ物がないからと山積みになっている食料を配らない避難所が多くあっ

た。全員が食べたいわけではないだろうし、譲り合う気持ちもあるのに、どうして封を

切らないのか、と思った。日本のスタンダードが世界のスタンダートとは思えなかった。 
 そういう意味ではボランティアの課題などがたくさんあると思う。これからはみん

なで助け合うような時代なので、その辺りも加えたほうがよかったと思った。 
 

○  両番組とも、教育的、啓もう的価値が高いものだし、国内の在留外国人に対する視点

も盛り込まれていていいと思うが、一方で、番組自体がそれぞれ２８分なので、これだ

けを見るとどれが大事だったのか、印象に残らなくなってしまうところもあった。仮に
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外国人に、被災、もしくは地震にあった時にどう対応するべきかを伝えるのであれば、

そこだけはピンポイントで小出しにしたり、別の番組で伝える機会を設けたらいいの

ではないか。 
 両番組とも構成は、メッセージが伝わりやすかったと思う。ただ、新聞紙を使ったス

リッパ作りはおもしろいが、折り紙の感覚がない外国人に理解させることは相当難し

い。また、大きく揺れているさなかに作っている余裕が本当にあるのかと、少し違和感

をおぼえた。 
 「Ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」は、ＵＳＧＳ（アメリカ地質調査所）の地震データを使っ

て説明していたが、そこで検索していたサイトを指してナレーションで“ｈｏｍｅ ｐａｇｅ”

と言っていた。通常英語であのようなサイトは“ｗｅｂ ｓｉｔｅ”と呼ぶはずで、「ホームペ

ージ」と呼ぶのは日本語ではないかと思うが、そこを確認したい。 
 

（ＮＨＫ側） “ｈｏｍｅ ｐａｇｅ”は、確かに英語圏では一般的に“ｗｅｂ ｓｉｔｅ”だ。“ｈｏｍｅ   

ｐａｇｅ”はフロントページのことを指す限定的な表現だと思うので、今後、

こうした表現には十分配慮をしていきたい。 
 

○  両方ともとてもいい番組だと思ったが、私はこれを一つの１時間の番組として見て

みた。様々なことが出てくるが、筋がよく通っていると非常に感心した。前半は建物に

焦点を当てた技術について取り上げている。世界にはさまざまな建物があるが、こうい

う建物にはこうするべきだと示し、非常に実践的で、大変有益な情報を与えている番組

で非常によかったと思う。 
 後半もさらにいいと思ったが、これはどちらかというと、地震が発生した時の対応に

関する情報だ。これまで数多くの地震を経験した日本がその体験を生かした伝承だ。

様々な知恵が次から次へと示されていて、しかも自助努力で悪い状況をここまで緩和

することができる日本の過去の経験を踏まえた知恵が表れていたと思った。 
 ＮＴＴの 171 災害用伝言ダイヤルについても世界に向けてうまく伝えていく必要が

ある。この番組がそのいい端緒となったと思う。阪神・淡路大震災以来、日本政府が国

際的な防災会議を開催している。今回番組に出てきた様々な知恵をそういう国際会議

を通じて世界に発信することもできるのではないか。 
 この番組を見て、こういう時にはこうするのか、ああするのかと、非常に実践的でい

い勉強になった。 
 防災という言葉は一般名詞だと思っていたが、タイトルに「ＢＯＳＡＩ」とつけて、世

界で通じるのか。この言葉を世界に広めようと、日本主催の国際会議でも「ＢＯＳＡＩ」

と言っている気がするが、わからない人もいるかもしれない。番組中に「ＢＯＳＡＩ」の

説明はあったが、少し疑問を感じた。 
 日本のボランティアのあり方は独特で、日本人のメンタリティーに即したやり方な

ので、外国で同じことができるところはそれほどない気もする。 
 イタリアで大地震があった時、パルミジャーノチーズの生産地も被災し、４０キロあ

るチーズが全部崩れ去った。その時にイタリア人が、その崩れたチーズを全国に運び、

みなにふるまう。崩れたのでみんな食べてください、その代わり寄付をしてください、

と呼び掛けた。おいしいパルミジャーノチーズを食べながらお金を寄付できるとは、イ

タリアならではのやり方だと非常に印象的だった。番組では、笑いを取るボランティア
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に触れていたが、国それぞれ、地震が発生した時の対応は様々だと思う。そういうとこ

ろも知りたいと思った。 
 

○  どちらも大変よくできた番組だと思った。最初の「Ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」は、専門

家の説明も加えながら、どこに、なぜ、どの程度の頻度で地震が起こるのかをわかりや

すく解説していてとてもよかった。高層ビルの危険等について専門家の解説と、データ

を示しながら説明していた点もよかった。 
 「Ｂｏｓａｉ Ｃｕｌｔｕｒｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」は、いくつか足りないところがあるように思った。ク

イズ形式で情報を提供していたが、少しもどかしく感じた。特に東日本大震災から８年

目を迎え、生々しいあの時の経験が検証されている番組と対比しながら見ると、例えば

いざ地震が起こった時には逃げるべきか、逃げずにいるべきか、何を備えておくべきか

など、もう少しせっぱ詰まった状況での基本的なことを番組の中で押さえておく必要

があるのではないかと感じた。 
 海外の人がとても関心を持つのは、日本で用いられている仕組みについてだ。暴動も

起きずにきちんと並んで救援物資を待ち、非常に困難な状況でありながら役割分担を

し、人々が協力しながら過酷な状況を乗り越えていく。日本の住民たちが協力し合える

のは、防災組織や自治体の日頃の訓練にある。最初の番組は建物などハード面を主に取

り上げていたが、災害に備えて取り組むソフト面についても番組の中で取り上げると

いいのではないかと思った。 
 先日、ＢＳプレミアムで「アナザーストーリーズ」の再放送をやっていたが、アメリ

カ軍の「トモダチ作戦」がなぜ成功したかを取り上げていた。災害時に国際協力も非常

に重要な役割を果たす。アメリカだけではなくて多くの国が日本の緊急援助、災害復興

に協力したことも取り上げると、海外で見る方たちは、どのように協力が実際に被災地

で生かされるのかが伝わるのではないか。 
 また、せっかく多言語放送で災害情報を始めたので、このような番組の中でもそれに

ついて紹介するといいと思う。 
 

○  両方とも本当に教えられることの多い、とてもよい番組だった。「Ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ    

ｅｄｉｔｉｏｎ」は、科学的な側面が強く、「Ｂｏｓａｉ Ｃｕｌｔｕｒｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」の折り紙スリッパは

ほかの委員には否定的に受け止められたようだが、実践的なものが取り込まれていて

私はよかったと思う。特に、１８年間の地震を地図上で１分に凝縮して見せる場面は、

本当に興味深く見た。日本は地震のベルトの上に乗っていることがよくわかり、地震が

多い理由が新たに理解できた。 
 日本で建物を建てるのにコストがかかるのはしかたないが、この番組の中では、いか

に安く済ませるかが指摘されていて、もっともだと感じた。 
 「Ｂｏｓａｉ Ｃｕｌｔｕｒｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」では、折り紙で作るかどうかはさておき、地震があっ

た時にスリッパを履いて出るべきかを問うクイズが出されていて、私は、転びやすいか

ら×だと思ったが、正解は○だと聞いて、首をかしげた。本当にスリッパを履いて逃げ

るのがいいのか。自分なら転んでしまうと思った。 
 トイレの情報があったのはとてもよかったが、お風呂や水の供給はどうなのかと疑

問を感じた。 
 ＮＴＴの災害用伝言ダイヤルは、とても有益な情報だと思うが、この番組を見るまで
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私も知らなかった。つまり日本の国民にもどれだけ浸透しているかを疑問に思った。 
 

○  どちらもＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ が作るべき非常に教育的な、とても情報の詰まっ

たよい番組だと思う。これは去年の２月に放送した「津波編・福島編」の続編で、今回

は地震について取り上げている。今後、シリーズとして続けていくことに価値がある番

組だと思うので、それをどういうふうにシリーズ化していくかを聞きたい。 
 さまざまな文化が今後、一方的な文化の流れではなくて交流し合う時代に来ている

と思う。防災に関しても、もちろん日本発であるのは重要であるが、世界各地ではどう

いう対応をしているのか。そしてまた日本の技術がどういうふうに世界を救うことが

できるのか。この番組を通して日本が持っている技術が海外に広がっていくことがあ

れば、それは世界的な価値のある番組だと言えると思う。 
 

○  全般的に防災をこのようにシリーズで取り上げるのは、本当に意義があると思う。防

災でいちばん大事なのは、結局、リマインド（繰り返し注意喚起すること）だと思う。

のど元を過ぎれば忘れてしまう中で、リマインドできないことは問題なので、ＮＨＫワ

ールド ＪＡＰＡＮが、こういう番組をずっとやっていくことに意味がある。 
 また、冒頭で出てきた世界の地震マップでわかったことだが、地震が起きているとこ

ろは世界の中でもかなり限られていて、本当に地震が集中的に起きているベルト地帯

がある。それを見ると、日本などは、なぜここに住んでいるのか、と思うぐらい、火の

上に住んでいるみたいだ。 
 また、地震がほとんど起きてないような、100年に１回しか起きていないような地域

もあると聞いて、そういうところだと“Ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ” みたいな言葉がないと聞いたこ

とがある。世界中で地震に対する意識はかなりバラバラなので、地震がどうして起きる

のかを教育の視点から伝えるのは、非常に意味があると思った。 
 「Ｂｏｓａｉ Ｃｕｌｔｕｒｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」に折り紙のスリッパの話が出ていたが、少しおもしろ

おかしく伝わったために、深刻さが少し弱まってしまったのではないか。地震の多い日

本の人たちには深刻な話だとはわかっているが、海外の方は意識もバラバラだと思う

ので、もう少しインパクトを持って伝えられればよかった。 
 いずれにしろリマインドすることが大事なので、これからもぜひこれをシリーズと

して続けていってもらいたい。 
 

○  両方とも非常におもしろい番組だった。この番組には地震でとても強く揺れている

映像が出るが、あれを見た子どもがショックを受けないか心配だ。例えば心理学者や精

神医学者による助言を受けているのか。長時間あのような映像を見るとトラウマにな

ると言われているが、あの程度の短い時間であれば大丈夫だと確証を得て、この番組を

作ったのかどうかを確認したい。 
 

（ＮＨＫ側） 地震で揺れる映像をどの程度使うかについては、もう少し検討すべきだっ

たかもしれないが、あの映像はこれまでＮＨＫが様々な番組の中で使って

きたものを再利用した。今日の意見を参考にして、今後に生かしたい。 
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○  2007 年に京都大学の防災研究所の研究者が「これまでは全国どこでも共通な防災対

策をすればよかったが、最近は地域の個別事情が出てきている。社会の動きが変わって

地域の個別事情が変わってきたので、それに応じた防災対策が必要だ」と指摘している。

つまり「全国共通」なのは、地震が起きたら机の下にもぐりなさいとか、防災のために

堤防を作りなさい、といったことだ。だが、地域によっては堤防を作るよりも砂浜の保

全を図ることにより力を入れる地域もある。それが観光資源として重要だからだ。そう

いう地域の事情に応じた防災対策の視点が、どの程度組み込まれているのかが気にな

った。 
 例えばネパールでは、地震の再発よりも野生生物に襲われるほうが怖いと聞いたこ

とがある。つまり番組で紹介していたような非常に簡易なテントの中で暮らすと、夜、

野生生物に襲われる危険性がある。地域の個別事情に応じた防災も大事という視点だ

ということだ。 
 私もリマインドすることは非常に重要だと思う。最初に２行か３行で防災の定義が

出て、あれをどれだけわれわれは覚えていられるだろうか。この番組を見た人が、第三

者に「防災とは何か」と聞かれて、どう説明できるか。これを考えた時に、何らかのス

トーリーを語ることができれば、定義を教えるよりも納得させられるのではないかと

思う。防災とはこういうことだと、この番組を見ていない人にも説明できるような番組

ができるか。そのあたりが重要だと思った。 
 もう一つ、野口さんは非常にすばらしい活動をされているが、あのテントのコストは

どれくらいなのか。トイレもよくできていたと思うが、あのセットが例えばアジアの

様々な国で使えるものなのかが気になった。 
 

○  「Ｅａｒｔｈｑｕａｋｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」では、日本の免震技術を紹介していたが、それ以外にも、

向上してきている日本の技術力をもう少し紹介できたらよかったと思う。ただ一方で

は、発展途上国では実際にそういう技術はコストがかかりすぎて導入できない場合も

あると思うので、その辺がバランスよく伝えられたらよりよかっただろう。 
 「Ｂｏｓａｉ Ｃｕｌｔｕｒｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」では、いま官民含めて、防災に対して各企業が様々な

取り組みをしているので、その紹介がもっとできたら、海外の方にもう少し安心感を与

えられたのではないかと思った。 
 
（ＮＨＫ側）  ＮＴＴの災害用伝言ダイヤルは放送の中でも紹介したとおり、インター

ネットでは 2005年に導入され、2012年からはスマホでも利用できるように

なっている。世界中から誰でもアクセスできる。今は日本語、英語、韓国・

朝鮮語、中国語でやり取りができ、日本に来ている外国人も使うことができ

る。 
  この番組を作るにあたり、様々な専門家と議論した。前半は比較的わかり

やすかったかもしれない。とにかく命を守ること。地震で亡くなる人の死因

は圧倒的に圧死が多く、だからこそ耐震化を進めることが非常に本質的だ

と議論した。いかに安価にできるかも含めて伝えようと制作した。 
  「ＢＯＳＡＩ」という言葉は学者や行政の間では国際的に相当知られるよう

になってきている。だが一方で、一般の人はまだあまり知らないと思う。こ

れからますます重要になるキーワードとしてあえて番組では使った。 
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（ＮＨＫ側） 日本独自の「防災」という概念を、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮを通じて世界的

に共有していきたいと考え、「ＢＯＳＡＩ」という言葉を使った。この秋に開催

予定のＡＢＵの東京総会でも大きなテーマの一つだ。アジア諸国にとって

も、まさに大きな課題の一つだ。 
  今年度は水害をテーマに、インドなどでの取材も含め番組を制作する準

備をしている。また、どのように防災対策をしたり、避難所で身の周りのも

のを使っていかに過ごしやすくするかを伝えるためにＮＨＫワールド   

ＪＡＰＡＮのホームページの中で「ＢＯＳＡＩ」というポータルサイトも公開して

いる。そちらにはこの番組を短くクリップに分け、英語だけではなく中国語、

朝鮮語、ベトナム語、インドネシア語、タイ語で展開している。 
 

（ＮＨＫ側） 「Ｂｏｓａｉ Ｃｕｌｔｕｒｅ ｅｄｉｔｉｏｎ」については、何をやるべきか、専門家と様々

にやり取りをした。日本は防災の意識が高いが、国際的にはまだまだ十分意

識されてない。そこで日本の防災カルチャーを少しでも伝えられないかと

考えた。日本では防災を教育に取り入れていることや、避難所の在り方も掘

り下げて考えていることなどを伝え、「確かに考えた方が良いことだな」と

か「日本ではそういうことを重視しているのか」といった気づきにつながれ

ばと思う。個別のノウハウというより、日本独自の考え方や取り組み、すな

わち日本の防災カルチャーを見てもらうことで、世界の多くの人々が考え

るきっかけになればと思った。 
 

○  今の説明は、すごくいい話だ。カルチャーとしての防災という考え方は、とてもいい

と思う。ひと言でわかる。それをきちんと番組の中でうたっていれば、その視点で様々

な情報が入ってくると思った。 
 

（ＮＨＫ側）  2020 年、東京オリンピック・パラリンピックに向けて、日本に来る旅行

者や日本で働く外国の人たちが増えていくことが予想される。そうした状

況で、日本に滞在している方、住んでいる方に防災情報をきちんと伝えてい

くことは、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ に与えられた一つの責務だと認識して

いる。 
  地震発生時に迅速かつ正確に第一報を伝えるとともに、どう対応しても

らえばいいのかをきちんと伝えていくこと。これがいちばん重要だと思う。

地震発生時などいざという時にＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ を視聴してもら

うためには、ふだんから見てもらうことが必要だと思っている。 
  今後の課題は、災害情報の質、量ともに充実を図るとともに、日本を訪問

される方は英語がわかる方ばかりではないので、多言語化を図っていくこ

と。もう一つがインターネットへの展開を図ることだと思っている。 
  今日、リマインドの大切さについて指摘があった。やはり防災は反復と継

続だと私たちは思っているので、さらに引き続き強化していきたい。 
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２０１９年２月国際放送番組審議会 
 

２０１９年２月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６５５回）は１９日（火）ＮＨＫ放送

センターで８人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、「ＭＡＮＺＡＮＡＲ ＲＥＶＥＡＬＥＤ」、「ＲＩＳＩＮＧ」について説明があり、意見交換を行

った。最後に国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告資料を配付し、会議を

終了した。 
 

（出席委員） 
委 員 長   大西  洋 （日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長執行役員） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学 副理事、大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 鎌田由美子 （カルビー㈱ 上級執行役員、事業開発本部本部長） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 理事・事務局長） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委 員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

 

 

 

（主な発言） 

 
＜「ＭＡＮＺＡＮＡＲ ＲＥＶＥＡＬＥＤ」（１２月２９日（土）１０:１０ ほか）について＞ 
 

○  非常に優れた番組だと感銘を受けた。「歴史を見つめ直すとともに現在を描いてい

る」、また、「今、アメリカのみならず各国で深刻化する外国人排斥の問題などを考え

させる構成にしている」と番組担当者から説明があったが、まさにそのとおりだと思

った。複雑な問題を説教くさくせずに、説得力を持って伝えていた。７０年も前のこ

とを丁寧に描いて現在の問題に切り込んでおり、映像での表現を用いるテレビだから

こそできることだと思った。 
 今、アメリカとメキシコとの国境に壁を作る話が出ているが、それが一人一人の人

間にどのような影響を何十年にもわたって及ぼすかについて描かれていて、現在の問

題を見つめ直すのに非常に有益だったと思う。こういう現在の問題に取り組む番組を

シリーズで作ってほしい。 
 

○  大変秀逸なドキュメンタリーだと感じた。インタビュー、歴史的な資料、そして実

際に日系３世、４世の人々を追った映像があり、すばらしい番組だ。アメリカのワシ

ントンに行くと、ダイバーシティの観点からするとアメリカ社会は若干以前より後退

していると感じる。トランプ大統領がメキシコとの国境沿いの壁を作ると主張する中

で、この番組が放送されることは、国内のみならず世界的に非常に意義がある。ぜひ
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アメリカの公共放送サービスであるＰＢＳとも連携してアメリカで放映するといいの

ではないかと強く感じた。 
 ただ、タイトルが「ＭＡＮＺＡＮＡＲ ＲＥＶＥＡＬＥＤ」になっているが、これは   

「ＭＡＮＺＡＮＡＲ ＲＥＶＩＳＩＴＥＤ」ではないかと感じた。“Ｒｅｖｅａｌｅｄ”は、今まで知

らなかったことを明らかにすること。番組内では“Ｔｈｅ ｙｏｕｎｇ ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ ｉｓ ｒｅｖｉｓｉ

ｔｉｎｇ Ｍａｎｚａｎａｒ”とあった。“ｒｅｖｉｓｉｔｉｎｇ”は、昔あったものを新しい視点で再検討す

ること。だから“ｒｅｖｉｓｉｔｉｅｄ”としたほうが力強いメッセージになったのではないか。 
 

○  政治的な理由で、理不尽で不当な差別を受けた日系人の話から番組は始まり、実際

にいま起きている現実を踏まえ、国境をまたぐ移民の人たち、あるいはイスラム系の

人たちが排除される状況を捉えている。つまり過去の歴史から得られるものをしっか

りと伝えながら、同じ過ちを繰り返さないことをしっかり伝える番組だ。 
 マンザナー収容所を撮影した写真家アンセル・アダムスの『Ｂｏｒｎ Ｆｒｅｅ ａｎｄ Ｅｑｕａｌ』

の一節が紹介されていて非常に印象的だ。過去の過ちは風化するとまた繰り返される

という一節が、この番組を締めくくるうえで効果的だと感じた。 
 俳優のジョージ・タケイさんや、ショーン・ミウラさんが思い起こす先祖の系譜、

あるいは祖母を訪ねる旅などを通じてかなり説得力のあるものに仕上がっており、こ

れを見て自分の祖先のことを思い浮かべた。どのように自分が生まれてきたかを考え

させられるものになっていて、自分のルーツ探しをしてみたいと思わせる内容にもな

っていた。非常にすばらしい番組だと思った。 
 

○  番組はどちらかというと現代を表していないと思った。今のアメリカや世界とは全

く違う、非常に重要な歴史的事象だと受け止めた。過去と現在を比較する場面は、こ

の番組の中にはそれほどなかったと思う。大戦前後の日系人の生き方にどうしても頭

が行ってしまう。あの頃のアメリカは大国アメリカであり、寛容のアメリカであった

が、今のアメリカは大国ではあるが、その権威が失墜しつつあり、そして寛容さが非

常に少なくなってきている。 
 アメリカを美化するつもりはないが、大国のアメリカがいったん外から攻められる

と、どれほど牙をむくか。真珠湾攻撃のときには、攻撃し返すアメリカが現れたが、

今のトランプ政権のアメリカは、入って来るのを防ぐ「守りのアメリカ」だ。“Ｆｒｅｅ

ｄｏｍ ａｎｄ Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｅｃｕｒｉｔｙ”（自由と国家安全保障）を建国の精神にしているアメ

リカが変質しつつあるところに実は問題があると思う。 
 マンザナーなどの日系人の収容所の話はそれだけで相当重い問題なので、現在と比

較する必要はないのではないか。日系人のあの苦悩の歴史を掘り下げて番組を作るこ

とが重要だと思うし、この番組はまさにそれをしている。日系人は明治維新以後にア

メリカへ行くが、大戦が始まる前にこれはまずいと日本へ帰る日系人もいた。アメリ

カに残った日系人は収容所に入るが、そこであなたの忠誠心は天皇陛下とアメリカの

どちらにあるのか、と踏み絵を踏まされる。ジョージ・タケイさんの親は日本を向い

たので厳しく扱われたが、移民社会アメリカで少数派として生きる極限状況が出てい

る。 
 あの時、アメリカに忠誠を尽くした日系人によって 442部隊ができ、日系人にとっ

ては極めて厳しい選択を迫られるなど、日系人の歴史には非常に深いものがある。 
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 戦後も裸一貫で皆また生活を始めるが、その中で日本に対する愛国心をそのまま維

持するからこそ、戦後、日本がアメリカに進出して行くときに日本人をとにかく全力

で助ける日系人や、1964年のオリンピックを東京で行うときに全力でそれを支えた日

系人がいた。日系人だけに焦点をあててもマンザナーというシンボリックなものを通

じて様々なものが見えてくるので、まだまだ掘り下げることはあると感じる。 
 この番組は誰が見るべきかと問われれば、日本人だと思う。国際放送として外国人

に見てもらうのもよいが、日本人が知るべき日系人の歴史の一断面だと感じた。 
 

○  それぞれのストーリーに深みがあり、とても見応えがあった。ジョージ・タケイさ

ん自身が表現者であり、最後にお父さんとのやり取りのことや、現実味のあるコメン

トが引き出せたのはすごい。 
 また、アンセル・アダムスの写真も残っていたから問題提起を改めてできている。

こういうドキュメンタリーの重要性みたいなことも考えさせられた。今回はいろいろ

なことを考えさせられる番組になっていた。 
 

○  全く知見がない私はマンザナーを知らず、知らない事柄が次々と出てきた。この番

組は、知っている人にも、知らない人にも、いろいろな課題を投げかけてくれるいい

番組だったと思うし、多くの人のいろいろな見方が織り交ぜられていた。また写真や

映像もよくこれだけ残っていたなと思うほどであり、丁寧に編集されていると思った。 
 国内の視聴者に向けた番組としても非常にいい番組ではないかと感じた。 

 
○  学生時代からマンザナーに関心を持ってきた。非常に深い番組だったと思う。 
 全体を通してすごいと思ったのは、ジョージ・タケイさんのプレゼンスだ。あのよ

うな俳優が出演すると、こんなにも番組の質が高くなるのかと感じた。ほかの人の発

言ももちろんよかったが、やはり１人、こういうプロがいると違うなと強く感じた。 
 日本人に見てもらうのが重要だとする意見には同感だ。そのために日本語版も作ら

れたのだと思う。さらにこの番組をより多くの人に見てもらうための工夫があっても

いいと思う。ＳＮＳで広めるなど、番組にたどり着いてもらうための工夫をして、も

っと日本人に見てもらいたい。 
 日系人は強制収容されたが、当時、アメリカの敵であったドイツ系とイタリア系の

人々は短期間の拘留こそあったが、集団的に拘留されることはなかったと聞く。日系

人が収容されたのは真珠湾を攻撃したからなのか、あるいは当時あったかもしれない

アジア人蔑視のせいなのか。そのあたりをもっと深く掘り下げてもよいと思った。 
 非常に感銘を受けたシーンが、ショーン・ミウラさんがマンザナーに行って自分自

身のことを深く考える場面だ。その最後に、マンザナーの近くにある山々の中を１羽

の鳥が横切っていく映像があり、それが強く印象に残った。言葉はひと言もないが、

何か深く心が動かされた。そういう映像を作り出してくれたことに感謝したい。 
 

○  日系アメリカ人を単に少数派と捉えるだけではなく、１人の人間を通して真実を表

現しており、それが視聴者から見るとインパクトが強く、よかった。その中でタケイ

さんの最初と最後の言葉には非常に重みがあり、タケイさんを通して過去と、それか

ら現在を学ぶところが、とても印象的だった。 
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 写真家のアンセル・アダムスが自然を捉えて映している、あのような映し方をした

ドキュメンタリーには感ずるものが非常にあり、これは感性的なことだが、よかった

と思う。 
 
（なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた） 

 
○  単に日系人の収容問題を扱うだけでなく、それを現在進行中の危機に投影している

点が秀逸である。現代のメキシコ国境沿いの壁建設問題との類似性についても問題提

起しているところが良かった。 
 

（ＮＨＫ側） 日系人の強制収容の歴史は、調べれば調べるほど複雑な経緯の中で、い

ろいろな運命に翻弄されていったことがわかり、世の中の人にはあまり知

られてないことを今回の番組を通して発掘する思いも含めて、タイトルに

は“Ｒｅｖｅａｌｅｄ”とつけた。 
  何も知らない日本人や日系人の方にも、知られていない事実を伝えられ

るのではないかとタイトルをつけたが、今日の意見を聞き、日系人が先祖

に思いを重ねながら現代の意味を問いかける点では、別のタイトルもあり

得たと思った。 
  過去と現在の関係については、日系人の過去の歴史の重みはすさまじい

ものがあると思っていたが、やはり歴史の問題を、単なる歴史を掘り起こ

す形ではなかなか今の若い人も含めて見てもらえないのではないかと考

え、現代の問題として同じ事情ではないにせよ、何か重なるものとして見

ていただけたらと考えた。現代と重なるように取材をしていこうとスタッ

フ全員で考えを共有した。 
  しかし、過去の問題の重みに圧倒され、現代と重ね合わせる部分がどう

しても少なくなってしまったかもしれない。 
 

（ＮＨＫ側） この番組の上映会を、世界各地の大使館やコミュニティーの協力を得て

行っている。 
 

（ＮＨＫ側） ＰＢＳにはＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの、特にドキュメンタリー番組を放

送する特別配信のスキームがある。ＰＢＳの特別総会に対してこの番組も

推薦して、アメリカの人たちにも見てもらう施策を考えている。タイトル

の「ＲＥＶＥＡＬＥＤ」について補足すると、去年、国際放送では 1967年の

デトロイト暴動を取り上げた番組「ＤＥＴＲＯＩＴ ＲＥＶＥＡＬＥＤ」を放送し

た。それは原爆投下直後の広島で取材をしたジャーナリストのジョン・

ハーシーが関わっており、また今回の番組内で取り上げたアンセル・ア

ダムスの本も序文はジョン・ハーシーが書いている。ジョン・ハーシー

は晩年、こういうマイノリティーの問題をずっと見ており、そういう縁

で今回の番組は「ＲＥＶＥＡＬＥＤ」シリーズの一環としてタイトルに   

「ＲＥＶＥＡＬＥＤ」を使った。 
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（ＮＨＫ側） この番組の日本語版は、海外向け日本語チャンネルＮＨＫワールド・プ

レミアムで、２月１１日に配信した。2019年度にはＢＳ１で放送すること

を検討している。 
 

○  ジョージ・タケイさんはアメリカのＳＦテレビドラマに出演していた俳優で、アメ

リカ人ならば全員知っているヒーローだ。しかし、彼にとってこの問題は物心がつい

てから今日までずっと考えて来た対象だから、演じているわけでも何でもなく、自然

な形であのように感情がほとばしるのだと思う。 
 東日本大震災の後で、アメリカの日系人が日本のために立ち上がったことも明記して

おくべきだと思う。「ＴＯＭＯＤＡＣＨＩ」プロジェクトなど、アメリカの日系人を中心に

震災後の日本を助ける動きが起こり、いまや大きな流れになっている。日米そのほか

の多くの企業も協賛しているが、こういう動きも、日本が苦しい時には助けるのだと

強く考える日系人が今も脈々と生きているからだ。 
 

○  番組の中で、日系４世、５世が集まる集会でコンサートが行われていた。そこで歌

っていた女性は、昨年９月の国連のジェンダーに関するサミットで、番組内で歌って

いた曲と同じ曲を歌っていた。ジョージ・タケイさんやほかの方は、番組の中で名前

が表示されていたが、この女性は今回の番組の中で名前が表示されなかった。アーテ

ィストとして活躍している人なので、名前を表示したほうがよかったのではないか。 
 

（ＮＨＫ側） 日系人にとどまらず多様な方がコンサートの場に集っていて、そういう

人種の多様性を表現する意識はあったが、この歌い手の女性が有名な方だ

とは認識していなかった。 
 
 
＜「ＲＩＳＩＮＧ」Ｔａｔａｍｉ Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ  Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ Ｍａｔ Ｍａｋｅｒ －Ｙｏｓｈｉａｋｉ Ｋａｇａｍｉ 

 （１２月２７日（木）１０:３０ ほか）について＞ 
 

○  日本語版をローカル放送した際、驚くほど多くの方に見てもらえたそうだが、畳の

良さと産地に入り込んでの取材がかなり生きていたのだと思う。 
 よかった点として、例えばヨガの先生がゴムより軽くてよいと評価したところや、

茶席でのコンパクトな使い方を提案していたところだ。第１次産業が大変なことにな

ってきて、第２次産業の職人も減っている背景には、顧客の声がちゃんと伝わってお

らず、伝統がきちんと継承されていない現状がある。伝統もやはり「用の美」である

以上、ダイレクトに販売することによって顧客の声をいかにストレートに聞くか、そ

れを実際、形にどう生かすかが非常に重要なことだが、それをやって来ていないため

衰退していると感じる。主人公の鏡さんはそれを実践して結果を出しており、すばら

しい。また、地元をこれだけ巻き込んで生産者のネットワークを作っているところも

よく伝わってきた。 
 少し気になったのは、番組後半で地元の人の話す言葉が吹き替えではなく英語字幕

で提示されたことだ。むしろ字幕を入れるべきは番組前半のほうだった。後半に出て
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くる若い世代は取材地が熊本でも山形でもほとんど方言が出ない。前半の地元のおじ

さんやおじいさんはたぶん訛りが相当あったと思うが、方言も文化なので、彼らの話

す日本語を聞かせて、英語字幕を入れたほうがローカル感は出ると思った。 
 輸入ものとの色の変化の違いやいぐさの生産量など、もう少し数値を用いた説明が

あってもよかったと思う。 
 インバウンドがこれだけ大きくなってきている時代なので、畳をどう入手できるの

かについて説明があってもよいだろう。どんなルートで入手できて、それを使った人

たちがどう感じたのかなど伝えれば、モノがあふれる時代でもやはり買いたいという

関心を起こせるのではないか。 
 

○  見終わって、自分が畳を好きな理由がわかった気がした。 
 もっと数字を使った説明があればビジネスとしてどのようになったのか、成功した

のか、今、成功しつつあるのか、それともみんなが力を合わせているけれどもまだま

だ難しいのかといったことが、もっとわかったと思う。その半面、ビジネス情報番組

にしなかった意図があったのかもしれないと思った。畳の良さは数字で説明していく

ものではないのだと考えるところがあったのならば教えてほしい。そういう意図があ

ったとすると、それは、成功していたと思うが、個人的にはきっちりわかりたいとも

思った。 
 

○  タイトルは最初に「Ｔａｔａｍｉ Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ」とあり、続けて、Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ Ｍａｔ   

Ｍａｋｅｒ、 Ｙｏｓｈｉａｋｉ Ｋａｇａｍｉさんと個人名が出ているので、個人がどういうふうに

伝統産業である畳を自分なりに再興してきたかがよくわかるサクセスストーリーだっ

た。番組の最後で鏡さんが、最初は孤独だったが知識と情熱をいかして人との出会い

が生まれ、みんなから共感を得ていった、と自分をふり返るところがある。これは世

界に受け入れられるメッセージだったと思う。 
 何よりも、番組自体が非常に愚直なつくりをしている印象だ。なぜ日本の畳が伝統

になっているのか。畳はどうやって作られるのか。あるいは中国産と比べて日本の畳

は価値があるのか。こういったことを初めて知る視聴者が海外には多いと思う。鏡さ

んが顧客のいる場に出かけ、あるいは川上の工程を知ることによって、いぐさ作りが

大変な作業であるなど、生産者側の苦労も十分に理解しながら、畳という伝統的な工

業製品の質を高めてきたことがよくわかる内容だった。 
 そしていちばん重要だと思うのは、伝統製品の世界で新しい価値を生み出していっ

たことだ。例えば流通面では問屋を通さないルートを開拓し、9,000 店もある畳店に

アンケートを出して、その中で共感した仲間同士で「畳屋道場」を作って、無償で畳

を提供する場面もあった。そしてミニ畳やヨガ畳などの新製品で新しい価値を生み出

した。これまで捨てられてきた短いいぐさの活用につなげたのは、これまではなかっ

た新しい価値を生み出すイノベーションそのものだ。非常に心地よい番組で、日本の

よき伝統を世界にアピールできる番組だったのではないか。 
 

○  若者が伝統産業に新しい方法を見出して、伝統産業の新しいモデルを構築した点で

非常に興味深い番組だ。 
 まず、タイトルには「Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ Ｍａｔ Ｍａｋｅｒ」とあるが、鏡さんはむしろ新しい
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世代の新しいモデルを構築した畳職人だと思うので、“Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ”ではなくて、  

“Ｎｅｗ Ｍｏｄｅｌ ｏｆ Ｍａｔ Ｍａｋｉｎｇ”など、新しさを出していることを表現できたら良か

ったのではないか。 
 ２つ目に、非常に映像が美しく、いぐさの生産の様子や日本の田園風景の美しさが

出ていてよかった。 
 ３つ目には、ヨガマットや、新しい製品を生み出している。これは世界で売れるの

ではないか。そういう意味で、ヨガマットとしての畳を製造現場で鏡さんが自分でヨ

ガのポーズをやっておられるシーンがあったが、そうではなく、ヨガ教室で例えば若

い女性が畳のマットの上でヨガをやっているシーンがあれば、世界によりアピールで

きたのではないか。 
 最後に、従来使われているヨガマットなどほかのマットに比べて畳が環境にやさし

い製品であることが番組の中でもう少し表現されていれば、よりすばらしい試みだと

視聴者に伝わったのではないか。 
 

○  これはイノベーションだ。トラディショナルなものを使っているが、流通経路にメ

スを入れたのは非常に画期的だと思うし、ポップな畳を作るなど新しいイノベーショ

ンをしているところが未来志向でよいと思う。鏡さん自身の好感度が高いことも強く

感じた。 
 ただ、畳とは何なのかをそもそも外国人はどれだけわかっているか。番組の中で畳

についてもう少し具体的に説明していたら良かったのではないか。日本の畳が健康と

環境にやさしいと説明されていれば、外国人にはわかりやすかったのではないか。 
 

○  とてもリアリティーがあったのでいろいろと勉強になった。日本中でこういう問題

が起きている中で、鏡さんはクリエーティブ・ディレクターのような仕事をしている。

アイデアを次々と出し、世界遺産の建築物で畳の貼り替えをやったり、「畳屋道場」を

作ってウエアを統一して発信したり、ヨガマットや４分の１のサイズの畳など、すご

くたくさんのイノベーティブなアイデアを個人で出している。この人の能力に非常に

びっくりした。こういう高度にクリエーティブな人材が日本の各産業に必要なのでは

ないかと感じた。 
 メディアで紹介されるのはとても大きなことだ。情報発信する予算がある人ばかり

ではないので、報道や番組で知らせていく役割は非常に大きいと思う。 
 鏡さんは非常に孤独だったと言っている。自分の思っていることが伝わっていかな

いジレンマがあった。たぶん彼にとってこの番組で取材してもらったことはすごく大

きな励みになったのではないか。 
 畳だけではなく、消えゆく日本文化はたくさんある。着物など無くなっては困る日

本文化、絶滅寸前の日本文化が数多くあり、何らかの形で知らせていかないと、本当

に無くなってしまうのではないかと思った。こういう鏡さんのような個人を応援して

いく意味でも、非常に意義深い番組だった。 
 

○  日本語版と英語版の両方を見たところ、結構違っていた。いちばん大きな違いは日

本語版の「中国産」という言葉が英語版では“ｉｍｐｏｒｔｅｄ”となっていた。中国の名を

出さないように気を使ったのか。英語版と日本語版で言葉を使い分ける場合の配慮な
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どがあるのならば聞きたい。 
 この「ＲＩＳＩＮＧ」は従来の手法にとらわれない形で道を切り開いた人をフォーカス

するシリーズ番組だとのことだが、従来の手法にとらわれない形で道を切り開いてい

く人のことを、専門分野の言葉では“Ｐｏｓｉｔｉｖｅ Ｄｅｖｉａｎｔｓ”（いい意味で偏った人たち）

という。“Ｐｏｓｉｔｉｖｅ Ｄｅｖｉａｎｔｓ”による行動は自分を変え、周囲の人を変え、社会を変

える。この畳産業によって今後社会が変わっていくのかいかないのかを追って見て行

きたいと感じた。これをベースラインの番組と捉えて、１０年後、２０年後に    

「Ｒｉｓｉｎｇ Ｒｅｖｉｓｉｔｅｄ」みたいな番組を作ってもいいのではないか。将来的に展開して

いける良い番組であったと思う。 
 

○  良い番組だったが、今、日本の地方は鏡さんのように地元を何とかしていかなけれ

ばいけないと考える２０代、３０代の人たちが本当にたくさんいて、自分たちで町づ

くりをしたい、自分たちの伝統工芸、伝統文化を何とかしなければならないと立ち上

がっている。さらにほかの地方から、あるいは都心から移住して何とかしようと考え

る人たちがものすごく増えていると思う。その中で、鏡さんは製品供給のルートを変

えるなど、何とかしなければならないと考える姿はよく伝わってきたが、いい意味で

の悲壮感や、本当に苦しんで立ち上がって仲間を作ってこういうふうにしたというプ

レゼンテーションが、ちょっと感じにくかった。 
 畳で同じようなことをしている人はほかにもいる。千葉で鏡さんと同じようなこと

をしている人はテレビに出てくるといい意味での悲壮感がある。苦しい中で立ち上が

って、将来につなげていくものが視聴者に伝わってくる。たぶん鏡さんは本当に強く

て、性格や人間性、そして人間力がすばらしい方だからそういう面があえて出なかっ

たのだろうか。 
 取材地の山形で放送したところ、視聴率が非常に高かったのはすばらしいと思うが、

山形として発信していくものがもっとあると思う。最優先でやらなければならないそ

の県のコンテンツとは何かまで検討の上、これになったのであればいいが、そこを教

えていただきたい。 
 

（なお、欠席の委員より、文書で次の意見が寄せられた） 
 

○  従来の畳という概念からサイズや用途を広げて、地方創生と産業促進につながって

いったことがメッセージとして伝わっているのが良い。一方で、畳を全く知らない外

国人のために、畳の“イロハ”は、畳の良さなどの基礎情報が、少し不足していたの

ではないか。 
 

（ＮＨＫ側） 取材相手の声を英語に吹き替えるか英語字幕で提示するかについては 

「ＲＩＳＩＮＧ」の場合、大まかな方針がある。少し長めのインタビュー音声

は基本的に吹き替えにする。カメラの前で複数の人たちが会話している場

面は英語字幕で表示する。そのため熊本の方や山形の方のインタビューは

吹き替えにしたところがあった。方言の雰囲気を残してテロップにしたほ

うがいい部分があったのではないかとの指摘も参考にしながら、状況に応

じて吹き替えと字幕を使い分けていきたい。 
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  数値やビジネス的な情報がやや少なめだったのではないかと指摘があ

ったが、現実には、この鏡さんの畳屋に関しては国産の畳を９割扱うこと

によって黒字化している。ただ、畳業界全体を見たときに、減少がこれに

よって完全に止まったり、増加に転じたりしたとは言えない現状がある。

ただ、鏡さんが畳業界の異端児として孤独な挑戦を始め、そしてたくさん

の方の支援を受けるに至った事実がある。父親から受け継いだ家業に疑問

を持って戦っていった鏡さんのドキュメンタリーが海外にも説得力を持

つのではないかと考えたため、ビジネス情報番組にするよりは、鏡さんの

人としてのドキュメンタリーにやや力を入れた。 
  タイトルにある“Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ”は、「畳」を英語に言い換えた際に   

“Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ Ｍａｔ”となることに由来している。だが、“Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ”で

はないのではないかという指摘を受けると、“Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ Ｍａｔ”という表

現をもっと深く考えることもできたのかと思う。 
  日本語版と英語版の違いについては、指摘のとおり“ｉｍｐｏｒｔｅｄ”を、

日本の場合は「中国産」とした。１つの国を攻撃するような意図はないこ

とをこめて “ｉｍｐｏｒｔｅｄ”という一般的な言い方をとった。カナダの視聴

者からは、輸入した安い製品が自国の伝統的製品を駆逐することは自分の

国でもよくあることなので、番組をすごく身近に感じたと意見が寄せられ

た。 
  １０年後、２０年後に「ＲＩＳＩＮＧ」がもし作れれば、うれしいと思う。 

 
（ＮＨＫ側） なぜ地域局で放送しているのかについて説明したい。いまＮＨＫ全体で

各地域を放送で支援していこうと取り組んでいる。そんな中、この国際放

送番組「ＲＩＳＩＮＧ」で山形の人物を取り上げていたので、これを日本語版

にしてぜひ山形の皆さんに見てもらえればと考えた。 
 

（ＮＨＫ側） 今回は主人公が山形の方だったので山形局でローカル放送を行ったが、

いぐさ農家が多い熊本などにも関心を持って見ていただけるだろう。先日

も、お米を使った様々なビジネスを展開している新潟の会社の取り組みを

「ＲＩＳＩＮＧ」で紹介したが、これの日本語版を新潟局で放送した。 
 

○  こういう「ＲＩＳＩＮＧ」のような番組で取材した人たちが５人、１０人集まって何か

議論する番組はあり得ないか。点だけを集めるのではなくて、それを面としてやると、

相乗効果みたいなのが出るのではないかと思う。 
 

（ＮＨＫ側） この番組は何年も放送している定時番組で、出演した方がたくさんおり、

地域で頑張っている方もたくさんいる。例えば特集番組で集まっていただ

いて、地域から、町を興すとはどういうことなのかなどをテーマに議論す

ることは、当然、あり得ると思う。 
 

○  国際放送の番組を通じて地域支援をしたいとのことだが、例えば鏡さんのような方

が番組の前と後で、プラスでもマイナスでも何か変化があれば知りたいと思う。今後、
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そういうことがわかるような機会があればいいと思う。 
 

○  取り上げる題材など取材に行くうえでのポイントは何かあるのか。どういうふうに

ターゲットを決めているのか。生産者と話すと実は結構驚くことも多い。番組で取り

上げられることによって日の目を見ることも非常に多いと思う。そういった掘り起こ

し方もまさに地域活性というか、支援の中では大きなポイントだと思った。 
 

（ＮＨＫ側） さまざまなプロダクションやディレクターから提案を募集している。寄

せられた提案の中から、非常に革新的な行動を起こしている人を取り上げ

ることにしている。 
 

（ＮＨＫ側） 国際放送の役割は日本への理解を深めていくことだけではなく、固有の

問題が顕在化していく日本のさまざまな地域を支援していくことにもあ

る。いま地域が外国と直接、農産物の輸出や観光に関して交渉している例

も数多くある。そうしたものを取り上げるのも、国際放送の役割の１つだ。

併せて、番組で取り上げたのちに地域に起こった変化を検証していくことも

重要だ。そうした観点でまた番組を作っていきたい。 
 

○  世界が注目していない人をＮＨＫが発掘し、世界にメッセージを発信する。それを

契機にして例えばＢＢＣが鏡さんにインタビューに来るなど、何かそういうことが将

来的に起こるとおもしろいと思う。欧米系だけではなく、インドネシアやタイのテレ

ビ番組でもいいが、そういう事例が出てくると、国際性がいままで以上に高まると思

う。そういうことも意識して番組を作ったらどうだろうか。 
 

○  今回は、たまたま山形の鏡さんだったが、国際放送は地方のことを数多く取り上げ

ているので、そういう番組を見ていくと、地方のためのＮＨＫの国際放送というプラ

ットホームができると思う。国が地方創生と言って支援を行っているが、どうしても

プロジェクトベースの支援になりがちだ。ＮＨＫには地域放送局があるので、そこに

集まってくる情報を海外へ発信できるといいと思う。 
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２０１９年１月国際放送番組審議会 
 

２０１９年１月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６５４回）は１５日（火）ＮＨＫ放送

センターで８人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、「ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ：Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ ＩＮＤＩＡ」、「Ｔｈｅ Ｐｉａｎｉｓｔ ｆｒｏｍ Ｓｙｒｉａ」につ

いて説明があり、意見交換を行った。最後に国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意

向の報告資料を配付し、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   大西  洋 （日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長執行役員） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学 副理事、大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 鎌田由美子 （カルビー㈱ 上級執行役員、事業開発本部本部長） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 理事･事務局長） 

委 員 塩見美喜子 （東京大学大学院理学系研究科 教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

  (一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

委 員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜ ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ「Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ ＩＮＤＩＡ」 

（ ＮＥＷ ＤＥＬＨＩ １２月５日(水)、 ＭＵＭＢＡＩ １２月６日(木)、 

ＫＯＬＫＡＴＡ   １２月７日(金)  各１３:００ほか） について＞ 

 
○  情報が多く、いろいろなことを知ることができた。同時に、番組の目指しているこ

とが日本との関わりを伝えたいのか、インドについて伝えたいのかが少しわかりづら

いと思った。日本とインドの関わりはもっとたくさんあるだろうし、この３回だけで

はとても描き尽くせないと思う。もっと深いところがあるはずだと思う気持ちが残っ

てしまった。 
 

○  タイトルの「Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ ＩＮＤＩＡ」（影響力を及ぼすインド）を一見すると、イン

ドが海外に対してどのような影響力を持っているのかを伝えるイメージだったので、

インド文化を海外にどんどん輸出する番組なのかと思った。“Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ”という言

葉が適切だったのかどうか気になった。 
また３つエピソードがあり、１つ目は「ＮＥＷ ＤＥＬＨＩ」で、ＩＴで変わる社会を

描いている。２つ目が「ＭＵＭＢＡＩ」で映画と社会。この２つは非常に野心的な取り
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組みだった。特に２つ目のエピソードでインドの衛生問題、教育問題を取り上げたの

は、非常によかった。女性の社会進出を取り上げた点も評価に値すると感じた。だが、

３つ目の「ＫＯＬＫＡＴＡ」のエピソードは、日本とインドのつながりを強調している

が、断片的な印象がぬぐい切れなかった。１つ目と２つ目とは異なり、３つ目は全体

のストーリー性に欠けたのではないか。このシリーズの目的が全体的にわかりづらく

なっているのではと感じた。 
 

○  ３本続けてシリーズとして見たときに、そのシリーズ全体の意図は何なのだろうか

と思った。まず日本との接点を伝えたいのか、日本国内のインド人コミュニティーを

紹介することが目的なのか、あるいはインド人に見てもらうよりも非インド人向けに

重心が置かれているのか、わかりづらかった。 
 また、そういう印象を与えるのは、この「Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ ＩＮＤＩＡ」というタイトルが

内容とどう結び付くのかがよくわからない。“Ｈｏｗ ｔｈｅ ｃｏｕｎｔｒｙ ｔｒａｎｓｆｏｒｍｉｎｇ”に

たぶん一番言及しているのは３つ目の最後にニューデリー支局長が、地域や国際社会

におけるインドの話をしているところくらいであり、最初に大上段に構えたシリーズ

の意図がこの番組個々のところに表れていないし、うまくつながっていないのではな

いか。 
 その３つ目も、途中までの内容と最後に総括者として出てくる支局長の話が次元の

違う話になっており、非常にちぐはぐな印象を与えてしまい残念だ。 
 また、１つ目について、インドが近くイギリスを抜いて世界第５位の経済大国にな

ると説明するくだりがあったが、イギリスを引き合いに出すのであれば、旧植民地が

旧宗主国を追い抜く点を指摘してもよかったのではないか。 
 個々の内容については非常に興味深かったが、全体の流れがいまひとつよくわから

なかった。 
 

○  大変興味深く見たが、タイトルがなぜ“Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ”なのか疑問に感じた。インド

国内の視聴者や日本在住のインド人コミュニティーに届けるために制作したとのこと

だが、そうであるならばもう少し違った視点になる気がした。むしろこれはインドの

ことをよく知らない日本人にとって非常に興味深い内容だと感じた。 
 “Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ”ならば、インドが経済大国になっていることや、南アジア全体の中

で盟主的な役割を担っていることなど、誰にとって“Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ”なのかを明確にで

きるとよかった。むしろ、今回、ナレーションの中にも出てきたように“ｔｒａｎｓｆｏｒ

ｍｉｎｇ Ｉｎｄｉａ”とか、“ａｍａｚｉｎｇ Ｉｎｄｉａ”など、もう少し違った形容詞も考えられたので

はないかと思う。 
 １つ目は「ＮＥＷ ＤＥＬＨＩ」と銘打ちながら、途中からラジャスタンになり、その

後はチェンナイのＩＴ企業が取り上げられていて、必ずしもニューデリーに焦点をあ

てていなかった。デリーに近接した都市にグルグラムがあり、ここはかつて日本の自

動車メーカーが進出して何もないところから工業都市になった都市で、今はＩＴの一

大ハブとしても成長している。「ＮＥＷ ＤＥＬＨＩ」と銘打つならば、チェンナイでなく、

グルグラムを取り上げていればタイトルとの整合性はとれたと思う。 
 それから、アプリを使った商業活動を取り上げていたが、農業地帯においても、例

えば村々にＩＴキオスクができて、文字の読めない人たちもその村に１台置かれたパ
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ソコンを使って作物の病害についての知識を得たり、市場価格を知って貧困層の生活

向上につながっていたり、あるいは農村地域の学校でもパソコンが設置されて、貧困

削減に貢献したりしているので、もう少し幅広い取材も可能だったのではないか。 
 ２つ目の「ＭＵＭＢＡＩ」の映画の話の中で、非常に注目されており現在日本でも上

映されている映画が取り上げられたことは大変興味深い。インドのボリウッド映画は

南アジア全体で視聴されていて、バングラデシュやパキスタンでも非常に人気だ。そ

れでこそ“Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ”なところもある。特に娯楽が少ない農村地域では映画が唯一

の娯楽で、人々の価値観への影響力が大きいことも指摘するとよかった。 
 インド人にとっては３つ目の「ＫＯＬＫＡＴＡ」で、日本とインドの間に様々な交流

があることを知ることができて興味深い内容だったと思う。だが、少しバラバラな感

じがした。例えば歴史的にもインドと日本は非常に友好的であるとか、ストーリー性

をもう少し持った形で取り上げるとよかったと思う。 
 

○  インドのことはほとんど知らないので、興味深く見た。 
 「ＮＥＷ ＤＥＬＨＩ」を見て驚いた。中国では今、現金を使わず、普通の人々もリン

ゴを買うのに青果店でスマートフォンで支払うと聞いていたが、インドでもその割合

が増えてきているとのことだ。 
 ただ、遠隔地治療を支援する医療アプリに関して思うのは、遠いから、お金がなく

て病院に行くことができない人たちにとっては確かにありがたいことだろうが、医療

は１対１で直接会って行うものだ。このアプリだけで満足しないほうがいいという注

意も入れた方がよいのではないかと思った。 
 「ＭＵＭＢＡＩ」に関しては、映画がかなり“Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ”だと知って驚いた。女性

の生理用品を普及させる媒体が、映画であって、なぜテレビではなかったのだろうか

と疑問を持った。 
 「ＫＯＬＫＡＴＡ」に関しては、ひとつひとつのエピソードはおもしろかったが、ほ

かの２つに比べてストーリー性が少なかった。 
 

○  インドへ行ったことがない人間にとっては、とてもおもしろい番組だ。特に最初の

２つ、「ＮＥＷ ＤＥＬＨＩ」と「ＭＵＭＢＡＩ」についてはとても興味深く視聴した。 
 日本人が見ていい勉強になる番組だったように思う。特に最初の「ＮＥＷ ＤＥＬＨＩ」

については、医療から農作物、教育など、広い角度で、インドの市井の人から、日本

のオフィスに至るまで取材していて、非常に刺激的でもあった。 
 次の「ＭＵＭＢＡＩ」では昔ながらの光景とＩＴが共存していて、映画と女性の衛生

に関することから社会進出の支援まで、幅広い話題が取り上げられていた。 
 この２つに比べると３つ目のエピソードはよくわからず、文化や歴史などいろいろ

な部分も深掘りしていくと、たぶん１８分では足りないだろう。難しいテーマに取り

組んでしまったがゆえに、少し内容が薄くなったように感じた。 
 しかし日本においてインドに関する情報量は少ないのが現状だ。日本からインドに

行く観光客も少ないことを考えると、国際放送だけではなく１つ目、２つ目は国内で

放送しても活用できるのではないか。 
 

○  貧困下にある人に対して“Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ”な番組ではないだろうか。例えば今、アフ
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リカのウガンダで生理用品の研究をしたいと言う学生もいる。だから「ＭＵＭＢＡＩ」

で紹介された映画は、アフリカの途上国の人々にとって“Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ”な内容が含ま

れていると感じた。 
 インドではすでにカースト制は法律で禁止されていると思うが、いまだに不平等が

はびこっている。それがＩＴによって平等な社会に移ろうとしているのが、この最初

の番組の中心的な話題であったと思う。だが、平等な社会になったらインドはどうな

ってしまうのか。平等な社会に向かうことによって新たな不平等が生まれるような気

がする。現状の不平等な社会の中で、インドでは貧しい人が何とか生き残ろうといろ

いろな知恵を働かせている。貧困下における知恵みたいなものが、今回の番組では少

ないような気がして、平等な社会にまっすぐ進んでいることがすばらしいと言ってい

る印象を受けた。 
 放送したタイミングについて伺いたい。このキャラバンシリーズの番組を今やる必

要性、強み、そういうものがあるのか。 
 

○  この番組を制作する際にどれぐらい、日本出身者の目を意識しなければならないの

か。この特集がインドでのＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの認知度アップを図るためのもの

ならば、インドの人たちにとって興味深いものになるほうがいいと思う。もちろんＮ

ＨＫの国際放送なので日本とのつながりがあるのはおかしいことではないが、そこに

インドの人々は本当に興味を持っているのか。そうでないならば、本当にインド人の

視点で作ったほうが目的にかなっているのではないかと思った。 
 

○  ＩＴ分野で“Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ”なインドといえば、やはりシリコンバレーに相当な数の

インド人が入っていったことこそがグローバルな意味で“Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ”だったと思う。

もちろんシリコンバレーに行って戻って来た若い人たちが番組に出てはいたが、いま

のシリコンバレーや、世界のＩＴ革命にインドが貢献してきたことを示すストーリー

のほうがよかったのではないか。 
 

（ＮＨＫ側） インドでＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの認知度を高めるのが大きな目的の１

つだった。ニュース番組なので、インドの今の課題を取り上げて世界に発

信していくことももう１つの目的だ。 
   最初は７月にインドに行って、現地の観光協会の職員の方などと話して、

インド人にどういった内容が関心をもってもらえるのかを聞き取り調査

した。そこで出てきたテーマが「映画」だ。映画は娯楽として非常に普及

していて、テレビ番組の中でも映画番組の人気が高いそうだ。また、われ

われは日本の放送局なので日本とインドの関係を探ろうと思った。 
  また「インドといえばＩＴ」とは誰もが認めるところだ。農村の中での

ＩＴについて指摘があったが、デジタルビレッジの取り組みを１回目の冒

頭で少しだけ取り上げている。それはまさに、フリーＷｉ－Ｆｉを使って電波

で情報を飛ばして学校教育に活用する取り組みだ。そのあたりももっと膨

らませていくべきだったかもしれない。 
   インドの視聴者の反応については、まとめているところだが、専用ホー

ムページに動画を取りそろえた。過去のニューデリー支局のリポートも含
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めて全て掲載し、インドに興味のある人がそのホームページに来ると、い

ろいろな情報が手に入るようになっている。アクセス状況も良く、このキ

ャラバンを特集したページは、専用ホームページ全体の中で１位～２位の

アクセス数を誇っている。 
  新興都市グルグラムからキャスターがリポートする演出も当初考えた

が、最終的にはうまく見せられるものがみつからなかった。貴重な意見を

いただいたと思う。 
  日本をどれぐらい意識したかに関しては、インドと日本の関わりがイン

ド人の興味を引くのであれば、それは取り上げていきたいと思った。しか

しそのためにほかの要素を抑制するようなことはせず、インド人に見ても

らうことと、世界の人にどうしたらインドの今を伝えられるのかについて、

じっくり検討した。 
 

（ＮＨＫ側） タイトルに“Ｉｎｆｌｕｅｎｔｉａｌ”を用いた意図について説明すると、世界の中

でのインドの位置付けが今、大きく変わっていて、これまで自主自立の外

交を貫いてきたインドをめぐって世界が注目している。その中で、それだ

け影響力が大きくなっているインドをもっと詳しく見てみようと考えた。

指摘のとおり、視聴者の期待に十分には応えきれなかった分については、

今後の制作に生かしていきたい。 
 

（ＮＨＫ側） なぜ今のタイミングで放送したのかについては、毎年、可能ならターゲ

ットとなる地域を決めて、集中取材をしたいと思っており、2017年度はイ

ンドネシアにキャスターが行って同じように集中的に放送をしたことが

あった。その時にインドネシアはかなり日本に関心があることがわかった。

インドは人口も多く、影響力も増えているので、これからいろいろとＮＨ

Ｋワールド ＪＡＰＡＮのプロモーションを行っていくために、インドにも入

り込んで、どれぐらいの人に見てもらえるのか見極めていこうと考えた。 
  その一方で、日本国内でのインドコミュニティーもとても大きいので、

そこに対するアピールもできればと考えた。 
 

（ＮＨＫ側） 日本人の視点は最初から意識して、だからこそ日本との関わりは取り上

げるべきだと考えた。だが、インドの人に興味を持ってもらうからには、

何を見せればいいのかについて検討を重ねて、結果的にあの形に至った。 
  ３つ目は、バラバラの印象を与えたかもしれないが、日本とインドのつ

ながりを、インドと日本と世界の人に見せるには、個別の事柄を拾ってい

くのがいいと考えていた。知られていない新しい話を伝えたいと考え、ボ

ランティアに生涯を捧げる日本人の女性の話も、テレビでは初めて紹介し

た。そういった新しいものを探していった結果、多少テーマがバラバラな

印象になってしまったのかもしれない。 
 

（ＮＨＫ側） どういう視点で番組を作るのかは、ＮＨＫの国際放送がどうあるべきか

という、本質的な問題でもある。われわれはいつもそれを考えつつ制作を
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している。ＮＨＫの国際放送の番組は受信料によって制作されており、基

本的にはＮＨＫに受信料を払っていただいている日本の人たちのために

資する番組でありたい。やはり番組によって日本をよりよく理解してもら

うことが大事だ。日本人とはどういう人たちで、どういう価値観を持って、

何を大事にして、どういうものの見方をしているのかを世界の人たちにわ

かっていただくことを目指している。 
  例えば、今回の番組はインドを取材対象にしているが、インドの人たち

も、「日本の人たちはこういうふうにわれわれの国を見るんだ」と理解す

る。あるいは、アメリカだったらアメリカの人たちは、「日本人はインド

をこういうふうに見ているんだ」とわかってもらうこともある。 
  英語を話す人たちが多いわりに、なかなかＮＨＫの国際放送が浸透して

いないインドを今回取材したが、これからいろいろな意見が寄せられると

思う。それを参考にしながらさらにインドへの浸透を図り、インドの人た

ちにもっと見てもらえる番組作りができるようにしていきたいと思って

いる。 
 

○  インド人にどういう内容が関心をもたれるかを見る目が重要だとのことだが、それ

を聞いて思い出したのは、日本人に会うのは初めてだというインド人の大半が「おし

ん」は知っていることだ。インドでは「おしん」が爆発的な人気で、日本の経験から

学びたい気持ちが民衆の中に高い。インドでは教育のある人でもゴミをポンポン捨て、

衛生に対する意識が日本とはかなり異なっている。そういう中で、例えば日本が学校

教育の中でも毎日掃除をしたり、ゴミの分別に非常に熱心だったり、衛生状況を高め

るために日本社会の隅々までいろいろな仕組みがあることなども紹介すれば、インド

人に関心を持ってもらえるのではないかと思った。 
 
 
＜「Ｔｈｅ Ｐｉａｎｉｓｔ ｆｒｏｍ Ｓｙｒｉａ」（１１月２４日（土）１０:１０ほか）について＞ 

 
○  大変感銘を受けた。非常にセンシティブなテーマで、現代的、まさにいま世界の中

で大きな問題となっているシリア難民について、音楽を切り口に、しかも広島と結び

付けている。１人のピアニストに焦点を当てて、政治的なところには深く入らずに、

難民の置かれた状況や心の叫びにうまく焦点を当てたすばらしい番組だと感じた。  
 

○  難民は世界的に大きな問題になっているが、このストーリーは難民の受け入れ国側

の視点ではなく、難民自身の視点で描いたものである点で、非常に価値が高いのでは

ないか。シリア難民の子どもたちが祖国での体験がトラウマになって自国の言葉を忘

れてしまい、同時に祖国への愛情も失っていく様子がよく描かれていて、相当に危機

的な状況を巧みに表現したものだ。 
 主人公の演奏活動やフリーレッスンにおいて祖国の歌を通じて祖国への愛が回復し

ていくシーンは、本当に感動的だった。すばらしい番組だった。 
 ピアニスト自身の順風満帆ではない演奏活動の裏側の場面や、自信をなくしそうに

なったときに広島に行って、被爆現場や被爆ピアノを目にして勇気づけられていく姿
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が捉えられていた。唯一の被爆国である日本の役割がうまく出ていたのではないかと

思う。 
 音楽が世界に与える力について主人公が語るシーンが最後にあるが、これも非常に

有効だったと思う。ドイツ、あるいはヨーロッパ、アメリカなどで世界的に反難民、

反移民感情が大きくなっているが、この内容であれば相当な人から共感を得られるの

ではないかと思った。 
 

○  これまで見てきた番組の中で１番だと思った。主人公は若く、３０歳だが、同年代

の若者と比べて目が全然違うと感じた。これだけすばらしい才能を持っていて、ピア

ノの腕前もすばらしくて、教育に対するモチベーションもあるが、それでも、若い人

がこんなに悲しい目をすることが伝わっていた。多くの人に見てほしい。 
 この人物を取り上げたきっかけを教えてほしい。どこかの団体が演奏家として広島

に招待したと理解したが、それがきっかけだったのか。というのは、私は広島の場面

はないほうがよかったのではないかと思ったからだ。 
 広島も一般市民の多くが戦争で亡くなり、都市が破壊され、多くの人が傷ついた点

はシリアと共通しているが、難民の一番の問題は祖国を追われてしまうことだ。追わ

れた先の異国で住めと言われても言葉も通じない。理不尽なつらさがあると思ったの

で、もし日本に来るきっかけが広島でなかったのであれば、広島の場面はないほうが

よくわかる番組だったのではないかと思った。 
 

（ＮＨＫ側） 今回の番組を制作するきっかけは、主人公のピアニストのエイハム・ア

フマドさんが４月に東京と広島にコンサートで来日した時に、ＮＨＫの国

内放送と国際放送のニュース企画で放送したことだ。 
  シリアの人々は広島や長崎の原爆を通じて日本のことを学校で学ぶよ

うで、このエイハムさんもシリアにいた時から広島と長崎に興味を持ち、

広島をめぐりたいと話していた。そこでエイハムさんの来日の様子を５月

に国際放送のニュース番組で短い１０分ほどの企画として放送した。 
  その後もディレクターはエイハムさんと直接英語でやり取りをして取

材を重ねていき、最終的に今回の番組にした。 
 

○  この番組構成で、１人のピアニストの体験を超えるものを深く伝えることができて

いるのではないかと思った。第三者にとって共時性であるとか、共感をおぼえること

ができるものであるとか、あるいは追体験ができることの中で、それが時には主人公

のヒューマンストーリーそのものよりもはるかに重くなって伝わってきていると思う。 
 この番組でいい構成だと思った点が２つある。１つは、シリアで燃やされた主人公

のピアノと、原爆を耐えた広島のピアノとの対比。もう１つは、主人公を含め、当初

難民を率先して受け入れたドイツ社会と、右傾化し、反難民感情が高まったその後の

ドイツ社会。この２つは構成上、対比されていると理解している。ここは、視覚的に

効果があったと思っている。非常にいい番組だ。 
 

○  素直に感動した。難民を切り口にしてこれほど多くのいろいろな要素を提示してく

れるのかと思った。いい映像だ。 
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 子どもたちが歌っていてパンパンと銃声がする場面が番組の中で出ていた。その中

で１人の子どもが亡くなってしまったとか、エイハムさんのご家族の様子とか、エイ

ハムさんを取り巻く周辺の人間味を感じさせるところまで、番組への差し込み方が絶

妙だった。心に残る感じに仕上がっていて、構成がとても上手だと感じた。 
 

○  とても感銘を受けた。特に難民暮らしが日々平たんな気持ちではいられないことが

よく描かれていて、本当に日々の波乱の様子が伝わって来て胸が痛くなるようなとこ

ろもあったが、それがとても心に残った。 
 共感しながら見ていたので、女の子がアラビア語を学びたくなったと語る場面もう

れしかった。同時に、日本がもっと難民を受け入れるとしたらどうなるのかと考えさ

せられた。 
 戦争を経験した国の人たちと話をする時、私が日本人だと言うと多くの場合、「広島

と長崎なら俺たちも知っているよ。でも君たちは生き延びたんだよね、だから自分た

ちも希望を持てるんだ」と言われる。苦しみから立ち直る平和のシンボルのように思

われている広島と長崎を、日本の私たちはどれほどきちんと理解しているのかについ

てふり返ることができる番組だったと思う。ぜひ日本の人たちにも見てもらいたい番

組だ。 
 

○  音楽は人を変える力があるというメッセージが全編を貫いていたように思う。まず

音楽はこの主人公自身を非常に大きく変えている。次に子どもたちが大きく影響を受

ける。それからその家族が影響を受ける。だから本人、子ども、家族を変える力が音

楽にはある。一方で、変える力が及ばないと思われた、“Ｒｅｆｕｇｅｅｓ ｇｏ ｈｏｍｅ”（難民

は帰れ）と言っている人たちにどうやってこのメッセージを届けていくのか。音楽は

何らかの力を発揮できるのか。これを日本語で放送したら、日本人を変える力がある

かどうか。シリアへの理解をより深めることになるか。あるいは難民問題をより深く

理解する番組となり得るか。そこに関心を持った。 
 もしドイツのテレビ局が同じような番組を作ったら、このようなものが作れただろ

うか。つまり“Ｒｅｆｕｇｅｅｓ ｇｏ ｈｏｍｅ”というシーンを見せることができたかどうか。

日本人が間に入ることによってドイツで起こっていることをより客観的によいところ

も悪いところも見せて、作れたのではないか。そういう意味では世界に届けるメッセ

ージを非常にいい形で作り上げたのではないかと思う。 
 エイハムさんは有名な方かもしれないが、ＮＨＫがまず、こういう人を発見して、

それをＢＢＣやアメリカの番組が追っていくような、そういう流れができたらおもし

ろいと思う。 
 

○  本当にすばらしい番組だった。キーとなるポイントはいくつかあったと思うが、こ

れから日本が難民問題を目の前の問題として考えていかなければならない時に、これ

を日本人が見て理解を深めていくことが大事だと思う。それから、番組で紹介してい

たドイツに亡命したファミリー、特に子どもの笑顔だ。笑顔であれだけ楽しそうにし

ている一方で、自国を否定していかなければならない。この２つのことを対比させる

ことによって、視聴者に感動を与えることが必要だ。難民側の視点で作ったところが、

感動させられた理由ではないか。 
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（ＮＨＫ側） 日本人の視点で作るよりは、難民問題を普遍的に考えることができれば

と取材した。これまでに作られたドキュメンタリーを見ても、ドイツ国内

の制度的なところや難民がどういう状況に置かれて、どういう心理状況で

暮らしているのかはなかなか見られなかった。長い時間をかけて難民の皆

さんと直接話をして取材に応じていただいた。皆さん、今後自国に帰れな

いリスクもあり、テレビで何を言葉にして伝えたらいいのか考えながら取

材に向き合っていただいた。本当に感謝している。そういった気持ちが伝

わったのであれば、とてもありがたく思う。 
 

（ＮＨＫ側） この番組は１１月２７日、国内向けにＢＳ１でも放送した。 
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２０１８年（平成３０年）１２月国際放送番組審議会 
 

2018年（平成３０年）１２月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６５３回）は１８日（火）

ＮＨＫ放送センターで８人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。その後、

「2019年度国際放送番組編集の基本計画（案）」の諮問にあたり、説明を行った。審議

の結果、番組審議会として原案を可とする旨、答申することを決定した。ひき続き、  

「ＷＨＡＴ’Ｓ ＹＯＵＲ ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ？」、「Ｅａｓｙ Ｊａｐａｎｅｓｅ」ほか国際放送一般と、  

「Ｔｈｅ Ｈｏｐｅ ａｎｄ Ｐｅａｃｅ Ｇａｌｌｅｒｙ」（動画）について、意見交換を行った。最後に国際放

送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告資料を配付し、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学 副理事、大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 鎌田由美子 （カルビー㈱ 上級執行役員、事業開発本部本部長） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 代表理事） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 塩見美喜子 （東京大学大学院理学系研究科 教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

  (一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

委 員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜「2019年度国際放送番組編集の基本計画（案）」について（諮問・答申）＞ 

 
○  国際放送局長からの説明と、先月の審議会の意見交換も踏まえて「2019年度国際放

送番組編集の基本計画（案）」は、原案どおり可とする答申をしたいが、よろしいか。 
 

○  異議なし。 
 

（ＮＨＫ側） 番組審議会で答申を得たので、この後、来年度の具体的な番組編成を決

定し、２月の番組審議会で「2019年度国際放送番組編成計画」として改め

て説明する。 
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＜「ＷＨＡＴ’Ｓ ＹＯＵＲ ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ？」 

－ Ｌｅｔｔｅｒｓ ｆｒｏｍ Ｍｙａｎｍａｒ（１０月２８日（日）10:40 ほか） 
－ Ｍｕｓｌｉｍ ｌｉｆｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ（１１月２５日（日）10:40 ほか） について＞ 

 
○  ミャンマー編「Ｌｅｔｔｅｒｓ ｆｒｏｍ Ｍｙａｎｍａｒ」もインドネシア編「Ｍｕｓｌｉｍ ｌｉｆｅ ｉｎ   

Ｊａｐａｎ」も全く趣が異なるが、どちらも楽しく見た。特にインドネシア編は、これを

見て、日本に行っても大丈夫だと思う人が増えるのではないか。 
 

○  インドネシア編は、日本旅行の一番の課題が「食」だったが、なぜこのテーマを取

り上げるのかの根拠がきちんと明示されていてもいいのではないか。アンケートなの

か何なのか、全く説明がない。説明する必要はないが、公共放送であればデータの出

どころはきちんと欲しい。 
そもそも海外の旅行者がＮＨＫワールドのアプリをどのくらい使用しているのかも

わからない。データのよりどころがよくわからないまま、これはすごいですよ、こう

いう結果なのですよ、と見せられていることに少し違和感がある。誰に向けての番組

制作なのか。公共放送だから万人に向けてなのかもしれないが、本当にそれでいいの

だろうか。 
食の話から始まり、お祈りできる場所など、いろいろあったが、どれも深掘りが足

りない気がした。これを見たからどれだけ役に立つのかと言われると、私が海外から

の旅行者ならば心配になる。 
ミャンマー編のリスナーが日本の漫画で日本語を学んでいるなど、ミャンマーで日

本の知名度が高いことは、とても好感が持てた。 
 

○  ミャンマー編もインドネシア編もとてもよくできていると思う。例えば多くのリス

ナーの質問に答えるスタイルは、関心を引き付ける意味でとても興味深かった。それ

に加えて、日本には地域によっていろいろな特色のある焼き物があるのだから、例え

ば美濃焼はこうだけど有田焼はこうだなど、地域によってバリエーションと特徴があ

ることを説明してもっと日本に興味を持ってもらうことを紹介できるのではないかと

思った。 
 インドネシア編は、ハラルフードの問題は非常に多くの人から質問やコメントが出

る関心の高い分野だと思う。だからこのテーマを取り上げたことは非常によかったと

思う。 
 

○  ２編ともとても興味をひかれた内容だが、特に「Ｌｅｔｔｅｒｓ ｆｒｏｍ Ｍｙａｎｍａｒ」は、

日本で勉強することを想像し将来的に働くことを目指している人が登場しており、視

聴者にとって非常に勇気づけられる内容になっていると思う。今、日本に外国の人材

を受け入れることが話題になっていて、それに対する質疑応答も視聴者が求めている

情報になっている印象を受けた。それから１０年前に届いた手紙が保管されているこ

とも非常によかったと思う。ほかの言語のリスナーについても同様のことができるの

であれば有益ではないか。 
 「Ｍｕｓｌｉｍ ｌｉｆｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ」は冒頭に違和感を持った。インドネシア向けに放送し
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ていることを前提にしているのに、なぜインドネシアとムスリムの食事について冒頭

から説明する必要があるのか。英語などインドネシア語以外の言語での放送の時と異

なり、インドネシア向けにこの部分は不要ではないか。 
 キャスター兼案内人の女性が、おそらくラジオの世界の人間なので、カメラの前に

立ったときの視聴者を引き付ける動作などはミャンマー編に比べると非常に弱いのが

残念な感じもしたが、番組自体の有益性はこれで損なわれるものではないと思うので、

よしとしたい。 
 

○  どちらも興味深く見た。これからオリンピックを迎えるにあたっていろいろな国の

方がたくさんやって来るので、こういう情報はインターネットなどどこにでもあると

しても、ＮＨＫワールドがこういう番組を作って放送することが重要だと思った。 
 もう１つは、私たち日本もそういう世界の状況を知るのはとても大切なのではない

かと思った。日本は、宗教的に食事に関する制限もあまりないが、その国の信仰によ

っては、きちんと守らなければならないことがあることを、日本人も知らなければな

らない。その教育のツールとしてもよいのではないか。 
 

○  おそらくメインの対象はそれぞれの国の視聴者だろう。日本に来て働く機会が増え

る人が多いと予感させる２つの国ミャンマーとインドネシアの人たちに日本をどうい

うふうに紹介するか。番組のナビゲーターも日本に在住している両国出身の人たちだ

ったので、その国の人たちが見たら非常に信頼感がある番組に仕上がっているのでは

ないか。そういう意味では、非常に効果的だ。何よりも、日本に来て暮らすことがで

きると確信できる丁寧な作りになっているので、非常にいい番組だと思った。仮にそ

の国の人が見ていなくても、日本はこういう国だとわかる。そういった温かさが伝わ

ってきた。 
 

○  ミャンマー編で何よりも感動したのは、世界から多くの手紙が来ていることだ。あ

れだけの反響があって、しかもそれを、手紙の形でコメントをのせたり、送ったりと、

そういうところで海外の人と番組とがコミュニケーションを取っていることに非常に

感銘を受けた。大したものだと思った。 
ハラル、あるいはお祈りについては、これは何と言っても日本人向けの番組である

べきだと思う。新聞を見ると、ちょうど今日、日本に来る外国人が 3,000万人を超え

たとあった。イスラム人口はたぶん世界の４分の１ぐらいいると思う。3,000 万人の

中でどれだけイスラムの方、ムスリムの方がいるのかわからないが、４分の１よりは

少ないとしても、それでも数百万人になる。これだけの数の人が日本に来ると、食事

の問題、お祈りの場所の問題など相当準備をしなければならない。２年後のオリンピ

ックを考えると、むしろ日本のわれわれがそういうことを知っておくべきだから、こ

の番組は日本人に対する啓蒙と広報の意義が特にあると思った。 
今、世界は難民問題など、外国から入って来るものを排除する方向に向かっている

と感じている。そういう中で、日本はおもてなしで温かく迎えようとしているので、

世の中の状況とだいぶ違う。どちらがいい、悪いではないが差があると思う。そこの

ところは、番組を作るにあたっても、多少世の中は世の中でこういうふうになってい
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るのだと認識し、あるいはそういうニュアンスを番組の中に出したほうがいいのでは

ないか。 
例えばイスラム教の礼拝の場所が東京の自分の家の隣にできたらどういうことが起

こるか。「何だ、これは」と思う人も出てくるだろうし、あるいは、イギリスでそうい

う場合、これはテロリストのアジトではないかと疑うものもでるだろう。世の中はそ

ういうふうに否定的に見る目があるはずなので、こういう番組を作るにあたってもす

べてがきれいな話では済まない。いろいろなことが起こり得ることを、番組の中で何

か出せるなら、出したほうがいいのではないかと思った。 
 

○  テレビでＮＨＫの番組を見ることができない、インターネットのアクセスも十分で

はない、そういう人にとって、特に地方に住んでいるミャンマー人にとって、ラジオ

番組はものすごく大事なものだったようだ。そのラジオを聴いた人たちと日本とのつ

ながりがこの番組の中では非常によく表現されている。 
 

（ＮＨＫ側） 誰に向けて発信するのかは、実は相当悩み、「毎回、言語が変わるのだか

ら毎回対象者は変わるのでは」と考えることもあり、現場でもいろいろと

話し合った。ＮＨＫには戦前からの短波放送の歴史があり、リスナーがい

る、お手紙が来ている、それがいまだに続いている、顔は見えないけど声

は届いている、この状況をうまく使ってテレビ番組ができないかと発想し

た。制作現場の人間はほとんどラジオのリスナーに向かって番組を作って

いる。今回のテレビ番組は、ほかの言語圏の人も見ていただけるのならど

んどん来て下さいと考えながら作った。 
  インドネシア編にムスリムの情報は、要らないのではないかという指摘

があったが、ああいうシーンがあると、例えばイスラム圏の方々は、「あ

あ、それ、知ってる」と感じて、逆に興味を引くことになる。つまり当た

り前のことも若干盛り込んでいく。また、あれを盛り込むことによって英

語圏の人たちにも入っていただきたいと思い、あのシーンは欠かせないだ

ろうと考えた。 
 

○  ラジオのリスナーにこの動画は届くのか。 
 

（ＮＨＫ側） 動画はＶＯＤで出ているので、インターネット環境がある人には届く。 
 

（ＮＨＫ側） ミャンマー編はミャンマーの現地の民間テレビ局で、ＮＨＫ ＷＯＲＬＤ-ＪＡ

ＰＡＮのロゴを付けたまま放送することになっている。受けてくれるところ

があれば、こういう動きは広げていきたい。 
 

（ＮＨＫ側） データの出どころをきちんと明示するべきだと指摘があったが、これは

ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮにとどまらず国内放送でも鉄則であるので、きち

んと配慮していきたい。 
  また、ＮＨＫワールドが世界に発信していくメディアを目指すのであれ
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ば、ターゲットをどのように選んで、どう発信していくのかを常に考えて

いくことも必要だ。 
  移民排斥や、テロの続発など、世界の冷徹な現実があり、それをどう踏

まえてＮＨＫワールドとしてニュースを出し、情報を出していくのかは常

に問われていく点だと思うので、留意して、番組を作っていきたい。 
 
 
＜「Ｅａｓｙ Ｊａｐａｎｅｓｅ」 

＃１  はるさんハウスは どこですか（１０月２日（火）10:55ほか） 
＃２  タムです 学生です（１０月６日（土）13:55ほか）について＞ 

 
○  短くてとてもいいと思った。せっかくシリーズで放送しているので、どこかに蓄積

されているのか。もしされていないのであれば蓄積して、どこからでもみんなが見ら

れるようにすると 2020年に向けていいのではないかと思った。 
 

○  第１回の「はるさんハウスはどこですか」という表現は、日本語でも難しく、とて

も変な日本語だと思った。「東京スカイツリーはどこですか」ならとてもよくわかるが、

やさしい日本語で誰がどういうセンスで選んだのかわからないが、「はるさんハウス」

は、韻の踏み方も結構難しく、全然やさしくないと思った。 
 

○  短い時間で日本についていろいろな角度から紹介されていて、わかりやすくてよか

った。 
 

○  短文を使っていることと、さらにそれを援用していく方法を説明しているので、そ

の点は非常にいいと思う。一方で、最後の漢字１文字はどのように選んでいるのか気

になった。小学生でも「愛」は大切な言葉であるとは思うが、画数の多いものがいき

なり出てくるのは、結構きついのではないか。 
日本国内でこれを視聴する人がいるのならば、あるいはそういう人たちに向けて発

信しているのならば、漢字は、「心」や「愛」などの概念ではなく、例えば「大、中、

小」や「上り、下り」、「○○行き」や「○○駅」など、日本での生活に即したものが

いい。 
 別の意味で違和感を持ったのは「はるさん」だ。はるさんハウスがどこかよりも、

そもそもアパートの家主で“ロボット”のはるさんが案内人のキャスターの女性と出

てくるが、これは登場人物を増やさないためのロボットなのだろうが、はるさんのロ

ボットについては最後まで違和感が残った。 
 

○  やさしい日本語をやさしく示す上で、カラフルな映像はいいと思ったが、私もはる

さんハウスと、はるさんがどういう立ち位置なのかがわからなくて、シリーズで見て

いくとわかるのかなとも思ったが、今回見た限りでは頭の中に疑問符がたくさん並ん

だ。 
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○  後半の「Ｔｒｉｐ ｔｉｐ」は人気のスポットやおじぎのしかたを紹介していて非常におも

しろいし、なおかつ日本の文化を理解する上でよかった。 
 

○  全く言葉の通じない外国では、こういう番組があったら本当に助かるので、心から

これはいい番組で、役に立つ番組に違いないと思った。 
 

○  タムさんの日本語が上手過ぎる。田中さんや鈴木さんはいいが、タムさんは「こん

なに日本語を上手に話しちゃっていいの？」と感じた。番組自体は非常によくできて

いると思う。漢字の「心」は、書き順も一緒に流すと、見る人にとってはインパクト

が強く残るのではないか。 
 

（ＮＨＫ側） 「Ｅａｓｙ Ｊａｐａｎｅｓｅ」はＮＨＫ ＷＯＲＬＤ ラジオジャパンで６０年近く続

いている番組で、何年かに１回、新シリーズを制作して毎シリーズ４８本

ずつ放送してきた。今回のシリーズで初めてテレビと連動する試みを行っ

た。ラジオではこれまでもずっと文法を中心に使い方を丁寧に説明して、

放送時間も１０分だったが、テレビでは、スマホでも簡単に視聴できるこ

とも狙い、３分でいかに伝えるかを目標にした。 
  「はるさん」の立ち位置や、漢字の難しさなどいろいろ指摘をいただい

たが、まさに今回はラジオではなくテレビとして興味を引き付けて、日本

語を楽しく覚え日本へ行ってみたいという気持ちをいかにかき立てるか

を制作チーム一同考えた。いろいろなスキットを考えていく中で出たアイ

デアの１つとしてロボット大家という少し変わったキャラクターを登場

させてみてはどうかと話が出た。実際にやってみたら、ロボットを作ると

ころが思った以上に手間もかかり、そんなにロボットらしく動いてないの

ではないかと感じるかもしれないが、ビジュアル的に興味を引き付けるた

めの試みだ。 
  漢字については、ラジオのリスナーから漢字を見たい、漢字を知りたい

と非常に要望が多かったので、何としてもこのシリーズには漢字を入れよ

うと考えた。ただ、３分の間に、会話のスキットも入れ、文法も一部説明

し、お役立ち情報も入れ、漢字も入れるとなると、どうしても漢字は１５

秒ほどしか扱うことができなかった。今回見ていただいた♯１と♯２は、

都内の日本語を勉強している外国人 300人ほどにアンケートを行い、どの

漢字がいちばん好きで、その理由は何かを聞いた。それを元に出している

が、ただ番組が短いために、なぜこの漢字を選んだのかまでは説明できな

かった。 
  同様の声はまわりからも上がっており、♯９からは演出を変え、それま

でに出てきたスキットや文法を説明するロケと連動する漢字を見せて、あ

あ、この漢字はこういうふうなんだなとわかってもらえるようにしている。 
  「Ｅａｓｙ Ｊａｐａｎｅｓｅ」は公式サイトを持っており、今、そこで動画や漢字

をショートクリップにして載せている。来年はこのシリーズのラジオ版が出

る。ラジオ版とテレビ版を合体したホームページを作ることになっている。 
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＜「Ｔｈｅ Ｈｏｐｅ ａｎｄ Ｐｅａｃｅ Ｇａｌｌｅｒｙ」（動画）について＞ 
 

（ＮＨＫ側） アラビア語放送は非常に長い歴史があり、太いネットワークとパイプが

ある。現地では過酷な状況で暮らしているリスナーが非常に多いが、そう

いった中でも短波ラジオでアラビア語放送を聴いて、大変な親日家になっ

てくれたリスナーが数多くいる。そういう人たちとのコミュニケーション

とネットワークがあって初めて実現できた動画だ。 
 

○  日本でこそ見てほしい動画だ。例えば総合テレビでも時間を取って放送したらどう

かと思った。 
 

○  本当に心洗われる。こんな短い時間なのに涙が出てくる。たくさんの人に見てもら

うように、どんどんこれを放送してほしいと思う。とても感動した。 
 

○  これは平和を志向する日本ならではの動画だと思う。例えばマララさんのことや、

今年ノーベル平和賞を受賞した方々のように紛争下での性暴力被害が取り上げられる

時代だ。そういう時代にこうした子どもたちの声が世界に届くのは非常に重要なこと

だと思う。ぜひ多くの方に視聴してもらえるようにするといいと思う。 
 

○  このシリーズはほかの言語でも積極的に展開することを勧めたい。紛争に巻き込ま

れたり、紛争地帯に生きている若い世代はほかにもいる。平和教育の意味でもこれが

十分役に立つ。非常に感銘を受けた。 
 

○  紛争地の状況が子どもたちにこういう絵を描かせてしまうことは本当に罪深いと思

った。短い動画ながら、途中で見るのがつらかったが、こういう悲しくつらい状況を

子どもたちに負わせていることを知るためにも、必要な取り組みだと思った。 
 

○  複雑な思いで見た。今回、シリアの子どもとイラクの子ども２人を取り上げている

が、いずれも戦争がもたらすことを思い、見ていて非常につらい動画だ。だからこそ、

子どもたちの純粋な気持ちがいっそう伝わってきて、彼らの夢や将来への期待が、ま

さしくこの“Ｈｏｐｅ”や“Ｐｅａｃｅ”に代表されているように伝わってくる。この動画を米

国やヨーロッパの一部の反イスラムの人たちが見たときにどう思うか。もちろん、こ

ういったものを堂々とＮＨＫが放送することは正しいと思っている。こういったこと

をしっかり放送していくことがむしろ大事なのではないかと思った。 
 
○  全く同感だが、同時にもう少し別の角度からこの部分を捉えるなら、たぶんこの子

どもたちはああいう形で自分たちの「希望」を表したが、いまやその「希望」が「絶

望」に変わりつつあって、絶望に変わる若者たちがテロに走るような厳しい現実が中

東にはある。だから、これは議論の余地があるかもしれないが、ある子どもは紛争の

さなかにいて空を見ると将来に希望を感じる。だが別の子どもは、空に希望を感じて

いたけれどもそれはもはや絶望に変わっている。そして自分の生きがいはテロに走る
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以外にないと思っている子どももたぶんいるのだと思う。だからもっと違う子どもた

ちもいるに違いないことを表現すべきかどうかを、ＮＨＫも考えるべきではないかと

感じた。 
 

○  短い動画ながら、非常に感銘を受けた。 
「2019 年度国際放送番組編集の基本計画（案）」の中に、２４時間の英語のテレビ

放送が始まってから１０年とあった。それに比べると、ラジオは５０年、６０年と続

いている。その続いているラジオには大変多くのリソースがたまっていて、それをテ

レビやインターネットとリンクさせていく試みは、大変革新的ですばらしい試みでは

ないかと思った。 
 

（ＮＨＫ側） 子どもたちが描いた絵を見たときに、こういう絵を描いてしまう状況と

はどんなものなのかと考えさせられた。ぜひこれは、世界中の多くの人に

見てもらいたいと強く思った。 
  子どもたちを絶望させてしまう紛争の悲惨さを、大人の私たちも考える

べきだと、普遍的なメッセージを世界に伝えられると思った。 
 



1 

２０１８年（平成３０年）１１月国際放送番組審議会 
 

2018年（平成３０年）１１月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６５２回）は２０日（火）

ＮＨＫ放送センターで７人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。その後、

「2019年度国際放送番組編集の基本計画（案）」について説明があり、意見交換を行った。

ひき続き、「Ｊａｐａｎ’ｓ Ｔｏｐ Ｉｎｖｅｎｔｉｏｎｓ」、「Ｓｐｉｒｉｔｕａｌ Ｅｘｐｌｏｒｅｒｓ」について説明があり、

意見交換を行った。最後に国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告資料を配

付し、会議を終了した。 
 

（出席委員） 
委 員 長   大西  洋 （日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長執行役員） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 代表理事） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 塩見美喜子 （東京大学大学院理学系研究科 教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

  (一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「2019年度国際放送番組編集の基本計画（案）」について＞ 

 
○  スマートフォンでの視聴がしやすい短い番組を増やすことは非常にいいと思うが、

番組をスマートフォンの視聴に合うようにするために、とても手間暇がかかるのでは

ないか。 
 

（ＮＨＫ側） 現在、インターネットでのコンテンツサービスには２種類ある。番組の

ビデオ・オン・デマンド提供は放送した番組をそのまま掲載しているので、

手間といえばそれをアップすることくらいだ。ただし、今は英語以外の言

語に変えてビデオ・オン・デマンド配信する番組も増えており、その場合

は例えば中国語化やタイ語化など、日本語番組の英語化と同じくらいの手

間がかかる。この場合も、コンテンツをなるべくコストをかけず、しかも

数多く、迅速に作りたいとスピード翻訳システムを開発中だ。番組に付い

ている英語のテロップ情報を機械が自動的に認識して自動翻訳し、それを

人間のリライターが正しく、しかもテレビ向けに書き直したものが、自動

的に画面に反映されるシステムだ。これによってかなり手間暇を省いた制

作ができるようになっている。 
  またビデオ・オン・デマンド以外にも、さらにＳＮＳ上でもコンテンツ
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を見てもらうための工夫も始めている。こちらは放送番組とは編集や演出、

字幕の付け方を変えないと見てもらえないので、ＳＮＳに適した２分以下

程度のサイズに再編集する取り組みも少しずつ増やしている。 
 

○  きょうの視聴番組でも、日本語で話している人のことばに英語の字幕が付されてい

た。あの細かい字幕をスマートフォンで見るのは結構大変ではないか。今後、番組を

作る際に、字幕の大きさを変更していく方針などはあるか。 
 

（ＮＨＫ側） 英語番組は、今のところ、まずは放送向けにと考えているので、そこま

でまだ対応できていないが、スマートフォン視聴を今後拡大していく中で

は、やはり、スマートフォンに適した字幕の大きさを考えていく必要があ

ると思っている。 
  それからスピード翻訳システムは、後から字幕のデータをかぶせる形だ。

これならデバイスに応じて字幕の大きさを変えることが比較的簡単にで

きるので、ユーザーからの声も反映しながら見やすい形に整えていきたい。 
 

○  この編集の基本計画案の今年のポイントは、ネットチャンネルは中国語でまず行う

ことだと理解した。中国語以外のほかの言語もこれから考えていくのか。 
 

（ＮＨＫ側） ネットチャンネルは、とりあえず今は中国語のみだ。中国語もこれまで

音声のサービスは行っているが、映像を付けて常時ニュースも含めて出し

ていくのは、初めての試みだ。翻訳がいちばん難しくて、東京の旅番組な

どは事前にチェックができるが、ニュース番組はその日の夜にすぐに出さ

なければならない。ここでかなり手間も人手もかかるので、国際放送局の

中に「中国語センター」を設け、これを中心に来年から始められるよう準

備をしているところだ。 
  中国語ネットチャンネルを始めること以外に、この基本計画が去年と大

きく違っている点はもう１つある。訪日あるいは在日外国人に向けたサー

ビスも強化していく点だ。訪日外国人は、今年は 3,000万人程度、再来年

は 4,000万人程度が見込まれている。特に激甚災害、台風、あるいは地震

時の情報に非常に需要があることが確認されているので、こうした人たち

に向けたサービスを強化する。 
  加えて、日本で働く外国人へのサービスも行っている。例えば北海道地

震の際には、海外向けのラジオベトナム語放送、インドネシア語放送を国

内のラジオ第２放送で放送した。 
 

○  今、日本に住んでいる中国人が７０数万人、帰化した人はもう１０万人を超えてい

る。年間の訪日中国人は 700万人で、さらに増えていくだろうから、中国語のネット

チャンネルの役割は非常に大きいと思う。700 万人も来る中国の人たちに自国で見ら

れないものをぜひ見てもらいたい。自国だといろいろな検閲等があって見られないと

ころも、ＮＨＫの番組を見れば公平、公正に、いろいろなものが見られることが大事
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かと思う。 
 もう１点、基本計画案には来年はオリンピックの前の年だと記載があるが、来年、

日本はそれ以外に様々なことが起こる。Ｇ２０、天皇の退位・即位ほか、アフリカの

元首が集まるＴＩＣＡＤもあり、参議院選挙をはさんでラグビーワールドカップもあ

る。即位の礼には世界中から人が集まる。来年はそういう状況なので、外国人向けの

放送の重要性は一層高まるだろう。 
 さらにいうと、気になることは、2020年東京オリンピックがいざ始まると訪日外国

人客に向けてＮＨＫはどういう協力をするのかということだ。どのようにして滞在し

ている外国人に実際に役立つ情報をライブで発信できるか。たぶんそこはＮＨＫの真

価が問われると感じる。オリンピックの前の年からそういうことは準備しておく必要

があると思い、あえて指摘した。 
 

○  しばらく前に、総合テレビの地震のニュースで、英語のニュースはＮＨＫワールド  

ＪＡＰＡＮで見ることができる、とお知らせが出ていた。この基本計画案にも「災害時

には、総合テレビとの連携を強化する」と書いてある。ぜひとも連携を強化していた

だきたい。 
 また、災害時に限らず、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮがほかにも、オリンピックなどに

ついて情報発信していることを、総合テレビを見ている視聴者にわかってもらうこと

も非常に重要ではないかと思う。将来的には地上波でも普通にＮＨＫの国際放送が見

られるような状況が望ましいと思っている。それはどんどん日本が国際化するにあた

って必要なことだ。長いスパンで考えることだろうが、その方向を少し考えていただ

けるとありがたい。 
 

○  2020年以降のことも、もちろん考えていかなければいけない。だが当座は、この数

年来の傾向で訪日外国人が増えている点について、日本に対する期待や関心がアジア

を中心に高まっていることの証左だといえるので、こうした事態をオリンピックに限

らず、うまく活用できる体制を見越しておく必要がある。それに向けての予算、計画

を立てておく機会ではないか。 
 また、災害時に様々な情報を多言語で放送しているが、今年の秋の大雨、台風の到

来時に在日、ないしは国内に滞在している外国人にとっては、安全情報はもちろん、

交通機関がどうなっているのかにずいぶん大きな不安を抱いていたように思う。ＪＲ

や航空会社などそれぞれの交通機関自身が発信する情報が第一にあってしかるべきだ

と思うが、それを一元的に扱う媒体として、放送やネット展開も大いに発展の余地が

あるのではないか。 
 

○  ロシアへ行った時、現地ではテレビのチャンネルが全部ロシア語ばかりだった。ア

メリカのサンディエゴのホテルでは全部アメリカの番組で、ＢＢＣすら入っていない。

ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮも入っていなかった。これはほんの一例でしかないだろうが、

まずテレビやラジオありきがいつまで続くのかについてちょっと疑問を持っている。 
 中国語のネットチャンネルが始まるとのことだが、ひょっとしたら５年か１０年後

には方針がガラッと変わって、まずネットチャンネルありきになっているのではない
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かとすら感じた。 
 ただ、２つの番組を今回視聴して、今回、どちらも非常に感銘を受けた。完成度が

高く日本人としても学ぶものがある。一方で、もしＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮがなかっ

たらこの番組はできただろうかと思った。ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮがあったからこそ

この番組ができて、それは外国人だけではなくて日本人にとっても非常に大きな財産

となっている。とすれば、ＮＨＫワールドの存在意義が外国人向けだけにとどまらず、

日本人にとっても非常に重要な新たな価値が生まれてきているのではないかと強く感

じた。 
 そういう点で、今、国内放送と国際放送の連携が進む中で、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡ

Ｎの今後の対象視聴者は日本人でもあるのかなと感じた。 
 

○  基本計画案の冒頭に掲げた基本方針とそれに続く重点事項の頁にほぼ同じことが書

かれている。基本方針が上位概念にあって、それを受けてそれ以降の重点事項が書か

れるべきだと思う。基本方針とは何かというと、去年と何が違うのか、強化ポイント

は何なのか、次年度以降を見越したときに今年やるのは何か、といったことであり、

それから具体的に今年はこういうことですと、ターゲットとコンテンツと強化ポイン

トが重点事項としてまとめられるべきだ。 
  

 
（ＮＨＫ側） 国際放送と国内放送との連携を、来年度から本格的に推進していきたい。

具体的には国内放送と国際放送が番組の提案段階、企画段階から一緒に作

ることを考え、予算や構成、取材対象そのものを検討することで、さらに

連携を強化できるようにする。ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮで放送した番組を

国内で放送することも積極的にやっていきたい。 
  国内向けのラジオでも多言語でニュースを放送することができないか

検討するなど、国内放送と国際放送の間の垣根をどんどん低くし、国内放

送は国内放送、国際放送は国際放送と分けて考えない、新しい連携のしか

たを本格的に模索していく年にしたい。 
  今日頂いた意見を参考にして、2019年度の編集の基本計画にどう取り入

れられるか、検討して示したいと思う。 
 
 
＜「Ｊａｐａｎ’ｓ Ｔｏｐ Ｉｎｖｅｎｔｉｏｎｓ －Ｓｈｉｎｋａｎｓｅｎ」 

 （４月１９日（木）０:３０ ほか）について＞ 
 

○  １５分という短い番組にしては内容が充実しており、非常によくできた番組だった。 
 ナレーションで“ｔｏｐ ｉｎｖｅｎｔｉｏｎｓ”ということばが歌のフレーズのように番組内で

何回か繰り返されるが、番組それ自体が日本の“Ｉｎｖｅｎｔｉｏｎｓ”についてのすばらしさ

を自慢しているように聞こえてしまうのではないか。海外の人が見たときに、「日本は

すごいぞ、日本はすごいぞ」と言っているように聞こえてしまわないかと少し不安に

思った。 
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○  安全神話、いわゆる新幹線は、事故は全く起きていないというと正確ではないかも

しれない。しかし業務上の事故で死んだ人がいないというのは正しいかもしれない。

そういう世界だ。２４秒遅れ以外はピシッと時間どおりに行くという点と、とにかく

開業以来事故がこれほど少ないのだという安全性。この両方を強調してほしかった。 
 それにしてもこの番組は見事だ。１点触れるなら、この 1964年１０月１日の１０日

後は東京オリンピックが開かれたので、オリンピックとの関連も盛り込んでもよかっ

たかもしれないと思った。 
 

○  この番組自体はおもしろいが、いわゆるトップテクノロジーとしての新幹線はさす

がにちょっと古い話ではないか。速度でいうと例えばヨーロッパのＴＧＶなどにはも

はや大きく引き離されてしまっている。むしろ、東海道新幹線のオペレーションの正

確さ、そして安全性は、今でも第一級品であることにもう少し注目したほうがよかっ

たのではないか。 
 

○  １５分の番組の中で、新幹線がどういうふうにできてきたか、歴史を含めて本当に

楽しく見た。ただ、新幹線は顔がどんどん変わって細長くなっており、それに伴って

新幹線自体も進化していると思うが、その進化の過程で顔だけではなくて機械的にど

ういうふうに変わってきたのかが織り込まれていたら、もう少し今っぽくなったかと

思った。 
 

○  どこの部分が今回のいちばん肝のインベンションだったのかと考えたら、航空力学

を取り入れたところだったのだろうと思う。だからそれがどのように進化していった

のかについてだけ取り上げる番組でもよかったのではないかと思った。ただし、それ

を様々な人たちが支えてきた。手作業で板金をする人たちがいたからこそインベンシ

ョンが支えられてきたところは非常に好きだったが、今回のは、どれだったのかとい

うと、ちょっとした工夫ではなくて本当に世界を変えてしまうようなことだった、と

いうところをもう少し深く納得したかった。その意味では、最後のリニアのくだりは

必要だったのだろうかと考えた。 
 

○  この番組は全く長さを感じることなくあっという間に終わったおもしろい番組だっ

たと思う。 
 いちばん感銘を受けたのは、技術の平和利用としてこの新幹線の開発をしたところ

だ。それから、最初にこれを作った時の苦労話もいいと思った。 
 

○  本当によくできた番組だったと思う。ただ、現実的に新幹線は、アジア地域で中国

の攻勢を受け、苦戦を強いられている側面もある。その中で日本の新幹線の強みとし

て、安全性と正確さをもっと打ち出せばよかったのでは、と思った。 
 

（ＮＨＫ側） この番組の取材を始めたときにちょうど台車の亀裂をめぐる報道があり、

安全性を強調しすぎるとタイミング的によくないのではないかと考え、そ
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の点について深く描かなかった。 
  何度も“ｔｏｐ ｉｎｖｅｎｔｉｏｎｓ”と出てくると自慢に聞こえると指摘があった

が、これは第１回の放送だったので多用したが、今では控えている。 
 

 
＜「Ｓｐｉｒｉｔｕａｌ Ｅｘｐｌｏｒｅｒｓ －Ｏｂｏｎ」 

 （１０月６日（土）０:３０ ほか）について＞ 
 

○  大変よくできた番組だと思う。まずは愛知県の綾度という場所を見つけてきたこと

がすばらしい。私もこういう盆踊りがあることを初めて知り、非常に勉強になった。 
 また出演者のアメリカ人２人、写真家のエバレット・ケネディ・ブラウンさんとモ

デルでミュージシャンのサラフィナさんがとてもよかった。サラフィナさんが、お父

さんの思い出の指輪をしていて、それが死者の思いと絡む話がお盆の説明として非常

に分かりやすかった。 
 ラフカディオ・ハーンの詩的な英語が、きちんと字幕テロップで表示される点もよ

かった。 
 ２５分なので、もう少し膨らませることもできるのかなと思った。例えば、綾度以

外のお盆のありようと比べることもできるかもしれないし、例えばメキシコには死者

の日があり、ほかの国の文化でお盆のような文化があることと比べても、またおもし

ろい展開ができたかもしれない。 
 

○  私自身も外国の人と話をしていて日本の文化を紹介するときに、それをどう説明す

るのか、どこに由来しているのかについて、基本知識を持っていたとしてもなかなか

説明しづらいものだと感じていたので、この番組がとてもありがたかった。同様にお

彼岸の説明もなかなか難しいので、お彼岸の番組もよいのではないかと感じた。 
 番組の構成では、英語のナレーターの女性がとても落ち着いた声だったので、番組

のイメージとも非常によく合っていた。番組に登場する外国人２人と日本人の村の

方々が全員日本語で話をしている場面では、英語の字幕が出ていたので、番組の雰囲

気を壊さずにマッチしていたと思った。 
 もし可能であれば、来年のお盆前に再放送をしたらよいと思う。 

 
○  お盆の空気感が非常に伝わってきて、とても好きな番組だ。こういう風習は個人的

には残していきたいと思うので、ぜひ総合テレビでも放送していただきたいと思った。 
 ただ、最初に“Timeless wonder and mystery”の国だと断言しており、都会では無理

かもしれないが、農村に行けばこうした風習が日本中どこでも必ず残っている、と誤

解されるのではないかと少し思った。 
 このような風習が失われつつあるという危機感を番組の中で伝えることが必要だっ

たかどうかは分からない。だが、個人的には危機感を持ったので、失われつつある現

状を少し伝えてもよかったかと思った。 
 

○  とてもよい番組だったと思う。日本の８月１５日は多くの地域であのような感じだ
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と思う。みんなが集まって一緒にお墓参りをして、食事をして、お坊さんに来てもら

って一緒にお経を唱えることをしている。山里に限らず、ちょっと田舎に行けばある

ことかと思う。ただ「夜念仏」はかなり特殊性が高いとは感じた。 
 

○  「こういう世界があるんだ」と大いに驚くような場所に外国人がすっと入って行っ

て、男性のブラウンさんは一緒になって踊り始めたりする。女性のサラフィナさんは

亡父について触れながら、「愛する人はいつも心にいるんです」ということを言う。先

祖への思いは海外でも共通する部分があると思った。 
 
○  この番組には非常に感銘を受けた。登場人物が非常にすばらしく、特に、サラフィ

ナさんがお父さんと同じ指輪をしていて、それを見るたびに思い出す、一緒にいるよ

うな気がすると言っている。そこで生と死の境界が非常に薄れてくる。そのあたりが

日本人と一緒だねと日本人の方も言う。日本独自と思われる盆の死生観がアメリカに

もつながるものがあるという、そういうことをすっと読み取れる。そういう自然さも

とてもよかったと思う。 
 

○  いい番組だったと思う。やはり今回、あの２人が、今まで見てきた番組にないほど

ベストのキャスティングだったのではないか。外国人２人が、日本の風習や文化を真

剣に勉強しようとする姿勢が伝わってきた。視聴者にあの２人の感性と真面目さとが

伝わる、いい番組だった。 
この番組は日本人が見ても、先祖を大切にする原点にもう一度戻れる番組だった気

がする。 
 

（ＮＨＫ側） お盆というものを、音声と映像のメディアであるテレビでどう伝えるの

がいいのか、この番組を作るにあたってそれを考えた。日本を深く理解し

たい思いはあるが、お盆を経験したことがない外国人２人が、死すべき定

めのある人間としてお盆に共感していく。そして２人を通して視聴者が、

「ああ、そういう日本もいいじゃないか」と思って番組を見てくれること

もある。共感してもらえるかどうかが、この番組のポイントだった。 
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２０１８年（平成３０年）１０月国際放送番組審議会 
 

2018年（平成３０年）１０月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６５１回）は１６日（火）

ＮＨＫ放送センターで９人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近のＮＨＫの動きについて、続いて最近の国際放送の動きについて説

明があり、意見交換を行った。ひき続き、「ＫＩＭＯＮＯ ＲＥＶＯＬＵＴＩＯＮ ～ＩＭＡＧＩＮＥ    

ＯＮＥ ＷＯＲＬＤ～」、「ＪＡＰＡＮ ＦＲＯＭ ＡＢＯＶＥ ～Ｔｈｅ Ｇｒｅａｔ Ｗｉｌｄ Ｎｏｒｔｈ～」につい

て説明があり、意見交換を行った。最後に国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向

の報告資料を配付し、会議を終了した。 

 

（出席委員） 
委 員 長   大西  洋 （日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長執行役員） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡本 行夫 （外交評論家、㈱岡本アソシエイツ 代表取締役） 

委 員 鎌田由美子 （カルビー㈱ 上級執行役員、事業開発本部本部長） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 代表理事） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委 員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委 員 別所 哲也 （俳優、ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジア 

    代表） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「ＫＩＭＯＮＯ ＲＥＶＯＬＵＴＩＯＮ ～ＩＭＡＧＩＮＥ ＯＮＥ ＷＯＲＬＤ～」 

 （９月２日（日）８:１０ ほか）について＞ 
 

○  この番組が取材した着物プロジェクトについてはそれなりに知っているつもりだっ

たが、今回、番組を見て、これほどすばらしいものだと改めて理解した。この番組を

見てよかったと強く思った。 
 励まされたり、新しい知識を得たり、また取り組む人々の熱意などを伝えていただ

き、見ていてとてもうれしかった。 
 

○  着物の美しさや柄に焦点を当てたこの作品は非常に興味深い。この着物に関する取

り組みの奥深さや、考え方、情熱を英語で発信するいい機会になったと思う。 
 ただ、少し長く感じた。インドネシアへ赴くシーンなどは、立体的な番組構成だと

も思ったし、大変時間を重ねた作品だとは思ったが、もう少し短くてもよいかと思っ

た。 
 またこの取り組みを立ち上げた、一般社団法人イマジンワンワールド ＫＩＭＯＮＯプ

ロジェクト事務局代表理事の高倉慶応さんが着ている着物も含め、和装の背景にある
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文化的な時間軸の中で日本人が何を考えてきたか、ということまで触れられたらより

深みが出たのではないか。 
 

○  全体の構成がとてもしっかりしている印象を受けた。日本の伝統文化と言ってよい

着物が、急速にその需要を減退させている事実は、おそらくわれわれ日本人にも衝撃

的だが、外国人にとってみたらもっと衝撃的ではないかと思うようなところから番組

が始まる。高倉さんが 2020年の東京オリンピックの開会式に着物を披露したいと発想

するところが映画を見ているようなストーリー性をもち、その中で、1964年と違うコ

ンセプトで 2020年を迎えたい思いがひしひしと伝わってきた。 
 番組の最後に 100着の着物ショーを行い、世界が１つであることをしっかり演出で

きている。それぞれの着物のデザインに独自のストーリーがあると最後に付け加えら

れていてよかった。そして何よりも伝統が融合すれば新しいイノベーションが生まれ

ることや、あるいはオリンピックと結び付けた世界平和への希求は重要なメッセージ

になったのではないか。 
 

○  主人公の高倉さんを見つけたことが番組上の勝利だったと思う。大変感動した。着

物の需要が減退していく中で、着物というキャンバスに世界の文明、文化を織り込ん

で表現していく高倉さんの意図と、それに共鳴する献上博多織の人間国宝の小川規三

郎先生も、やはり日本人とはこうなんだと海外に伝える、非常にいい番組だったと思

う。 
 ただ、もう少しいろいろ伝えてもらいたいことが着物についてはあるので、ぜひ２

作目を作ってもらいたい。それは和装文化の背景にある特徴についてだ。着物はおば

あさんから孫へと仕立て直して何世代にも渡って着ていくものだ。 
 あのようなきれいな振り袖だと、それは普段着にはならないし、生活様式には合わ

ないので、美術品、芸術品として生き残るしか道がないのだろうが、ただ、普通の生

活の中に溶け込んでいる着物はたくさんある。お茶に行くときは着物を着るし、あで

やかなものだけではなくて、生活の中に溶け込んだ着物を女性も男性も着る日本の文

化をもう少し紹介してはどうか。あるいは型押しとか草木染とか絞りなど、日本の各

地にそれぞれの着物の文化があるので、そういうものをさらに紹介する番組があると

よいと思った。 
 

○  本当に感動した。京友禅の仕事などは、いま、どういう人たちが支えていて、その

技術がどう承継されているのかもなかなか触れる機会がなかったので、日本人が見て

もすごく興味深く、とても勉強になった。さらに着物がカナダの国旗やインドネシア

の伝統の文化と融合していく、その辺りのきめの細やかさにとても感動した。 
 この活動は高倉さん個人のアイデアと努力なしに語れないと思うが、何よりも知り

たいと思ったことはオリンピックの後のことだ。この活動自体は誰も否定する人はい

なくて、すばらしいと思うが、では、オリンピックの後はどうするのか。オリンピッ

クの後にどういう人たちにどういうものを伝えていきたいのか、そんなメッセージ性

が少しあってもよかったと思う。 
 英訳についてだが、感情のある織り手のインタビューは全部字幕で、それ以外の説



 

 3 

明のところは全部吹き替えでと、その辺りもとても上手にできていると思った。 
 

○  着物制作者の努力と志、そしてあのエネルギー、ずっと地道に続けてきたことに大

いに敬意を表したいし、評価したい。加えてこの話は、結局、古い伝統を次の世代に

どうやってつなげていくか、ということだと思う。別の国の同じような文化と融合す

るとどういうことになるのか。それが新しい視点としてのポイントだと思う。 
 あえて辛口のことを言うと、外国人がこれをどう見るのかだ。もし違っていたら申

し訳ないが、あの着物を見て、自分の国はどの着物かとわかる人はいないのではない

かと思う。よく見れば、その中にインドネシアの島が織り込まれているから、これは

うちの国だとわかるかもしれないが、遠目に見て、この色彩感覚、これはどこの国か

と聞いて、例えばカナダであってもあれは自分の国のものだと本当にわかるのか。そ

ういう疑問を持った。 
 ミラノには家具やレザーグッズなどを展示する国際見本市、ミラノ・サローネがあ

り、日本も出展している。日本の作品はすばらしいが、外国のブースに一歩入った瞬

間に、日本の作品の印象が薄らいでしまう。和服はもう少しぼんやりした、グラデー

ションが重要な世界なので、強烈な色彩感覚とか強烈なデザイン力がある西洋にチャ

レンジするのは難しいと思う。しかし、日本の技は守りながら諸外国と融合するのは、

日本人としては、大変意味のあることだ。ただ、外国人が見て本当にこれがわかるの

かは疑問に思う。 
 ２つ目に、若干、過敏かもしれないが、国旗のような、まさに国のシンボルのよう

なものをデフォルメして使っていくが、ある程度を超えると、その国の人たちのプラ

イドや国民の意識がどうなるのか。国によっては、赤色は独立のために流された血の

シンボルとか、それぞれ意味がある。そうした点が、着物のデザインという芸術表現

のために消えてしまって、本当にその国の人はいいのだろうかと思った。そんなふう

に思わないでもない。 
 この番組を自分なりに消化すると、日本が国際化する、あるいはほかの文化と融合

する、そして次の世代に伝えるための努力は見事だと思うようになった。 
 

○  このプロジェクトのことは知っていたし、とても興味もあったので、このような形

で見られて、とても勉強になった。 
 取り組み自体はすばらしいと思うが、着物を着なくなっていることを示す売り上げ

のグラフはかなり衝撃的で、これは将来どうなってしまうのだろうと感じた。もちろ

んこのプロジェクト自体はすばらしいし、ＮＨＫが取り上げるべきインパクトがあっ

たと思うが、私たちの生活の中から着物がどうなってしまうのか。 
 番組の中ではほとんどの職人の方が洋服を着て着物の柄を描いている。しかたない

と思うが、外国の人が見たときに、着物を作る人たちも着物を着てないのかと思った

りしないのか。そうは言っても、着ていないのに着てやってくださいというのも事実

ではなくなってしまうのでしょうがない。このプロジェクトはすばらしいが、根本的

にどうやって解決していったらいいのだろうと深く考えさせられた。 
 しかし、アクションを起こさなければ何も変わらないので、今後も、こういうプロ

ジェクトをＮＨＫで取り上げていくのはすばらしいことだと思った。 
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○  私も、２作目があってもいいと思った。例えば、インドネシアのバティックの手法

を着物に取り入れるシーンが出てくるが、反対に着物のよさをバティックに生かす流

れは取り上げられていなかったように思う。だから着物のデザインやアイデアそのも

のを西洋、アジア、アフリカなどに伝えていき、日本で消えつつある着物文化を世界

に残すような方向性もあってもいいのではないか。その辺りをフォーカスできればよ

りおもしろいと思った。 
 

○  あの 206着の着物は保存すべきだと思う。ぜひ博物館などに全部陳列して、それぞ

れの着物の前に説明を表示し、これはこういう意図だと紹介してもらえるとよいと思

った。 
 

○  ３０年前に１兆円近くあった着物マーケットが 2,000億円になってしまっている一

方で、京都では海外の人たちがレンタルの浴衣を“ Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｋｉｍｏｎｏ”と呼んでい

るという危機感がもっと伝わればと思った。番組は本当にその産業を立て直すところ

まではもう一歩迫り切れていなかったと思う。 
この産業をどう立て直すのかまで踏み込むことと、今回の国旗などを使ってみんな

に着物を着てもらうこととは、違うのではないかと思う。ぜひ着物産業を盛り立てる

ためにはというところまで、次回はもう一歩結び付けていただきたい。 
 

（ＮＨＫ側） ありがたい言葉も指摘もいろいろいただき、非常に勉強になった。今後

も継続して取材したいと思っており、次に生かしたいと思った。着物に関

するこの取り組みはディレクターや記者が４年もの間、取材してきた。 
  Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ というと大げさに聞こえるかもしれないが、とにかく高倉

さんにはこの着物業界を変えたいという思いがある。 
  呉服店の売り上げ推移のグラフはショッキングなグラフだが、そういう

背景の１つに、着物業界がなかなか時代の波に乗り切れていないところが

ある。番組ではそこまで深く取材できず伝えきれなかった部分もあったが、

高倉さんのそういう思いを紹介したかった。 
 

（ＮＨＫ側） 東京オリンピックの後、まさに先ほどの委員の提案の通り、全部の着物

を一堂に展示するのが高倉さんの夢で、「ぜひ日本だけではなく世界のい

ろいろな国で見ていただけるようなものができたら一番いい」と言ってい

た。 
  あとは後継者がいないことも課題だ。ツバルの着物を作った方は亡くな

ってしまわれて、本当に技が消えて行ってしまうおそれがある。それもあ

って高倉さんは「最高の技を使ったものをぜひ若い人に見てもらって、後

継者の育成にもつなげていきたい」と言っていた。 
 

（ＮＨＫ側） 外国人にどれだけこの着物のプロジェクトのメッセージが伝わるのかと

いう指摘があったが、この点がまさに着物プロジェクトのメンバーが実現

したいと思っているところだ。ベラルーシのストーリーなどの例にあるよ
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うに、常に現地の人とコミュニケーションを取り、彼らの思うふるさとと

は何なのか、彼らが思う未来とは何なのかを聞き取りながら、それを作家

たちが、着物をキャンバスとして絵に描いている。実際、１つの例だが、

これがあなたたちの思うロシアなのかと、現地の方から言われたこともあ

るそうだ。ただ、それもコミュニケーションの１つのステップとして受け

止めていて、そこを乗り越えてお互いが、「あ、これぞ自分たちの描くロ

シア」、「ああ、明るいロシア」、「自分たちの愛するロシアだ」と思っても

らえるものになったと、最終的には多くの方たちの評価を得たと聞いてい

る。まさに、海外の人たちに伝わるメッセージを１枚１枚、その国の人々

の夢や思いを着物に反映していくというプロジェクトであることを伝え

たいと思った。 
  もう１点、インドネシアをぜひ紹介したいと思った理由がある。太古の

昔から人間の生活の中で営まれて、育まれてきたものが失われていくのは、

日本だけではなく、海外でも同じだ。インドネシアのバティックもまさに

いま同じ危機的状況にあり、なかなか本物が売れず、プリントバティック

が非常に優勢だ。本物は高いこともあり、インドネシアの工芸の世界では

トップクラスの作家たちも仕事がなくなっている状況だ。この状況はどこ

の国にもやはり共通した課題なのではないかと思い、インドネシアの着物

のストーリーを取り上げたいと考えた。 
  高倉さんはやはり伝統と伝統が常にぶつかり合って新しい文化を生ん

できたと言っている。特に中国、インド、インドネシアから更紗の文化が

日本に入って来て、日本で更紗の着物になっていった経緯もあって、日本

でそういったアジアの技術が集結して完成されて、着物になったという背

景がある。だから自分たちがまた伝統の新しいページを築き、ここで止め

てしまいたくない、過去のものにしたくないと、インドネシアのバティッ

クとの融合を望んだのだ。 
 

○  番組の取材の目的が、「世界はひとつ」と伝えることにあるのか、それとも日本の伝

統文化である着物がなくなってしまうかもしれないことを伝えることにあるのか。そ

れとも伝統文化を守るために「世界はひとつ」というスローガンを手段として使って

いるのか、どこにあるのかなということを常に考えながら見た。 
 

（ＮＨＫ側） このプロジェクトを番組にしたいと思ったのは、やはり着物の技術が受

け継がれることなく高齢の先生方が亡くなっていく状況を知ったからだ

が、それを日本だけの問題とせず世界共通の問題として、お互いにシェア

していこうと思った。私たちは日本人なので、取り上げたのが着物になっ

たが、実際、着物が 100枚並んでいるのを見ると、本当に世界の多様性を

感じるし、それが１つになって世界なんだなと目で見てわかる形で体現し

ていると思った。 
 

○  いまの説明で、知りたかったことをたくさん聞けた。あえて言えばそういうところ
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が番組の中に入っていれば、より理解度が深まったと思う。映像で着物がズラッと並

んでいるところを見たときに何か混沌とした世界のように見えたが、何年も取材に携

わった人が、あの 100枚の着物の前で、これこそ世界の多様性だと実感したのなら、

それを信じたい。 
 確かにこれは恒久展示をすべきぐらいの作品だと思う。ただ、説明がきっちりあっ

てこそ、初めて触れる者にとっては理解が深まることになる。 
 

○  全く知らない国のために着物を作る場合、作り手も誰かから聞かないとたぶん作れ

ないと思う。例えばロシアの着物を作るのならロシアのどういう方にヒアリングして

いるのか。どういう年齢なのか、など、そういうところは番組に収録されていないの

か。 
 

（ＮＨＫ側） ロシアの場合は、ロシア大使館の文化担当の方に見てもらった。ベラル

ーシのように大使館にも情報がないときは留学生の人を探した。 
  実はこの番組のもととなる５分程度の番組がいくつかあって、その中に

は大使館の方が出演していて、協力だけでなく大使夫人が着てお披露目し

ている例もある。だから、大使館の方は、自分の国の着物としてこんなの

ができたという思い入れがある。 
 

○  そのロシアやベラルーシのような情報をくれる人は、高倉さんが探したのか。 
 

（ＮＨＫ側） 高倉さんが探す場合もあるし、作家が自ら自分でその国に行って作った

例もある。作家の方がどうしてもその国を知りたいと行かれた例もある。

ネパールなどいくつかの国は作家の方が自ら、その国の文化、歴史、自然

を反映したいと、自費で行ってリサーチをしている。そのため、作家の方

にとっても、まさに技や自分の思いを披露するオリンピックのようになっ

ていて、１着１着にとても思い入れとストーリーがある。 
 

○  そういうところは撮影していないのか。 
 

（ＮＨＫ側） いろいろ番組に加えたいものはあったが、５０分の番組で表現できるこ

とは限られ、そこは取捨選択した。おもしろい話はほかにもいろいろある

が、後日、別の番組で出すなど、さまざまな形で展開できないかと考えて

いる。 
  当初は５分程度の番組を想定して取材しているので、そこまで深く撮れ

ていない部分があり、今後、まとめて新たな番組を制作するときは、皆さ

んの指摘を参考にさせていただきたい。 
 

○  この番組に仕上げるまでに泣く泣くカットした部分がどれだけあったか興味を持っ

た。その部分がもう少し赤裸々に聞きたかった。こういうリアルなものを追いかける

ドキュメンタリー番組を作るときに、全部の体裁が整ってしまっていると、逆にうそ
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っぽく見えてくることがある。ここまで取材したが答えに行き着かなかったような、

あえて不体裁であるようなところ、取材相手が自分たちの思うようには動かなかった

事実など、もう少しリアルに見えたほうがよいと思った。 
 

○  このプロジェクトはもともと日本人が着ることを前提にしたプロジェクトなのか。

あるいはベラルーシの人が、ベラルーシのデザインの着物を着る。あるいは南アフリ

カであれば南アフリカの人が着ることも想定しているのか。 
 

（ＮＨＫ側） 海外の方、その国の方に着ていただくことも想定して、通常よりも高い

身長の方が着るような振り袖に仕上げている。高倉さんは、できればその

国の人たちに着てもらい、手をつないで、“ＯＮＥ ＷＯＲＬＤ”を表現したい

という大きな夢がある。 
 
 
＜「ＪＡＰＡＮ ＦＲＯＭ ＡＢＯＶＥ ～Ｔｈｅ Ｇｒｅａｔ Ｗｉｌｄ Ｎｏｒｔｈ～」 

 （８月１２日（日）８:１０ ほか）について＞ 
 

○  映像がきれいで、多くの方に見ていただきたい番組だと思った。 
 

○  上からきれいな自然や環境を見てから地上に下りて、タンチョウヅルの写真家や流

氷の下を潜る写真家を登場させることは同じ線上にあって、受け止められる。一方、

酪農の若夫婦や競走馬の調教師、市場のせりをやる人が出てくるが、必然性がわから

ない。日本を上から見た後ならば、自然との調和とか、環境保護の重要性とか、そう

いうテーマになるので、そういう特徴のある人々を登場させるべきだと思った。 
 

○  映像はきれいだと思ったが、登場する人たちの必然性がよくわからず、ターゲット

は誰なのだろうと気にしながら見た。 
 

○  これは本当に心からきれいだなと思った。この ｆｒｏｍ ａｂｏｖｅ、あるいは流氷の下か

ら ｆｒｏｍ ｂｅｌｏｗ なのだろうが、北海道に対してそういう新しいアプローチはとても

おもしろいと思ったし、きれいだと思った。だがあわせて登場するのがなぜチーズ作

りや旭川のアイヌなのか。むしろ大自然に特化して、徹底的にその美を追求していく

ほうが、すっきりわかったのではないか。 
ただ、北海道のどこに何があるかをよく知る日本人だとそういうふうに感じるのか

もしれない。外国人には、人の営みも一緒になって出てくることは、これはこれでま

たおもしろいのかもしれない。これはフランスとの国際共同制作だと聞いているので、

そういうふうにも思った。 
 

○  すごく美しい映像で、かなり変わった番組構成だと思った。とてもアーティスティ

ックな画作りで、例えば人の登場のさせ方、酪農の夫婦の方々も真正面で夫婦を交互

に映したり、とても変わった映像の作り方で、それはそれでおもしろいと思った。見
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ていると若干退屈な感じがあったが、自分が海外にいてこれをボーッと見ていると気

持ちよさそうだと感じた。それがＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮでやるべきことなのかどう

かはわからないが、こういう伝え方もありだとは思った。非常にユニークな番組だ。 
 
○  ビジュアルが非常に美しくてよかった。最後にキーワードが、自然、伝統、未来志

向と３つ出てくる。この３つがどうつながっているのかが少しわかりにくかった感じ

がする。例えばタンチョウヅルが出てくるが、ツルは日本にとって非常に象徴的なも

のだ。例えばひと昔前の千円札には夏目漱石とツルが描かれている。要するにお札の

デザインになるぐらい、ツルは日本で大事にされている。あと折り紙といえばツルと

いうように、日本の文化にとってツルがどれだけ大事かを、世界に伝えていくのもい

いのではないかと思った。 
 

○  国際共同制作において、日本とフランスはどの部分をどういうふうに分担したのか

を聞きたい。先ほどの着物の番組が日本的なアプローチだったが、こちらの番組はラ

イフスタイルと自然とをこういう案配にブレンドするのは、あまり日本的な手法では

ないと感じる。編集のリズムや、人物を捉える映像の手法や色味など、どの部分がフ

ランスの制作会社の方の意見が色濃く映し出されて作られたのかが、大変興味深く思

った。 
 

○  疑問点として、上から見た光景と地上の人々とのギャップがあるという意見があっ

たが、私は逆に、この映像のすばらしさみたいなものが第一印象としてものすごくあ

った。ギャップはあると思うが、自然の中で働いている人たちが生で出てくるのはと

てもよかったと思う。 
 

（ＮＨＫ側） これはフランスの制作会社との国際共同制作だ。フランスのプロデュー

サーが、2011年の冬に、東日本大震災で被害を受けた東北の町を取材のた

めに来日し、そのときに日本の人たちの生き方や死生観に非常に心を打た

れて、もっと日本人のことを知りたいと思ったと同時に、荒れ果てた大地

でドローンを飛ばして遠くを見ると、そこに非常に美しい森が広がってい

た。「ああ、日本って、空から見たらこんなに美しいんだ」と知り、ぜひ

空から見た日本と、そこに息づく人たちの暮らしを融合した番組を作りた

いと提案があった。 
  それから、2020年の東京五輪に向けてＮＨＫも日本を世界に発信してい

く番組を考えてきた。またこの１２月にＢＳで４Ｋ、８Ｋ放送が国内で始

まるが、それに向けた４Ｋの高精細で上質なドキュメンタリーを作りたい

と考えた。 
  今回、ＮＨＫからはディレクターとカメラマン、フランス側からは撮影

監督、音声マンが参加した。そして撮影後の編集、作曲、音響効果、サウ

ンドデザインなどはフランス側でおこなう共同制作の形をとった。 
  今回の番組は北海道編だが、このほかに４本番組がある。東北から沖縄、

与那国島に至るまで撮影をして、全部で５本の番組を作るに至った。 
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  この番組のターゲットはどういった方なのかと質問があったが、日本を

見たことのない外国の人にまずは届けたい。それから当然、日本の視聴者

にも届けたいので、日本人が見ても新鮮に感じるようなものにしなければ

ならない。そしてフランス側から、せっかくドローンやヘリコプターを飛

ばして撮るので、１０年間は大事に再放送してみんなに見てもらえるよう

な良質なものを作ろうと提案があった。 
  この点が、ちぐはぐ感があると指摘された人物の選定と関係してくると

思うが、番組の内容あるいは登場人物には、時事的なもの、タイムリーな

ことはなるべく入れずに、１０年後の人が見ても「すごくいい番組だ」、「日

本ってすごくきれいなところなんだね」とわかってもらえる番組にしよう

とフランス側から提案があった。震災からの復興が今どうなっているかな

どに全く触れないわけではないが、１０年後の人たちが見ても古いものだ

と感じないようにするために、そこを一歩引いて取材をしていくところが

今回の挑戦であったと思う。 
  「自然」と「伝統」と「未来志向」の関係を描くうえで、北海道の「自

然」としてはタンチョウを保護している女性や知床の流氷を見つめ続けて

いるカメラマンといった人たち、函館の桜などを紹介した。「伝統」の点

では、アイヌの伝統歌を受け継ぐ女性たち、登別の湯守、氷下待ち網漁を

受け継いでいるご夫婦などを紹介した。「未来志向」の点では、今回はチ

ーズ作りをするために東京から移住した夫婦を紹介し、競走馬の生産地の

浦河で引退後の馬を世話する養老牧場を営む女性を選んだ。今とは違う北

海道を作っていきたいと考える方を紹介したかった。北海道は非常に重要

な食料供給地であるから、中央卸売市場をつかさどる元気な若い競り人を

「未来志向」の視点から選んだ。 
 

○  説明を聞いて、大変よくわかった。ほかの東北編や九州編もすべて見たいと思った

くらいだ。フランスやヨーロッパの人たちの視点でＮＨＫが一緒になって番組を作る。

そして彼らの編集のリズムとか、彼らの視点だからこそ、日本人にはおそらく違和感

を覚えるところがあると思うが、実はヨーロッパで放送されると、これが非常に新し

い形で日本を伝えることになる。それが彼らの求めている日本の発信のしかたなのか

もしれないとも思うので、ぜひ頑張ってやっていただきたいと思った。 
 

○  今、説明を聞いて改めて理解が深まった。１０年もつ番組にするというのはとても

大事なメッセージで、だから映像の美しさとか、撮影の凝り方とか、ナレーションも

含めて、非常にすばらしい作品だと改めて思う。 
インタビューする場面で日本の老若男女が出てくる。このインタビューがこの番組

の特徴的なところだと思っていて、若干デコボコ感がある理由もわかった。だが、彼

らの肉声を伝えることが非常に大事で、日本人が見たら、逆に「なるほどな」と思う

ところがある。都会から農村地帯に行って酪農をしているあの夫婦の会話は、ぜひい

まの日本の都会の若者に聞かせてあげたいようなところもある。この番組のよさが改

めて今の説明でわかった。 
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○  「１０年後に見ても違和感がない」という言葉に、なるほど、と確かに感じた。た

だし、今の説明を聞かないと、この番組自体の制作意図はわからない。それをもっと

伝える努力はあってもいいのではと感じた。 
 

○  今の説明を聞いて、ちょっと違うのではないかと思ったことがある。浦河をもし取

材するのなら、やはりサラブレッド、競走馬の産地であることを正面切って紹介して

ほしかった。毎年、数千頭のサラブレッドが生まれている。また、引退馬の世話を一

生懸命やっているのは北海道ではなくて、実は高知だったりする。だから海外の方が

誤解しないよう、ぜひより詳しく取材をしていただきたい。 
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平成３０年９月国際放送番組審議会 
 

平成３０年９月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６５０回）は１８日（火）ＮＨＫ放送

センターで７人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、「緊急ニュース報道の取り組み」について説明があり、国際放送一般も含めて意見交換

を行った。最後に国際放送番組のモニター報告と視聴者意向報告の資料を配付し、会議を

終了した。 
 

（出席委員） 
委 員 長   大西  洋 （日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長執行役員） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡本 行夫 （外交評論家、㈱岡本アソシエイツ 代表取締役） 

委 員 鎌田由美子 （カルビー㈱ 上級執行役員、事業開発本部本部長） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 代表理事） 

委 員 塩見美喜子 （東京大学大学院理学系研究科 教授） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「緊急ニュース報道 北海道地震対応」について＞ 

 
○  ふだんはロシア語の放送がないラジオ第２放送で、国際放送局が制作したロシア語

のニュース番組を地震対応で特別に放送したと説明があった。それはとても重要な対

応だと思う。しかし、ふだん放送していない時間帯・メディアに今回のように特別に

放送して、聴取者はいるのか。 
 

（ＮＨＫ側） ロシア人の外国人登録者数が 8,600人を超えていて、なかでも北海道地

方には比較的ロシアの方が多いと聞いている。今回は早期の情報発信に重

きを置いた。 
 

（ＮＨＫ側） ラジオで特別に放送していることを、急激な勢いで増えている外国人就

労者や滞在者にどう告知していくかがわれわれの課題ではないかと思っ

ている。今回、ソーシャルメディアのページを持つ中国語、タイ語、イン

ドネシア語、ベトナム語では、そのページで情報を伝えた。 
  今、ラジオ第２放送では中国語、ハングル、ポルトガル語、スペイン語、

英語のニュースの枠を持っている。それ以外の言語のニュースをどうする

かもこれからの課題だ。 
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＜「緊急ニュース報道の取り組み」について＞ 
 

○  日本語のわからない災害弱者がどういう場面でどのように情報を得るのか。視聴タ

ーゲットを選ぶのは非常に重要だ。 
 ターゲットを３つに分けると、１つ目は被災地の人たち、２つ目は被災地にいる人々

を気遣う本国にいる親戚、家族、友人、そして３つ目は支援をしたいと考える人たち

だと思う。では、その被災地の情報をどう迅速に伝えるかというと、タイムリー性を

考えるとテレビよりはむしろソーシャルメディア経由であるべきだろう。 
 

○  さまざまな形で緊急ニュース報道に取り組んでいることがわかり、とてもすばらし

いと思った。緊急ニュース報道のターゲットは海外にいる人よりも、いますぐ緊急に

そのニュースが欲しい被災者だと思う。こうしたニュースが、それを必要としている

人々にどれほど迅速に伝わり、役立ててもらえたのだろうか。在日中国人コミュニテ

ィーの中でボランティアとして立ち上がった中国人などが取材されていたが、その人

たちにとって、例えばＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮはどういうふうに機能していたのかに

ついても知りたいと思った。日本国内の外国人居住者・就労者が増えている現在、日

本の中でＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮがどういうふうに視聴されていくのかが、今後、非

常に重要なテーマになると思う。情報を発信するだけではなく、それがどのように受

容されているかモニタリングしていかなければならない時期に来ているだろう。なぜ

ならば、視聴者がＮＨＫが発信した意図とは違う形で情報を受け取っている可能性も

ある。 
 今回の緊急報道に関しても、ソーシャルメディアでおよそ １０万件の反応がＮＨ

Ｋに寄せられたそうだが、例えばモニタリング専門の部署を設けて各報道がどのよう

に受容されたかをリサーチしていく必要があるのではないか。そういうことを検討で

きれば、今後、さらにＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮが発展するのではないか。 
 

○  「有事のときのＮＨＫ」だと国民誰もが考えていると思う。きめ細やかな海外への

情報提供はさすがＮＨＫだと感じた。 
 初めて知ったが、朝鮮半島情勢に関する生中継の際、日本語を介さずに韓国･朝鮮語

から英語へと即座に通訳をして情報提供ができている。ＮＨＫはこういうこともでき

るのか。大変良いことだと思った。 
 その一方で、正確な情報をどこまで伝えるのかはとても難しい。今回の地震では札

幌市内の一部の地域は震度３ぐらいの揺れだった。これは、「ちょっと地震があったか

な」と感じるぐらいの揺れだ。だが東京にいる人間はそう考えず、安否をとても気遣

って、現地の知人らに連絡すると、「いや、大して揺れていない。問題なのは停電だ」

と言われる。だから全体の状況が本当に正確に伝わっているのかと疑問に思った。豪

雨の際も、岡山でも真備町は確かに大変だったけど、岡山市内はそうでもなく、災害

全体の情報がどこまで伝わっていたのかと、思った。 
 災害時には、迅速に伝えることがとても大事だが、災害後のふり返りを報じること

はあるのか。例えば今回、一番大きかったのは停電の影響だ。その停電によってどれ

だけのものが止まったり動けなくなったりしたのか。それは便利な現代社会の危うさ
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でもある。道路は復旧したかもしれないが、鉄道はかなり壊れていて復旧に時間がか

かってしまった。鉄道は、お客さんを運ぶ点で私たちは暮らしの中で接点を持つが、

北海道の鉄道の役割の中心は貨物だ。ある種の農産物を圧倒的に生産している自治体

が北海道にはあり、鉄道がダメになるとその農産物の流通が止まってしまう。そうい

うところもＮＨＫは視野に入れてもらえるとありがたい。 
 

○  南北首脳会談の報道が韓国･朝鮮語から直接英語に同時通訳された点は本当にすば

らしいと思う。だが南北首脳会談は事前に予定がわかっているので準備もしやすいと

思う。一方で地震といった突発的な事態をどこまで扱うかについてはどういうふうに

決められているのか。 
 日本で起こった台風を英語に置き換えて発信するのはとてもいいと思う。ただ、イ

ンドネシアに被害をもたらす台風も英語で放送するのか。 
 

○  やはりＮＨＫは大変親切にやっていると感じた。ただ、日本国内でテレビのスイッ

チを入れてもすぐにＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮを見られるわけではない。在日外国人社

会に対する放送としてはどんな使命が期待されているのか。 
 結局、こういう災害のときに一番必要なのは緊急性だ。時々刻々どうなっているか。

どこのダムが決壊しそうだ、どこで地崩れが起こりそうだという情報はやはり日本人

向けの日本語の放送が一番充実していて、みんな目の色を変えて注視している。今後、

日本人視聴者向けの日本語放送を外国語に同時通訳して放送していく予定はあるか。 
 

○  ソーシャルメディアを使った新しい試みを評価する場合に数字があったほうがいい

と思う。アクセス数が１０万だったのが 100 万になったのと、９５万だったのが 100

万になったのとでは、ずいぶん違う。 
 それからＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮにどうやってアクセスしてもらうかの工夫がも

っと重要だ。総合テレビで地震情報を見ていたとき、北海道庁や地元市役所には外国

語の通訳ができる人材が足りないなどと言われていた。日本人向けの日本語放送の中

でＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮにアクセスすれば最新情報が外国語で得られると伝えら

れれば、アクセスしやすくなるのではないか。 
 日本人向けニュース番組で、１秒でもいいので、“Emergency in Japan: access ＮＨＫ 

World”と表示すれば、より効果的ではないかと思った。 
 

○  ターゲットごとにニーズが違うので、誰をターゲットにするかで報じる内容も変え

る必要がある。在日外国人に、どれくらいの規模と危険性があって、それがどういう

ふうに復旧していくかを伝えることが必要だ。海外の人が当事者になったときに一番

困ることをまず伝えていくのが１つかと思う。 
 ただ一方では、迅速性をいえばソーシャルメディアのほうが圧倒的に早く伝えられ

る。テレビの役割はソーシャルメディアとは違うと思うが、事実を早く伝え、どれく

らいの危険性があって、それがどうなっていくのかを詳細に伝えるのが重要だと思っ

た。 
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（ＮＨＫ側） テレビ国際放送は常時ライブストリーミング配信をしているので、そこ

でずっと拡大ニュースを流していた。そのほか、ラジオ国際放送も１日の

一部の時間だがライブストリーミング配信をふだんから行っているので、

そちらでも報道を行った。ここまでは従来も行っていたことだが、今回、

ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮがこういうことをやっていることを全く知らな

い人たちに向けて知ってもらうための新しい取り組みをいろいろと行っ

た。 
  北海道胆振東部地震の発災と同じ週に台風２１号が日本に上陸したが、

なんとかして皆さんにライブストリーミング配信を実施していることを

伝えようと考えた。ニュースの被害状況をまとめた動画に、「今、ＮＨＫ

ではライブで最新のニュースをお届けしております」という趣旨のテキス

トを付けたものを、日本国内にいる外国人に向けてソーシャルメディアで

発信した。 
  すると、その動画を見た人が 200万人以上いて、さらにそれを４万人以

上の人がシェアしてくれた。おそらく、被災地の人や海外の関係者に、ラ

イブ発信をしているから見てほしいとシェアをしてくれたのだと思う。い

ろいろな人が使っているソーシャルメディアで発信すると、災害時に非常

に大きな拡散力を持つことを今回私たちも認識した。 
  大きな災害に見舞われた時にはソーシャルメディアに直接ニュースを

ライブで出してみたらどうかと話し合いをしてきて、様々な調整をおこな

ってきたところで、今回の北海道胆振東部地震が発生した。あの日は朝か

らずっとソーシャルメディアの画面上でニュースをそのまま出すライブ

配信を行った。 
  この日のライブ配信は世界で 250万人以上が見たほか、１万 5,000人が

シェアするなど、非常に多くの視聴者に見てもらえた。ソーシャルメディ

アでは中国語、インドネシア語、タイ語、ベトナム語の４言語でも配信し

ているが、それらでも英語ニュースのライブストリーミングをそのまま配

信し、たくさんの方に視聴してもらった。 
  さらに、北海道の自治体が災害情報を英語で伝えるサービスを行ってい

る電話番号や「ラジオ第２放送で、これから何語と何語のニュースを放送

するので北海道にいる友人にぜひこの情報を知らせてください」という趣

旨のテキスト情報を随時発信した。ソーシャルメディアは機動的にいろい

ろなことができることを経験した。 
  次回の災害に備え、頂いた貴重な意見も生かしながら、さらにマニュア

ルや体制を整えていきたい。 
 

○  ４万人にシェアされたのは、結果として成果があったということか。ものすごい拡

散力があるということか。 
 

（ＮＨＫ側） 通常、万単位でシェアされることはほとんどない。 
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（ＮＨＫ側） ターゲットと同時通訳について答えたい。まずターゲットについては、

2009年の英語放送２４時間化以来、海外の視聴者に届けるためにやってき

たが、訪日外国人と日本に住んでいる外国人が増えているので、ここ数年

は国内外の両方の視聴者を意識して放送をしている。情報をきちんとまと

めることと詳細な情報を伝えることの両立が求められる。今回、北海道胆

振東部地震では初めて１９時間ほど連続して放送したが、毎正時から１５

分なり２０分なり、英語でＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ 独自の情報発信をした。

また、国内向け日本語放送は詳細な情報を流し続けていたので、それをそ

のまま英語で同時通訳してＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮでも伝えて、全体状況

を知りたい方、それからもっと詳しい状況を知りたい方に情報を発信した。 
  北海道庁には英語を話せる外国人の職員がいるのでインターネットで

つないで番組に出演していただいた。その職員に、何に注意すべきか、ど

こにアクセスすれば情報が得られるのかを聞いて、それを繰り返し伝えた。 
  このような外国人向けの問い合わせ電話番号を設けている自治体も増

えてきていると聞いている。これからこの方法は役立つのではないかと思

っている。 
  英語の同時通訳者に２４時間待機してもらっているので、いつでも国内

の地上波の日本語放送を通訳して伝えられる体制はできている。韓国･朝

鮮語から英語への直接同時通訳については、事前にわかっていないとなか

なか準備できないが、韓国･朝鮮語と英語、中国語と英語の通訳ができる

人は確保できるようにしている。ロシア語を通訳する場合は、一度ロシア

語を日本語にして、その日本語を英語に訳す形で伝えることをすでにやっ

ている。 
 

（ＮＨＫ側） ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの国内での認知度を高めるため、羽田空港で取

り組みを進めている。特に英語でのプッシュ通知を使ってもらおうと、９

月から空港での大きな電子サイネージやポスターを介してプッシュ通知

を前面に打ち出した広報活動をおこなっている。アプリをダウンロードし

てもらえば緊急時はプッシュ通知を受けとることができると、英語で大き

く表示したポスターを作り、国際線の到着ロビーに掲示している。 
  また、ＰＲパンフレットなども開発中で、例えばホテルや、大学の留学

生が来たときのオリエンテーションで配り、訪日外国人、在日外国人、留

学生にこのサービスを広く知ってもらうための取り組みを始めている。 
 

（ＮＨＫ側） 緊急特番の英語化について言うと、週末に総合テレビで放送した「ＮＨ

Ｋスペシャル 緊急報告 北海道 激震」（９月９日(日)21：00～21：49 放

送）をすぐに英語化してＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮで発信した。緊急放送用

の翻訳体制を特別に組んで、５０分の番組を中２日ぐらいできちんと翻訳

し、ネイティブの吹き替えと、英語字幕をつけて、正確な形で可及的速や

かに放送することができた。 
  こうした短時間での英語版の制作はいつでもできるわけではないが、今
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回はやはりこれだけの災害だったので行った。これほどの規模の災害のと

きには、こうした放送ができることがわかったので、「クローズアップ現

代＋」などの英語化でも必要な場合は同様の対応をしていきたい。 
 

○  すばらしい取り組みを紹介していただいた。災害情報の発信はＮＨＫの本質的な機

能を果たしているのではないかと思う。 
 災害関係の情報を発信する前後の１か月を比べた場合に、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ

全体へのアクセス数に変化はあるか。災害放送を機にＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮを知っ

て、報道以外の番組も見たいと思った人がいたのか。 
 

（ＮＨＫ側） 災害報道後に関してはまだ集計中だが、報道をおこなった週は非常にア

クセスが増えた。例えばライブストリーミングには８月平均の７.５倍のユ

ーザーがアクセスし、英語ニュースの訪問者も、地震報道の日は通常の 

１０倍になった。 
  ソーシャルメディアに関してはこの１週間で、「いいね！」を押した人

が約７万人、これは１日１万人のペースで「いいね！」が増えたことにな

り、今までにない驚異的な数字だ。災害報道以外にも、ずっと以前に掲載

した日本を紹介した動画や、日本のいろいろなストーリーを紹介した動画

なども新しくＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのサイトに来た人たちによって非

常に再生回数が伸びている。災害のためにやったことがＮＨＫワールド  
ＪＡＰＡＮのコンテンツを知ってもらうことにもつながっていて、いい効果

が生まれたと実感している。 
 

○  先ほどの４万人がシェアしている事実は誰かが誰かに伝えていき、いい情報が拡散

的に広がっていくことだと思うので、とても重要なことだと思う。 
 あとは、これだけ地方でいろいろなことが起こると、首都圏で災害が発生した時は

どうするのかを、いろいろな側面からみんなが考えていかなければいけない課題だと

思う。またそういうものについては国際放送で、危機感をあおるのではなくて、日頃

からそういう心構えを海外の方にも持ってもらうことが重要だ。日本は災害が多いこ

とはいい意味でも悪い意味でも既にある程度認知されているので、実際の災害時にど

うするべきかについて、メッセージを受け取る側も知ることが重要かと思う。 
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平成３０年７月国際放送番組審議会 

 

平成３０年７月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６４９回）は１７日（火）ＮＨＫ放送

センターで１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、視聴番組「ＳＵＲＶＩＶＯＲ ＴＲＥＥＳ： ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ ＲＥＶＥＡＬＥＤ」、「ＤＥＳＩＧＮ   

ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」、「Ｊａｐａｎ Ｒａｉｌｗａｙ Ｊｏｕｒｎａｌ」について説明があり、意見交換を行った。

最後に資料配付により国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告を行い、会議

を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長   大西  洋 （日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長執行役員） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡本 行夫 （外交評論家、㈱岡本アソシエイツ 代表取締役） 

委 員 鎌田由美子 （カルビー㈱ 上級執行役員、事業開発本部本部長） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 代表理事） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委 員 塩見美喜子 （東京大学大学院理学系研究科 教授） 

委 員 別所 哲也 （俳優、ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジア 

    代表） 

 

 

（主な発言） 

 

＜最近の国際放送の動きについて＞ 

 

○  ７月６日に西日本に向かう新幹線に乗ったところ、豪雨で２、３時間到着が遅れた。

外国人が結構乗っているのに、英語の情報は車両の一番前の電光掲示板に時々、新幹

線が遅れますとメッセージが伝えられるだけだった。新幹線に乗っている外国人はだ

いたいスマホを持っているので、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのサイトを見てください、

などと言えればより詳しい情報が手に入るのではないかと思った。 

 

（ＮＨＫ側） 確かにそれは大きな課題だ。今回も西日本で大雨特別警報が出される前

日の５日から特設サイトを立ち上げ、英語で日本のどの地域が危ないかの

情報を地図とともに提供していた。それを具体的にどれだけの方に周知す

るかが、一番の課題だと思っている。 

  ２月に在日大使館向けにプッシュ通知の説明会を行い、先週、それらの

大使館の関係者に改めてＮＨＫがこの豪雨でどういうことを行ったか、お

知らせするメールを送った。情報を出していても実際使ってもらわないと

意味がない。例えば交通機関の方やホテルの方に知っていただく試みは大
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事だと思うので、周知の方法についてさらに検討していきたい。 

 

○  夏になると、終戦や平和関連の特集番組が作られるが、報道する側のスタンスは本

当に難しく悩んでいると思う。安易な平和主義に立った番組は簡単に作ることができ

るかもしれないが、戦争は悲惨ですよ、もう二度としない、というだけではなく、何

のメッセージを残すのかについて、制作側も悩んでいることをぜひ伝えていただきた

い。 

 例えば辺野古の問題については「地元住民の大きな反発と反対が予想される。その

詳細を伝えていく」という方針と聞いている。しかし、沖縄の人たちはかわいそうだ、

なんでこんなことを甘受しなければいけないのだ、というスタンスでもう２０年やっ

てきている。政府の代弁をするつもりはないが、ではどういう選択肢があるのか。代

案なしに、反対運動に理がある、とだけ言って番組を作って現場から去って行くこと

のないようにしてほしい。政府の立場を伝えろとは言わないが、とにかく報道する側

も一緒に悩んでほしい。 

 

（ＮＨＫ側） ６月に「ＮＥＷＳＲＯＯＭ ＴＯＫＹＯ」で沖縄の平和の日に合わせて放送し

たときにも、今、ご指摘のあったのとは異なる伝え方をする工夫をした。

毎年、広島や長崎の平和式典を生中継で伝えているが、必ずアメリカの視

聴者から「日本も加害者ではないか」という声が寄せられる。そういった

意見も受けとめつつ、日本が一方的な伝え方をしていると海外の人が感じ

ない工夫を現場でも積み重ねている。新しいものを出せるように取り組ん

でいる最中で、いまの意見も受け止めて作っていきたい。 

 

○  ニュース速報の扱いについて聞きたい。国内のニュース速報のあり方は国際放送で

も同じなのか。例えばオウム真理教の死刑執行は海外に対して同じように速報扱いし

たのか。解説はしたのか。ワールドカップのようなスポーツは、国内向けには日本の

勝敗に関して速報が出るが、海外向けにはどのように出しているのか。それは誰が決

めているのか。 

 

（ＮＨＫ側） 死刑執行のニュースは、化学兵器を使って都市部を狙った世界でも唯一

のテロとして国際的にも重要な意味を持つと考えて速報した。またＷｏｒｌｄ 

Ｎｅｗｓ部に、社会部記者としてずっと取材してきた者がいるので、ただち

に英語の解説も入れた。 

  これまでサッカーのワールドカップは権利の問題があったが、今回から

は試合後２４時間以内なら試合の映像も使えることになり、それほど時間

をあけずにほぼすべての試合を短く紹介した。それなりに関心を集めたと

感じている。 

 

○  例えばこれは国内では速報したが、海外向けの国際放送ではしないという判断は、

過去にあるのか。 
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（ＮＨＫ側） 海外の人にとって直接関心がないと思われるニュースの場合は、必ずし

も国内と同じ基準ではやっていない。その都度、ニュースの内容を見極め

て出している。 

 

 

＜視聴番組「ＳＵＲＶＩＶＯＲ ＴＲＥＥＳ： ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ ＲＥＶＥＡＬＥＤ」 

 （６月２３日（土）１０:１０ほか）について＞ 

 

○  番組は興味深く見たが、少しわからないところもあった。主人公のキャノン・ハー

シーさんの友人が被爆樹木を紹介している場面があるが、その友人の役割は、紹介者

としてのみ扱われていて、その紹介場面が重要なのかわからなかった。 

 核兵器の惨状を伝えたいのか、悲劇を乗り越えた人々の連帯のあり方を伝えたいの

か、たくさん主張があって、どこに感情移入して見たらいいのか、難しさを感じた。 

 また一人一人の方の気持ちをもう少し掘り下げると非常に共感できたのではないか。 

 

○  先ほど、今までと同じような形ではなく新しい視点で番組作りをしてほしいという

意見が他の委員からあったが、まさにこの番組がそれを果たしていると感じた。今ま

では被爆といえば被爆者を取材して語られてきた。これまで私は被爆樹木について考

えたことがなかった。こういうテーマがあったとは衝撃的だ。戦争の記憶を風化させ

ないというテーマを掲げて、人間ではなく、木が語る視点を見つけてきたのが非常に

すばらしい。しかもそれをキャノン・ハーシーさんがアートとして捉えようとする。

全く新しい視点だ。 

 この番組は日本人だけが被爆の体験をしたからそれを強く主張するわけではなく、

共有財産として人類が被爆について考えるべきだと伝える番組になっている。多くの

方に見てもらうべき番組だと思った。 

 

○  この番組はすばらしいと思った。広島の番組を日本人が作る時、被爆体験について

個人の感情が入らざるを得ない。それがこういった感情のない植物を通じて生命の力

強さをしっかりと訴えている。こういうことでしか表現できない、またこういうこと

をやることによって表現できた部分が非常にあるのだろうと思う。 

 原爆も超えるような生命の力強さ、あるいは加えて言うならば被爆者たちの力強さ

をあわせて表現している。そこに非常に共感するし、すばらしい番組だと強く感じた。 

 

○  女性が最後に、「グラウンド・ゼロはみんなにあるのだ」という、結論部分はとても

重要なのだが、そこにたどり着くまでの５０分を多少長く感じた。結論の部分を最初

にはっきりと提示する手法もあったのではないか。 

 ＳＵＲＶＩＶＯＲの意味を本当に考えさせられる番組だったし、ジョン・ハーシーさん、

それからキャノン・ハーシーさんというアメリカ側の視点があったのがよかった。 

 日米関係を軸に語られたこの番組を世界のほかの国の方々が見た時にどういう感覚

を持つのかは興味がある。 
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○  広島に関する番組をこれまでいろいろ見てきて、いずれも本当に教育的な示唆に富

みすばらしいと思う。ただ、見るとつらい。人のことが扱われていると本当につらく

て、最後まで見るのも本当にいやだと思う時も実はあった。だが、今回は焦点が当て

られているものが樹木なので少し安心して見始めることができた。 

 ただし、これは危ない一面もあると思う。飛行機テロで被害を受けた樹木と、原爆

で被害を受けた樹木とは違うものだ。日本人ならその違いはわかるが、アメリカ、あ

るいはほかの国の方たちがこれを見た時に、同等のものであると捉えられ意図が正し

く伝わらないのではと思った。 

 広島の木は被爆しているので遺伝子は傷んでいると思う。被爆した水を吸い上げな

ければならなかったし、土壌から汚染された栄養を取らなければならなかった。動け

ないのでそれはしかたがない。だから、おそらく、花が咲いたり、実がなったりしな

くなった樹木も中にはあると思う。しかしアメリカのほうは遺伝子はおかしくならな

い。雨が降れば普通の水も吸える。だから、これを同等に扱うのは、間違った情報を

与えるのではないか。 

 それから日本のイチョウの種子をアメリカに持って行って植えるのもよくないので

はないかと思う。変異を起こした遺伝子がアメリカで広まって生態を変えてしまうの

ではないかとも思った。 

 

○  この番組の視点は新鮮ですばらしい。人類はずっと昔から今まで戦争を絵などの芸

術にして解釈してきた。戦争とアートとは切っても切れない。キャノン・ハーシーさ

んは現代美術の作家で、彼なりの解釈で伝える行為を軸にしたのはとてもすばらしい。

このような複雑で解決できないことを、芸術は飛び越えていく力がある。そこに注目

して伝えていくのはとてもいいのではないかと思う。 

 

○  樹木を語り部にする発想は新鮮であり、これはとてもいいと思った。だが、なにか

モヤモヤした感じが最後までぬぐえなかった。 

 核は悪いに決まっているが、核は日本人１４万人だけではなく、アメリカ人１０人

の命も奪ったぞと言わんばかりに、捕虜であったアメリカの曹長が橋にくくり付けら

れて死んでいく大変に残酷な絵を公開し、世界に発信するのは本当に必要なのか。そ

んなことを言ったら、原爆もひどいが、橋に捕虜をくくり付けて原爆に殺させた日本、

こんな国民だったら原爆を落とされても当然だという感じもあるだろう。 

 あまり考えずにあの場面を構成したのかもしれないが、一見もっともらしく聞こえ

るすべてのことをさらけ出すことが核のない世界につながっていくのだという考え方

を別に非難するつもりはないが、一度、一緒に検討してほしいと思う。委員会の冒頭

でも言ったが、制作側も作り方に非常に悩んでいることを見せていってほしい。 

 

○  この番組は視点が新鮮だ。心のよりどころになる意味で最初に思い浮かんだのは陸

前高田の奇跡の一本松だ。あの一本の松がどれだけの人を励ましてきたか。この広島

の木のことは知らなかったが、この木がズタズタになりながらも生きる姿を見て、こ

の木が生きているうちはもう少し頑張ろうと思う人が多かったのではないか。 

 女性の方のコメントが出てきて、いい言葉だなと思ったが、最後にそれが出てくる

まで、冗長だと感じた。先ほどの委員の意見にもあったが、アメリカ人捕虜のくだり
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も、要らなかったのではないかと感じた。 

 

○  １０年、２０年すれば被爆を受けた人がみないなくなってしまう。そのときにこの

メッセージをどうやって伝えるのか。そこで被爆樹木という切り口を持って来る。違

う切り口で同じテーマを語った場合とどのような違いが出てくるのか。そういう問題

意識を持ってこれを見た。 

 アートが前面に出てくる構成になっている。そこに歴史、そして科学が組み込まれ

てくる。科学の面は少し足りなかったかもしれないが、それでも樹木の専門家が出て

きて解説している。そこはおそらくバランスの問題だと思う。これぐらいのバランス

でもいいのかなと感じた。 

 木の歴史を知ることによって木がおのずと語り出してくる。だから、この樹木の中

に歴史性を組み込んだことが非常に大きな魅力だと思った。同時に、木のことを語り

ながら人間の心も語っている。お坊さんのきょうだいが被爆して死んで行く。そのと

きにリベンジしてやろうと思ったと言っていたと思うが、木はリベンジしない。何も

しないで、ただ置かれた環境の中で生き延びる。そうやって生き延びることからメッ

セージが伝わって来た。 

 

○  原爆の問題は簡単ではない。声なき証言者である樹木を通じて何をメッセージとし

て受け取るかは、視聴する側それぞれの感性でいろいろなことを感じればいいという

気がした。 

 

（ＮＨＫ側） キャノン・ハーシーさんは番組出演に限らず３年前から広島を何度も訪

問して、被爆樹木が 160本ほど残っていることを知った。ただ、彼が樹木

を訪ね歩くだけでは従来どおりの番組スタイルで、あまり新しいことは描

けないのではないかと考えた。取材を始めてからも、どう新しさを出すか、

いろいろと悩んだ。４月下旬から５月にかけて、ニューヨークのフィルム

フェスティバルで、アメリカの人たちがこれまでとは違った意味で樹木か

ら原爆に関心を示し始めていることは新しいメッセージになるのではな

いかと考え、そこを番組の最後のシーンに持ってきた。 

  原爆の語り部として世界中をまわって来た近藤紘子さんも、フィルムフ

ェスティバルに招待されてスピーチをすることになった。彼女がインタビ

ューで、町が原爆やテロで被害に遭い、生活が壊され、人がたくさん亡く

なる中で、樹木がそのあとの再生や復興にエネルギーを与えてくれるので

はないかと語ったところがこの番組の終着点だと考えた。番組の冒頭で、

もっと厚く丁寧にインタビューを聞かせることもできたかもしれないが、

海外の視聴者は原爆の被害規模を必ずしも知らないと考え、構成上は最後

にたどり着いて行く形にした。 

  原爆とテロの被害は違うという指摘があったが、その点もずっと悩みな

がら制作してきた。被害の大きさは全然違うが、自分たちの町がなくなり、

生活がなくなり、そして復興していかなければならない点は同じだと考え

た。アメリカとの交流を通じて、生活が破壊される悲惨さを伝えられたと

考えている。 
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（ＮＨＫ側） 被爆の問題を日本だけの記憶としてではなく、世界の人たちと共有でき

るものにするにはどうすべきかを、毎回考えている。今回は被爆樹木に焦

点を当てた。できるだけ今後もこういう番組を放送していきたいと思うが、

日本だけが主張していることではなく国際的連帯のようなものがどう作

れるかが重要だといつも思っている。制作側でいろいろ検討している最中

だ。 

 

○  この種類の番組を視聴する人は固定化しているのか。あるいは毎年、新たな視聴者

を獲得しているのか。そういう情報はあるのか。もしなければ、固定化せずにどんど

ん新たな視聴者を呼び込むために、どういう工夫をするのがいいのか。 

 

（ＮＨＫ側） ＮＨＫの戦争や東日本大震災関連の番組をアメリカ公共放送のメインチ

ャンネルで特別配信するスキームがある。ＰＢＳのメインチャンネルに出

すために、ＰＢＳの編成担当者とＰＢＳ総会などを通じて、年に２回ほど

意見交換をしている。ここ数年は、ＰＢＳ担当者からＮＨＫのドキュメン

タリーは良質で非常にいいと言われ、年々、配信数も拡大してきている。

アメリカの大都市ではＰＢＳのサブチャンネルで２４時間、ＮＨＫワール

ド ＪＡＰＡＮを放送しているが、特別配信はメインチャンネルで全米に流れ

るので、新たな視聴者を獲得している。アメリカの視聴者をも念頭に置き、

こういうメインチャンネルで個別に番組を配信していくことも考えなが

ら、戦争、あるいは震災、そのほかのドキュメンタリーをどう発信してい

くかを常に考えている。 

 

○  戦争や原爆をテーマにした番組を制作しないという選択肢は現実にはないと思う。

ただ、今回は視点を変えて樹木を切り口にして制作した。２０年、３０年後に視聴者

の世代も変わって、受け止め方が変化してくると思う。制作する側がどういうメッセ

ージを伝えていくかが一番重要だと思う。 

 

○  番組の手法自体がどれぐらい外国の方々に届いているのかが気になった。編集のリ

ズムなど日々考えていると思うが、そういったところに関して海外の手法は全く違う。

それに寄り添うべきなのか、それとも基本的に国内放送でやっている手法を海外に伝

えていくのか、日々しゅん巡し、戦っていると思う。ほかの国々のドキュメンタリー

では結論を最初に言ったり、事実をドライに積み重ねたりと、非常に違ったやり口が

あったりする。そういう何か違う放送コンテンツのあり方が模索されるといいと個人

的には思っている。 

 

○  これを見た後で心に残るのは、やはり原爆の悲惨さだ。大雑把に言うと、１つの番

組で非核の認識が深まったり、和解が進んだりすると考えるのは幻想だと思う。だか

らこの番組だけで突破口を開くことはない。だが核のテーマに入って行けない、特に

日本人以外の人たちに樹木という切り口から入って行かせる、そういうきっかけにな

るいい番組だと思った。 

 



 

 7 

＜視聴番組「ＤＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」Ｄｅｓｉｇｎ Ｈｕｎｔｉｎｇ ｉｎ Ｓｈｉｚｕｏｋａ」 

（６月７日（木）９:３０ほか） 

「Ｊａｐａｎ Ｒａｉｌｗａｙ Ｊｏｕｒｎａｌ」Ｇａｋｕｎａｎ Ｅｌｅｃｔｒｉｃ Ｔｒａｉｎ： Ａ Ｎｅｗ Ｏｕｔｌｏｏｋ  

ｉｎ ｔｈｅ Ｆｏｏｔｈｉｌｌｓ ｏｆ Ｍｔ．Ｆｕｊｉ」 （６月８日（金）０:３０ほか）について＞ 

 

○  静岡に限らず、例えば鳥取特集や神奈川特集などが今後もあるのか。 

 今回の２番組は静岡の各地域の取り組みや独創的な工夫、地域の頑張りが伝わる番

組で「そういうことがあるのか」と非常に勉強になった。だが、わずか２８分なので、

「へえ、そうなんだ」でおしまいになってしまうことになりかねない。同じような取

り組みはほかの地域でもきっとあるだろう。ほかの地域の取り組みとどう違うのかも

重要だろう。また静岡と言えばお茶や富士山が有名だが、海外の一般視聴者はそれほ

ど静岡に詳しくないと思う。静岡の地域性の説明が冒頭にあったほうがよいのではな

いか。 

 

○  「ＤＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」で出てくる最初の２つの話題、つまり地元のお茶で

布を染める話や海岸の廃物からデザインを発想している話がとてもいい。 

 ただ、違和感が残ったのは楽器メーカーのくだりだ。「ローカルの楽器メーカー」と

言っているが、あの企業は世界に冠たる大企業だ。デザインで伸びてきたわけでもな

く、取り上げる必然性があるのか。 

 「Ｊａｐａｎ Ｒａｉｌｗａｙ Ｊｏｕｒｎａｌ」では富士山がきれいに見えなかった。駅のプラット

ホームのここから富士山が見えますと紹介していたが、住宅の屋根の上や工場の煙突

の間にチラリと見える程度だ。それぞれの町から見える一番きれいな富士の映像を見

せればいいのにと思った。 

 静岡放送局のアナウンサーが日本語で話す内容が英訳字幕で表示されたが、あのよ

うな紀行番組で視聴者は字幕をじっと見たりしない。 

 また、この番組のテーマが富士山なのか、鉄道なのかがわからなかった。富士山に

統一したほうがよかった。 

 

○  「Ｊａｐａｎ Ｒａｉｌｗａｙ Ｊｏｕｒｎａｌ」は、富士山が見えるポイントを紹介していたが、建

物の上にちょっと見える程度だった。ローカル線の努力はわかるが、この電車に乗っ

て富士山を見たいと思う人がどれだけいるのか。また、電線が景観を阻害しているこ

とを改めて痛感した。 

 「ＤＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」のよかった点は、若い世代の新しいデザインに伝統

が引き継がれているところだ。だが芹沢銈介は世界的に有名な作家で、世界のほうが

むしろ知っているくらいなのに、その作品に少ししか触れられておらず、あまりにも

ったいなかった。 

 楽器メーカーのくだりは、私はとても楽しく見た。あのメーカーにこういうことを

やっている人たちがいて、デザインも非常におもしろく、地場産業であることに焦点

を当てている。ある程度の力のあるメーカーも地場のエネルギーとしてきちんと文化

を伝えていくことは、地域の雇用や産業を生み出す上でとても重要だ。この番組であ

のメーカーが取り上げられたのは個人的にはよかったと思う。 

 一方で、価格が出てこなかった。価格を高く設定しておもしろいことをやるのは誰
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でもできる。番組内で出すべきかどうかの議論はあるが、価格とのバランスがビジネ

スでは重要だから、方法は難しいが、価格も出したほうがいいと思った。 

 

○  楽器メーカーの製品はすぐにでも買いに行きたいし、電車の走っている公園へはす

ぐにでも見に行きたいと思った。だが、なぜ静岡か。徳川の天下泰平時代に様々な物

が静岡で産業として栄えた背景があるなら、それも踏まえた上で今はこの染め物や建

物や楽器工場があると説明したほうがわかりやすい。 

 「Ｊａｐａｎ Ｒａｉｌｗａｙ Ｊｏｕｒｎａｌ」についていえば、非常に理解の深い外国人は富士山

がすごいと知っている。山の角度が神秘的どころか、本当に芸術の粋だと言っている

人もいる。しかし世界中の多くの人が知っているわけでもないのではないか。普通は

山を見て、それが神秘的だとはわからない。「富嶽三十六景」など、様々な形で富士山

は捉えられてきたから、どこかで絵画などを通じて富士山の偉大さや価値を少しでも

触れておけば、視聴者はなるほどと納得するだろう。 

 「ＤＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」で染め物や、何かものを拾って来て作ったりするの

を見て思ったのは、イタリアの家具見本市のミラノサローネだ。そこでまさにデザイ

ンを重視した同じような工芸品を作っている。 

 そして楽器といえば、ストラディバリウスなどを作っているイタリア北部の町クレ

モナだ。そこの木材を使っているからこそ、すぐれた弦楽器が 400年にわたって作ら

れてきた。たぶん静岡のメーカーも、何か理屈があってあそこでいい製品を生み出し

ているのだろう。 

 そういう歴史的な関わりを説明しながら番組を作ると、国際的にさらに品質の高い

番組になったのではないか。 

 

○  おもしろく、楽しく見た。知らないことが多かったので興味深かった。だが静岡特

集でありながら静岡との結びつきが感じられない。静岡だからこういうことが起きて

いると描いたら、静岡に行ってみたいと思わせられたかもしれない。 

 富士山と言えば静岡、と言っていいのか、素朴な疑問があった。確かに太平洋側か

ら眺める富士山はすてきだが、山梨はどうなのか。電線が景観を損なっているという、

別の気づきはあったが、たぶんそれは番組の趣旨ではないと思う。きれいに富士山を

見せる鉄道もあるのにこの鉄道が富士山を見せる鉄道として紹介されたのは納得でき

ない。この鉄道だけが富士山をすばらしく見せるのだと受け取られたら残念だ。 

 

○  「ＤＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」の、お茶の染物の話は静岡らしい話だ。だが日本は

海に囲まれているので、海で拾った網や木で物を作る話は各地にあり、静岡との関連

性は低いと思う。 

 楽器メーカーは、静岡にある理由が何かあるのだろうから、それを説明したらおも

しろかっただろう。 

 「Ｊａｐａｎ Ｒａｉｌｗａｙ Ｊｏｕｒｎａｌ」では、「路線の特徴を活用し、再建に奮闘している」

と言っていた。日本では各地で同じようなことが起こっているのでおそらく日本人は

鉄道会社の奮闘ぶりをすぐに理解できるとは思うが、海外の視聴者にはそのメッセー

ジが少し伝わりにくかったのではないか。 
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○  大変興味深く見た。取材対象の選択の過程や基準について制作者の方に伺いたい。

番組は静岡に帰着させたいのか、そこにあるユニークな情報を発信したいのか、富士

山とつなげたいのか。いろいろ情報が混合していた。２つの番組は、日本在住の外国

人出演者の視点を通して海外の視聴者との共有点を探していこうとしたのだろう。だ

が日本に長くいる外国人と異なり、訪日観光客や、日本に来たことのない人にこの２

つの番組はどう見えたのだろう。外国人の感度や視点を、企画の段階でどう取り入れ

ているのかに大変興味がある。 

 

○  「ＤＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」は総花的だった。楽器メーカーのくだりは企業色が

強過ぎる。 

 今後ほかの地域をデザインの視点で切っていくのは結構苦しいのではないか。京都

だと非常に深く切れるが、浅くしか切れない地域など、相当格差が出てしまうのでは

ないか。 

 「Ｊａｐａｎ Ｒａｉｌｗａｙ Ｊｏｕｒｎａｌ」は、富士山がきれいに見えない点が問題だ。撮影が

春だから空気がしけっていて空がスカッと青くならない。出演者の都合があったのだ

ろうが、富士山の映像は出演者抜きで別の日に撮ることはできたと思う。 

 写真はあのアナウンサーが撮ったのか。だとしたら、本当にそれでいいのか。プロ

のカメラマンが撮ったほうがいい。映像のクォリティーがあまりにも情報番組的で、

気になった。 

 

○  この２つの番組は比較的気軽に見られる番組だと思って見始めたが、意外と奥が深

かった。「Ｊａｐａｎ Ｒａｉｌｗａｙ Ｊｏｕｒｎａｌ」は、あの電線は本当にどうにかならないのかと

思って見ていたが、あの電線のおかげで関心が富士山よりも鉄道、電車に向いた。そ

こで感じたのは、鉄道や電車は地域によっては１つの文化だということだ。文化とし

てなんとしても守りたいという気持ちがあり、さまざまなアイデアが出てきたり、あ

るいは市がお金を出したりと、思い切った対策が取られる。鉄道が文化であることを

伝えたいがために、伊賀や会津若松のシーンも入れたのだろうが、あれはなくてもよ

くて、伊賀は伊賀で、会津若松は会津若松で１つ番組を作ってもよかったと思う。 

 もう１つ、感じたのは、この電車に乗ろうと思って外国人が大勢やって来たときに

対応できるのかという点だ。この番組を見る限り、ほとんどすべてのことが日本語で

行われているようだ。電車の中で例えば英語、中国語、韓国語でアナウンスを流すと

いった対応は考えられるのかが気になった。 

 「ＤＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」は、発想の転換があっておもしろい。お茶は飲み物

という固定観念があるが、それを衣服に用いる。そこにデザインの力を入れる。デザ

インにはそういうパワーがあることを知らしめることができると思った。同時に地方

を再生する潜在力もある。デザインのそういう秘めた力をもっと上手に出していける

のではないかと思っている。 

 

○  「ＤＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」について言うと、今、国会中継を見ていると議員の

間でデザインという言葉がよく出てくる。これは、従来のデザインではなくて、例え

ば経営にもデザインがある。国がデザインという言葉に対してやっと認識をして、広

義の意味でのデザインが論じられてきている。その中でこの「ＤＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ   
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ｐｌｕｓ」はとてもいい番組だと思う。 

 そしてもう１つ、地域創生に向けた地場産業の課題が今たくさんある。後継者不足

や高齢化によって伝統と技術が継承されないし、すばらしい日本の技術が海外に十分

に発信されないといった課題がある。海外にきちんとした情報を発信して、海外から

人に来てもらって地域創生につなげるには、どのタイミングで何を発信していくかが

重要だ。その点で「ＤＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」はとても潜在力のある番組ではない

か。 

 だがリポーターも大学の先生も英語で話しているのに、女性のアナウンサーが日本

語で話すのはよくないのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 地域から世界に情報発信するのはＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの使命の１つ

だ。今年は、２月は大分の特集、７月は関東南３県、つまり神奈川、埼玉、

千葉の特集を放送した。先月は富士山の山開きがあったので静岡県を特集

した。 

  地域特集には主に３つの目的がある。１つ目は地域の情報を世界に発信

すること。２つ目は、英語で作った番組を日本語化してローカルで放送し、

地域局との連携を深める。３つ目は、こういう番組を制作して世界に発信

していることを地域の方々に知ってもらう。こういう３つの狙いでやって

いる。 

 

（ＮＨＫ側） 通常の「ＤＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」は、スタジオにゲストを１人迎え、

テーマを１つ立てて様々な角度から掘り下げていく構成の番組だ。 

  視覚的な側面にとどまらず、社会や流通の仕組み、コミュニティーなど

をどうデザインしていくかにも焦点を当てることがある。例えば最近は

「癒しのデザイン」というテーマの回も放送した。 

  2016年から、スタジオではなく地域に出かけて行く放送回を年間４本作

っている。静岡で９本目だ。今回の取材対象の選び方について言うと、静

岡は遠州、駿河、伊豆と３つの歴史的な地域があるので、その３つからそ

れぞれ話題になるものを選んだ。廃材を使っている伊豆のユニット、お茶

の駿河染め、そして遠州の楽器メーカーだ。楽器は使うものではなく play

するものだとインタビューで答えていた人がいて、そういうデザインの考

え方を伝えたいと考えた。 

  出演者の視点をどう設定するかという質問に答えると、旅番組ならば外

国人の視点で何かおもしろいものを見つけていくかもしれないが、この「Ｄ

ＥＳＩＧＮ ＴＡＬＫＳ ｐｌｕｓ」は、日本人の視点で、日本の考え方を海外に伝

えている。 

 

（ＮＨＫ側） 「Ｊａｐａｎ Ｒａｉｌｗａｙ Ｊｏｕｒｎａｌ」の取材対象の選び方について言うと、ま

ず６月にＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮで静岡県と富士山の特集をすることが決

まっていた。それに合わせて、われわれの鉄道番組の取材班が取材対象と

なる鉄道を静岡県で探したところ、一時は廃線の危機にあったが今は年々

乗客を伸ばしている鉄道が見つかった。 
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  富士山が美しくないという指摘はそうだったかもしれない。富士山が美

しく見える鉄道会社はもう１つあるが、それは山梨県の鉄道で、既に４月

に番組で紹介している。今回の静岡の鉄道はすべての駅から富士山が見え

ることを売りにしているので、そのホームにリポーターが立って、観光で

来た人と同じように写真を撮ってみせるやり方をとった。 
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平成３０年６月国際放送番組審議会 

 

平成３０年６月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６４８回）は１９日（火）ＮＨＫ放送

センターで１０人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず最近のＮＨＫの動きについて、続いて最近の国際放送の動きについて説

明があり、意見交換を行った。ひき続き、視聴番組「Ｃｈａｓｉｎｇ ｔｈｅ Ｆａｔｈｅｒ’s Ｓｈａｄｏｗ:  

Ｖｉｅｔｎａｍｅｓｅ Ｃｈｉｌｄｒｅｎ ｏｆ Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｓｏｌｄｉｅｒｓ」、「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」、「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ

★Ｄｅｖｉｌｓ」について説明があり、意見交換を行った。最後に国際放送番組の放送番組モニ

ター報告の資料を配付し、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長   大西  洋 （日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長執行役員） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡本 行夫 （外交評論家、㈱岡本アソシエイツ 代表取締役） 

委  員 鎌田由美子 （カルビー㈱ 上級執行役員、事業開発本部本部長） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 代表理事） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委  員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委  員 塩見美喜子 （東京大学大学院理学系研究科 教授） 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

委 員 別所 哲也 （俳優、ショートショート フィルムフェスティバル ＆ アジア 

    代表） 

 

 

（主な発言） 

 

＜視聴番組「Ｃｈａｓｉｎｇ ｔｈｅ Ｆａｔｈｅｒ’s Ｓｈａｄｏｗ: Ｖｉｅｔｎａｍｅｓｅ Ｃｈｉｌｄｒｅｎ ｏｆ Ｊａｐａｎｅｓｅ 

Ｓｏｌｄｉｅｒｓ」             （２月２４日（土）８:１０ほか）について＞ 

 

○  すばらしい内容だ。日本人兵の父親が突然いなくなったので、残された家族の間に

は不可解な思いや困惑、場合によっては憎しみもきっとあっただろうが、日本を訪れ

た彼らの気持ちが慈しみや愛情へと変わっていく様子がとてもよく表現されている。

ベトナム人家族の絆の強さが改めてよくわかったドキュメンタリーだった。 

 しかし父親が突然、家族のもとを離れなければならなかった時代的背景や理由につ

いて説明が少なかったのではないか。スアンさんというおばあさんが出てきて番組の

最後で戦争の罪について触れているところがあるが、父親たちは国際情勢に翻弄され

ただけなのかと、少し後味の悪さが残った。 

 その辺りの説明がもう少しあれば、日本とベトナムのお互いの交流がより深く理解

できたのではないか。 

 

○  とても心に迫るところがあった。家族を大切にするベトナムの人たちが「自分たち
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が行っても本当にいいのか」と何度も尋ねたうえで日本を訪問した様子が描かれてい

て、相手を思いやる気持ちの深さを感じた。ベトナムに対する好感が高まった。日越

外交関係樹立４５周年にふさわしい番組だった。 

 急にベトナムを離れた後の父親たちがどうだったのかがとても気になった。父親た

ちがどういうふうに生きてきたのかを知りたいと思った。 

 

○  これはとても重い番組だ。なぜ父親たちが突然日本に帰らなければならなかったの

か。また、別れた家族が再会するまでどうしてこれほど長い時間がかかったのか。こ

ういうことが非常に大きな疑問として残った。しかし、そういった私の疑問に対する

答え、あるいはヒントは、この番組の中に非常によくにじみ出ていた。実は、１回見

ただけではわからなかったが、繰り返し見ると相当かみ応えがあり、私の疑問にも答

えているところがあり、大変いい番組だった。 

 なぜ大戦が終わった後もこの人たちがそこに残ったのかが、あの番組からはわから

ない。したがってそれは私も含めて視聴者が勉強しなければならないのだろう。 

最後に、日本の家族がどのようにこの問題を受け止めたのかをもっと知りたいと思

った。 

 

○  とてもすばらしい番組で、心に訴えるものがたくさんあった。こういう一群の人た

ちがいたことを知らなかった。戦争は本当に悲しいもので、人の身体だけではなく心

も傷つけてしまうものだと改めて感じた。 

 ベトナムの人たちは、「日本にいる自分たちの兄弟、親族に会いに行っても本当にい

いのか」と、何回も言っていた。これを見て、彼らの心の温かさ、民族のすばらしさ

に触れることができた。本当によい番組であった。 

 見方が悪かったのか、日本人兵の父親が残った理由がいまひとつわからず、なぜ突

然、父親が集団で日本に帰ったかを理解できなかった。その辺りがもう少し明瞭だと

よかった。 

 当事者たちがかなり高齢になるまで日本に来ることや、または日本の家族が向こう

へ行くことがなかったのか、という点も少し気になった。 

 

○  この番組にはとにかく感動した。番組審議委員をやっていてよかった、おかげでこ

ういう感動的な作品が見られた。 

 ただ、もう少し時代背景を紹介してほしかった。戦地にそのまま残った人たちはイ

ンドネシア、ビルマ、台湾にいて、民族の独立運動に身を投じる、支援する、あるい

は軍事教練の教官として残った。そういうとまるで日本の兵隊はいいことだけをした

ように聞こえる。ただその根っこにはやはりアジアでの戦争がある。２、３分でいい

ので、日本のインドシナ半島攻略のところから歴史を紹介するべきだったと思う。 

 しかし、この番組を作った方々の歴史的な視座が非常にしっかりしている。小さい

ことだが、“Asia Pacific War”と呼んでいることは非常に勇気のあることだ。われわれ

は戦争を総括する勇気すらなくて「先の大戦」などと言うし、マスコミもそうとしか

呼ばない。これはきちんといろいろな歴史的な考証を経れば「アジア太平洋戦争」と

呼ぶべきもので、そこを番組の中で使ったことは相当しっかりした歴史観を制作者の
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方々が持っていた点にも敬意を表したい。 

 細かいところで気になることはあるかもしれないが、全体として題材がしっかりし

ていて、カメラワークもよい、感動的な作品だった。このような作品がこれからも生

まれてくることを期待している。 

 

○  よく撮れたな、と思うシーンがたくさんあった。例えば「父親は死んでしまったん

だ」と、何年も隠していたことを言う場面など、よく撮影できたなと思った。非常に

心に響くものがあったが、なぜ突然帰国することになってしまったのか。そこが、私

の勉強不足かもしれないと思い、インターネットで調べたりもしたが、あまりしっく

りこなかった。 

 これをベトナムの人が見たらどう思うのか。父親たちを突然帰国させたり連絡を取

れなくしたりする日本はひどいなと思うのか。その点は説明したくないのか、説明す

るような事実がうまく取材できていないのであえて曖昧にしているのか。その辺がわ

からなかった。 

 

○  この作品は、土を持って帰るシーンやお墓の前でうなだれて雨に打たれているシー

ンなど、涙なくしては見られない場面がたくさんあった。非常に心を打つ作品ではあ

ったが、美しい形にまとめようと制作者が意図したのを感じた。 

 祖父母の世代が戦争体験者である海外の視聴者は、この番組を見た時にある一定の

共有感を抱くかもしれないが、父親側の声、そして客観的な情報がもう少しあったほ

うがよかったのではないか。とりわけ現地のお孫さんや次の世代の人たちがどう生き

ているのかをもっと知りたくなった。 

 ベトナム語化してビデオ・オン・デマンドで配信した際にどのように受け止められ、

どんな視聴者数があったのか。ほかのアジアの国々の方はどう見たのか興味がある。 

 

○  これを見ながら何回も涙してしまったほど、心に響く番組だった。ただ、もう少し

時代背景の説明があれば親切だったろう。対仏独立戦争を戦ったベトナム残留日本兵

がどのぐらいいたのかなどわかれば、もっと感情が高まったと思う。 

 とてもよかったと思ったのが、日本に行っていいのかと何度も聞くベトナムの人た

ちの姿だ。そして彼らにスーツケースいっぱいのおみやげを持たせる日本人。しかも

そのおみやげに１人１人の名前を書いている。おそらくその人の顔を思い浮かべなが

らおみやげを選んだと思う。そういった細やかなところまでよく撮れていたと感動し

た。 

 

○  非常に感動した。これは日本の過去を扱っているが、中東などでは今でも同じよう

なことが起こっているので、現在にもつながる内容だと思った。 

 私も時代背景が十分わからなかった。例えば、父親たちは日本に戻らない選択肢は

なかったのか。誰しも戻らなければならなかったのか。ベトナムに残る人はいたのか。

つまり家族が大事なのか、国が大事なのか、どちらを選ぶのか。いったい国とは何な

のだろう。国とはそれだけ重要なものなのかと疑問を感じるに至った。 

 また、日本に戻ってから再婚しない人がいたとしたら、国がある程度安定したとこ
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ろでベトナムに戻る日本人がいてもよかったのではないかと思う。そういう疑問を持

ちながらも大変感銘を受けた。 

 

○  この番組は丁寧で細かいところまで本当によく取材をしていて上質なドキュメンタ

リーに出来上がっていると思った。歴史に翻弄された人たちは世界にたくさんいるが、

そういう観点でこういう番組を見るといろいろな思いがある。歴史を学ぶというより

も歴史から学ぶドキュメンタリーだったので、これは非常にＮＨＫらしい番組だと思

った。 

 

（ＮＨＫ側） ベトナム外務省は最初、このテーマだとロケを認めないと言ってきて、

取材するのに非常に苦労した。 

  「Ｔｈｅ Ｖｉｅｔｎａｍ Ｗａｒ」というアメリカのテレビ局のドキュメンタリー

が去年９月に放送され、これはベトナム戦争のアメリカ側から見たすべて

をさらけ出す、数本シリーズの非常に重厚なドキュメンタリーだ。ベトナ

ムが取材を認めたのだが、これを放送したら非常に議論を呼ぶ内容であっ

たため、ベトナム政府内で「こういうものを認めてはいけない」という話

になった。 

  我々は、「国交４５周年の記念の年に日本とベトナムの友好を増進する

ためにこの番組を作るので、別にあなた方の国をおとしめる意図は全くな

い」とベトナム側に話して、最終的に取材許可がおりた。 

 

（ＮＨＫ側） ベトナム語版のビデオ・オン・デマンドにはベトナムからかなり反響が

あった。参考値だが、英語でオン・デマンド公開したときの５月末までの

視聴総数は 1,728、ベトナム語版は 7,064と多くの人に見ていただいてい

る。 

 

（ＮＨＫ側） 視聴者からの反響については、ベトナム人も皆さんと同じで涙なくして

見られないという方ばかりだ。亡くなったスアンさんはベトナム国内でも

かなり報道がされていて、ちょっとした有名人なので、そういう意味でベ

トナムの方々にとっても貴重なフィルムだったのではないかと思う。 

  この番組はベトナムのメディアにも取り上げられた。そうした記事の電

子版には読者がコメントを残すことができる。「番組を見たけど、実は僕

のおじいさんも日本兵だったらしい。でも何もわからないんだけど」とい

う書き込みがあった。 

   欧米からも反応があり、そもそもこうした日本兵の事実を知らなかっ

た、そういうことがあったことを知ることができて非常にためになった、

という声があった。 
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＜視聴番組「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ： Ａ Ｔｈａｉ Ｓｔａｒ ｉｎ Ｈｏｋｋａｉｄｏ Ｐａｒｔ １、Ｐａｒｔ ２」 

 （４月４日（水）、４月１１日（水）９:３０ほか） 

「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ： Ｕｌｔｒａ-Ｈｉｇｈ-Ｐｒｅｓｓｕｒｅ Ｗａｓｈ ｏｆ ａ Ｃｏｌｏｓｓａｌ Ｓｈｒｉｎｅ」 

（５月２３日（水）９:３０ほか）について＞ 

 

○  タイの「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」はすばらしい、インドネシアの「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉ

ｌｓ」は凡庸という印象だ。私は日本から外国に行く人には、外国では頭を使わず、むし

ろ五感を使ってその国のこと、その社会のことを知ってくださいとよく言っていた。

このタイの日本プロモーション番組は、五感に訴える場面がほとんどだ。目で楽しん

で、舌で楽しんで、においを感じる。そういう徹底的に五感に訴えるやり方は、日本

のある１つの良い面を知るうえで非常にいい。視聴者は楽しめるし、好奇心を強める

と思う。 

 「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」は、クリーンな日本を１つのテーマにしていると思う

が、１５分は長い。もしクリーンな日本を強調するなら、いろいろと日本がクリーン

なことを重要視している場面をあの時間の中でさらに２つ、３つ取り上げられるので

はないか。あの清掃活動だけですべての時間を費やすのはもったいない気がした。 

 

○  「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」は、きれいな女優が北海道のすばらしい場所を旅して、タイ

の人たちに行ってみたいと思わせる効果があったと思う。 

 「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」は、超強力高圧洗浄機の技術を取り上げたいとインド

ネシア人側が求めたのか、それとも日本側から売りこんだのかはわからないが、向こ

うからのアプローチであればなぜ日本なのかとも感じた。その国の人たちがああいう

ものを水できれいにしたいと思うのかなと感じたところもあった。 

 

○  「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」は興味深く、旅人であるタイの女優が出演した映画も見てみ

たくなった。だからタイのプロモーションにとってもいいのではないかと感じた。た

だ、日本に来てほしい、日本はこんなにいいところだからと単純に訴えかける以上に、

タイにとってもいいものを作れるとしたらとてもいいのではないかと思った。 

 なぜ視聴ターゲットを絞るのか。あのタイ映画を北海道が誘致するところから番組

が関わることができたらターゲットを絞れるが、たまたま映画がヒットしたからその

ファンに向けてターゲットを絞るのでは、ターゲットが狭すぎるのではないかと感じ

た。 

 「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」は、ＳＮＳのインフルエンサーである出演者のフォロワ

ーをターゲットにするのはとてもいいが、高圧洗浄機を取り上げるのは唐突な感じが

した。なぜこの人に高圧洗浄機なのかがわかりやすければ納得して最後まで見られた

のではないかと思う。 

 

○  「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」の企画自体はいいとは思ったが、北海道の美しい景色やおい

しそうな食べ物などが、映像の面で魅力的ではないと思った。民放の、例えば芸能人

が食べ物を紹介する旅番組でも最近はもっとおいしそうに撮ると思う。あえて下手に

撮っているのかとも思った。北海道のもっとすばらしい景色を撮れると思うし、ＮＨ
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Ｋ自体はすばらしい映像美の番組がたくさんあると思う。もっときれいで魅力的に見

せられれば、より良かったと思う。 

 「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」は、高圧洗浄機だけで番組が終わってしまった。番組を

おもしろくするのだったらもっとばかばかしくやり切らないとだめだ。 

 

○  「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」も「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」も、着眼点はよいと思う。 

「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」はよく言えば非常にインターネット的、悪く言えば丁寧

さに欠ける。 

 「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」は、スキーリゾートとか、チーズフォンデュとか、焼きそばと

か、取り上げるものはありがちだが、タイの女優がタイ人の視点で旅してタイ人に向

けている点で意味がある。 

 ＮＨＫがタイやインドネシアの出演者を使う場合は、どういう形の出演契約の枠組

みを作っているのか。とりわけビデオ・オン・デマンド配信もしているので、そうい

った部分での枠組み作りにどのような考え方を持っているのか。 

 ターゲットとなる相手国があってそこに向けて発信して行くならば、出演者だけで

なく、ディレクターや編集担当者などもタイの方とかインドネシアの方にする方法も

ある。タイにはタイの人たちにウケるコンテンツの作り方がある。そこから学ぶ番組

制作の作法や文法みたいなものがあるのではないかと思う。 

 

○  「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」は映画と組み合わせているから、タイの人たちが最初からこ

の女優に興味を喚起される構成になっていた。これは上手だと思う。だが、食べ物は

あまりおいしそうではなく、それはちょっともったいないと思った。 

 それから、飯寿司の作り方を紹介するときに、あれだけ髪の毛の長い女優さんが三

角巾もエプロンもせずに手袋だけで生ものを触っている。せめてエプロンとキャップ

ぐらいは身に着けてほしかった。細かいことだが、気になる人は気になるのではない

か。 

 「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」の高圧洗浄機は、個人的にはあんなにきれいに落書きが

取りのぞけることを知り、爽快だった。しかし高圧洗浄機だけで３日間を紹介するの

は長い。 

 

○  タイの女優と、インドネシアのＳＮＳのインフルエンサーという違いはあるが、ど

ちらの番組も影響力のある人を使っていて、この手法はいいと思う。どちらも効果的

だ。 

 「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」はヒット映画を糸口にしていて、映画のロケ場所をなぞるよ

うに北海道を紹介している。我々から見ても結構有名な観光地を紹介しているので、

新鮮味に欠けるところがあった。もしタイの人にもっと北海道の良さを知ってほしい

なら、映画には出てこない場所を女優さんが紹介すれば、より北海道の魅力が伝わっ

たのではないか。 

 「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」のタイトルにある「Ｄａｒｅ Ｄｅｖｉｌｓ」が危険な仕事に挑

戦する印象を与えるが、そういう番組ではなかった。リポーターのプレゼン・スタイ

ルが、彼のやり方をよく知らない人には少し奇異に見えてしまう。インドネシアでは
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こういったやり方が普通なのか、こういうリポートスタイルがウケているのか、につ

いて説明があってもよかったのではないか。 

 日本にはきれいさ、掃除、洗浄にこだわる文化があることを外国人に伝える意図は

良かった。 

 

○  「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」は高圧洗浄機だけで１５分構成するのはきつい。１０

分ぐらいがちょうどいい。だからあと５分ぐらいは別の要素を入れるとよいと思う。

日本人の清潔好きと、落書きする悪ガキどもとの対決風にして、それを地域の全員の

人たちが大喜びするなどの演出が考えられる。 

 「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」は軽く見られる。きれいだ、おいしいだけで深さが足りない

のはしかたない。もう少し日本人の民族性、タイとの違いなどを入れたらどうか。 

 もう少し、あのような外国の人気俳優たちを番組に使っていくことを考えてよいの

ではないか。東北が今どういうふうに復興しているかは世界中の人が依然として関心

を持っているので、あの女優のような人に東北にも行ってもらう番組を作ったらどう

か。 

 

○  これはタイ人向け、あるいはインドネシア人向けに非常に工夫された番組の作り方

だと思う。タイには地下鉄とか高架鉄道があるので、その電車に乗っている間にスマ

ホで見られる長さのものならアクセス数は高くなるのではないか。 

 それから超強力高圧洗浄機は使いたいと考える人が出てくるのではないかと思った

が、場所によっては高圧すぎて建物が壊れてしまうところもあるのではないか。国に

よってはインフラがかなり手抜きで作られていることもあるので、高圧で洗浄すると

建物がガラガラ壊れてしまうこともあり得る。その点に配慮が必要ではないかと思っ

た。 

 

○  日本人が地方を紹介する番組は今たくさんあるが、「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」であのキャ

ラクターの女優があのような感じで紹介するのは、おそらくタイの方たちにも日本人

にも新鮮に感じられてよかったと思う。 

 「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」は、１５分の使い方と、清掃活動だけに特化した点に疑

問に感じた。 

 ＳＮＳとの連動に関していうと、コンテンツの質を落とさないでいかに今回のよう

に短い番組を構成していくかが、大切になるのではないか。だからＳＮＳの特性に合

わせて番組を作ったり編成したりしていく技術がより一層重要になると思った。 

 

（ＮＨＫ側） 権利の枠組みについての質問があったが、そのあたりをまさにクリアし

ながらやっている番組で、放送後にビデオ・オン・デマンドなどで１年間

展開することに応じて下さる方に出演してもらっている。「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏ

ｕｒｓ」で使用している映画の使用権も番組制作費に見合うものだ。 

  これからどういう展開をしていくかについては、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡ

Ｎは、特にアジアの中でも放送局としていろいろな意味でプレゼンスが重

要だと思うが、この枠でつながりができた現地のインフルエンサーをうま
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く使って、今後のプロモーション活動に展開していこうとも考えている。 

  指摘はまさにそのとおりで、耳が痛くなるようなことばかりだった。調

理シーンでの衛生面に気づかないのは普通はあり得ないことなので、そこ

は気を引き締めて行く。 

  「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」は、番組ではうまく伝わってないのかもし

れないが、あの高圧洗浄技術は、インドネシアの王宮の一部をきれいにす

るのに使った技術で、インドネシアの人たちに、「ああ、あれね」と気づ

いてほしいというところがあった。 

  この番組は、１人の人をお呼びして２つのエピソードを作る設定にして

いて、どうしても制作のスケジュール上、難しいところがある。インドネ

シアのほうは高圧洗浄と崖を上って山奥の温泉に行くという番組を制作

した。先ほどＤａｒｅ Ｄｅｖｉｌｓ感が感じられなかったという指摘を受けたが、

そこは制作現場もいろいろ意見交換をしながらやっているところだ。２つ

のエピソードのうち、一方がＤｅｖｉｌｓ感をうまく出せるときもあるし、なか

なか高圧洗浄のようにどこがＤａｒｅ Ｄｅｖｉｌｓ なんだろうという回もあり、

新しいスキームなので、その辺りをどうやっていくかというのもこれから

探っていきたい。 

  また、現地の制作者や手法を取り入れるべきという意見があったが、そ

の辺りもこれからやっていければと考えている。 

  東北の復興などに関してだが、これからの計画で「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅ

ｖｉｌｓ」は、次はベトナムのインフルエンサーを呼ぶのだが、家を引っ張っ

て動かす「曳家」に弟子入りをする３日間で、そのうち２日間が東日本大

震災の被害を受けたところでの住居の建て直しに参加する。 

  「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」は、今の番組の設計上ではどうしても映画ありき

でやっているので、なかなか東北の復興に直結することは難しいかもしれ

ない。今年度はこういう形でやっているが、今後、もっといろいろな形で

アジアの方、アジアのキャストに出ていただくような企画に発展させる足

がかりとして考えている。 

 

○  番組全体を作っていく方向性として、日本はすばらしいところ、美しいところだ、

ぜひきてくださいとひたすら強調していくのか。過剰に日本に対する美意識を持ち過

ぎて、日本に来てがっかりすることはないか。 

 

（ＮＨＫ側） そういうことは狙っていない。旅の番組の「Ａ☆Ｂ☆Ｃ Ｔｏｕｒｓ」はそう

いう方向になる可能性もあるかとは思うが、「３-Ｄａｙ Ｄａｒｅ★Ｄｅｖｉｌｓ」に

ついてはそういう方向にはならないと考えている。 
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平成３０年５月国際放送番組審議会 

 

平成３０年５月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６４７回）は１５日（火）ＮＨＫ放送

センターで７人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、視聴番組「Ｅｉｈｅｉｊｉ： Ｉｎｓｉｄｅ Ｄｏｇｅｎ’ｓ Ｚｅｎ Ｍｏｎａｓｔｅｒｙ」、「Ｋｉｄｓ Ｍｅｅｔ ｔｈｅ   

Ｗｏｒｌｄ」について説明があり、意見交換を行った。最後に国際放送番組の放送番組モニタ

ー報告の資料を配付し、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長   大西  洋 （オフィス タイセイヨウ） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡本 行夫 （外交評論家、㈱岡本アソシエイツ 代表取締役） 

委  員 鎌田由美子 （カルビー㈱ 上級執行役員、事業開発本部本部長） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委  員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜視聴番組「Ｅｉｈｅｉｊｉ： Ｉｎｓｉｄｅ Ｄｏｇｅｎ’ｓ Ｚｅｎ Ｍｏｎａｓｔｅｒｙ」 

                    （３月３１日（土）２３:１０ほか）について＞ 

 

○  すばらしい番組だった。映像の美しさ、永平寺の四季折々の自然、それから七堂伽

藍など、外国人を引きつけるに十分な映像だった。 

 また、曹洞宗の開祖である道元がどういうことを当時教えていたのか、ふんだんに

解説していたのが大変よかった。 

 ただ禅問答は中身が非常に難しく、私も聞いていてよくわからなかった。「首座法戦

式」とか、あるいは「臘八摂心」とか、外国人が聞いていてわかったのだろうか。日

本人が聞いてもわからない。 

 それに加えて外国人が禅問答を理解するのが、果たして禅宗、特に曹洞宗の神髄の

理解にあたるかどうかについても、もう少し解説があってもよかったのではないか。

ただ、禅僧が半年の修行の中でどんどん成長していく姿は、現代の社員教育にも十分

使えそうだ。こういった地域の魅力を伝えて、地域の創生に役立つようなスポットを

選定するのは非常に大事な点だろう。 

 ただ、永平寺が日本のどこにあるのかは海外の人はわからないのではないか。「西郷

どん紀行」のように、行き方や場所を、番組の最初か最後に示したらよかったのでは

ないか。 

 最後に一般論として、現在の日本で禅がどのように見られているか、あるいは日本

での宗教の位置付けがどうなっているかについて、外国人は非常に興味があるのでは
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ないか。道元がその時代にどれだけ影響力を持っていたのか、また今の日本で道元の

影響力はどうなのかなどの知識があれば、外国人視聴者が日本を知るのに非常に役立

ったのではないか。 

 

○  私も日本人でありながら仏教や禅についての知識がなく、自分を恥じているが、い

い勉強になり、感謝したい。 

 とてもよかった点がいくつかある。１つ目は、スティーブ・ジョブズ氏は禅に傾倒

していたことで有名だが、その話を織り交ぜたことでアメリカの若い世代がとても親

近感を持つし、日本人にも、ジョブズ氏の存在は大きかったので、コンテンツとして

とてもよかった。 

 もう１つ、とてもすてきだと思ったのが、日本の四季の変化が行事も含めてとても

わかりやすかったことだ。自然、星、天空の映像が、悟りの境地と親和性を持ってす

うっと入ってくる。映像がとても上手だと思った。 

 もう少し丁寧でもよかったと思う部分は、確かに形にとらわれる儀礼的なところも

あるが、精神の面で、形だけではなく日常の中でも禅の教えがあることが、もう少し

わかりやすく伝わるとよかった。いずれにせよ、非常に勉強になった。 

 

○  これは国際放送の枠とか、日本を紹介するとかいう枠を超えていると非常に強く思

った。それは、１つは内容に大変普遍性があり、かつ時空を超えて、まさに現代の世

界に訴求力のある道元のメッセージが非常に強く伝わってくるからだ。そして時空の

「空」のほうで言えば、イタリアの場面も、国境や民族を超えた普遍性のあるものに

訴えているところに非常に共感を覚えた。 

 ２つ目は、なぜ、これが国際放送の枠を超えていると強く感じたかというと、見た

人がみな、これは自分のこととして考えさせられてしまうからだ。禅の教えが否応な

しに、永平寺での生活、衣食住からくる。どんなものを食べて、どんなところに寝て

いて、どんなものを着ているかなど、まさに日常のわれわれの生活にも直接かかわっ

ている。そしてさらに言えば、問答形式等によってもわれわれの心の内面に入ってく

る。いきなりストレートに入ってくる。ある意味では非常に挑発的な感じがするし、

４０分の番組としては非常に重いと思った。 

 悪い点はあまりない。ただ、もっと時間を長く、あるいは第２弾が出れば、さらに

いい番組も作れるのではないか。 

 キリスト教の世界と違うようで似ていることも感じた。キリスト教にはいろいろな

宗派があるが、例えば戒律の厳しいカプチン派など、そのような修道院の生活と共通

したところが見て取れることもあり、若干の偶像崇拝もある。最後に何か食べるもの

をもらったりするが、あれもまさにキリスト教的なところと共通点があり、そういう

比較をすることにおいても非常に興味深い。 

 禅を知らない外国人が見ても、相当な部分で彼らの心の中に直接刺さっていくメッ

セージがたくさんあったと思う。 

 

○  すばらしい番組だった。この言葉はこのように翻訳すればいいのではないか、この

編集はもう少しここを短くしたり、もう少し長くしたりすればいいのではないか、最
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初はそんなことを思いながら見ていたが、最後はやはり対象としている題材の持つ迫

力、それから真実性に圧倒された。 

 何よりもこの番組は、国際放送であることをきちんと意識していて、どういうふう

に外国に、普遍的なメッセージとして伝わるかを、終始配慮していると思った。 

 禅宗が現代社会にどう影響を与えているかを、最後に入れたらもっとよかったと思

うが、大変立派な名作だった。 

 

○  本当に映像がすばらしいと思い、その映像のトーンから日本らしさと深みが伝わっ

て来た。禅のすごみや日本の奥深さみたいなことが全体から伝わってくるように、番

組のテンポや編集も仕上がっていたことがすばらしくて、よかった。 

 禅は日本人の心の中に漠然とある。私も深く理解しているわけではないが、何か、

その心みたいなものは染みついて持っていて、それが現代の日本人にどのように関わ

っているかを考えながら見たが、もう少しそこの説明があったらわかりやすかったか

もしれない。だから私もファンだったスティーブ・ジョブズ氏が、日本の禅に影響さ

れて、製品デザインが禅の精神から来ている点は、日本人としてとてもうれしく思っ

た。このジョブズ氏のところをもう少し踏み込んでいたら、ぐっと興味がひかれると

思う。でもそういうことをしないからいいのかなとも思う。 

 

○  まず感じたのは、これを見ることが視聴者にとってどういう意味があるのかという

ことだ。私は２点、この中から学べることがあると思った。一つは、拭き掃除のシー

ンだ。掃除機を使わず手で拭き掃除をする。便利であることが至上価値ではないとい

うメッセージを受け取った。もう一つは料理をしているシーンがあったが、食材を何

一つ無駄にしない。すべて料理の材料にする。食べ物を粗末にしない価値観の重要性

が、あの映像の中にあった。 

 一方、もう少し描いてほしいと思った点は、若い僧が半年、あるいは１年、禅の修

行をしたことによって具体的に何が変わったのか。それから、アメリカ人とイタリア

人の高齢の禅僧が出てくるが、あの方たちは、どういうふうに変化したのか。そうい

う人間としての変化が出てくるともっと深みが出ると思った。 

 曹洞宗の道元は非常に特徴のある方で若いときに相当苦労されている。道元の生涯

を２、３分、アニメなど何か別の形で描けたら、この永平寺の持つ意味が日本人にも

外国人にももっとよく伝わったのではないかと思った。 

 

○  生活そのものが修行だというイメージが非常に伝わってきて、修行とはこういうも

のだと日本人にもわかりやすかったと思う。外国人も日本人と同じような立場で理解

できる番組だった気がする。 

 四季の美しさが非常に目立ったが、１つだけコメントすると、自然の中で修行する

厳しさがもう少し映し出されればよかったと感じた。 

 道元の思想の普遍性が番組を通じてメッセージとして伝わったので、全体的にはす

ばらしい番組だと感じた。 

 

（ＮＨＫ側） この番組は、福井放送局が企画し、国際放送局がこれまでに培った英語
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版制作のノウハウを提供する形で実現した。 

  禅問答をまとまった時間で紹介した背景には、ヨーロッパに禅が伝わっ

て半世紀以上が経過し一定の理解が期待できること、特に、禅問答につい

て世界的なナンセンス文学の一種であると論じるフランスの哲学書があ

るなど、ヨーロッパの知識層の間で関心が高いということがあった。 

  永平寺のアクセスについては、指摘通り最後に紹介すべきであった。今

後の制作に生かしていきたい。 

  禅の伝え方においては、放送を視聴するそれぞれの地域の宗教等を考慮

することを定めた「国際番組基準」を踏まえ、客観的な事実をコメントす

ることで、永平寺の取り組みが、国際的に貴重であることを表現する形を

とった。 

  今回、高い評価をいただいたことを永平寺、そして、福井放送局と共有

し、今後について検討していきたい。 

 

 

＜視聴番組「Ｋｉｄｓ Ｍｅｅｔ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ 

－Ｍａｋｉｎｇ Ｖｉｄｅｏｓ, Ｍａｋｉｎｇ Ｆｒｉｅｎｄｓ： Ｎａｇａｎｏ Ｍｅｅｔｓ Ｒｗａｎｄａ」 

                 （３月２４日（土）０:３０ほか）について＞ 

 

○  率直に言って失望した。なぜ失望したのか、もう一回見て、やはり失望した。ルワ

ンダで惨劇があった、しかし今はみんな仲良くしている、だから日本もいじめをやめ

よう、仲良くしようと言って、ビデオを送ることになる。そこで延々と子どもたちの

雪合戦のときの笑い声とか、子どもが作ったビデオをずっと放送する。 

 一方で、ルワンダはそんなものではない。今でもあそこでは惨劇のときの洋服が、

血が付いたまま色褪せもせず保存されている。人々の必死の和解が進められている。

もともとあれは民族同士の対立ではない。宗主国のベルギーが統治しやすいように、

家畜を１０頭持っているやつはツチだ、持ってないやつはフツだと、まことに人為的

に２つのグループを作って、そしてツチにフツを統治させた。積もり積もった積年の

フツの恨みが爆発して、世界にもまれに見るような残虐な行為に至った。それと、子

どもたちの非常に軽い受け止め方とは、どう重なり合うのか。 

 そもそもルワンダの重みを日本のいじめと比較するのは無理な話だし、子どもたち

には何の責任もない。長野県が一校一国運動をやっているのも非常にいいことだ。し

かし、あのフィルムからは、ルワンダ側の反応は一切伝わってこない。あのビデオが

どこに送られたのかもわからない。こちらが異様に軽くしてしまったものを言いっ放

しにしてそれでおしまいだ。非常に厳しいことを言うが、ＮＨＫ国際放送は、国際ス

タンダードにマッチするものを作らなければいけない、非常に難しい重い使命を抱え

ていることは忘れないでいただきたい。 

 

○  ルワンダは今の大統領のもとで非常に治安が保たれている。だが、重装備をした兵

士がポツンポツンとまだ治安を守っている。一見、ツチ族とフツ族が本当に穏やかに
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働いてはいるが、職場でも休憩の時間には別々のところで固まって食事をする。表面

的には平和そうに見えても、親を殺された、子どもを殺された、といった気持ちが生々

しく残っている。 

 この番組を見た時に、とても軽いと思った。軽くなっているのは、子どもたちにと

ってそれを理解するのは本当に難しくて、やはり少し無理があったのではないか。雪

合戦の様子はほほえましいが、その一方でルワンダの子どもたちの状況を考えると、

いったい誰がこのビデオを見たのだろうか。ルワンダの状況は、番組の中に全然出て

こないので、誰のために送ったビデオなのか。失礼な言い方をすると、平和な国の自

己満足にもなりかねないような寂しさも感じた。 

 子どもたちが世界の国を知っていくことと、そうした行いが続いていくことはいい

ことだと思いながら、どうコメントしたらいいのか、正直わからなかった。 

 

○  これは国際放送ではなく、むしろ国内放送だろうと思った。アフリカでは「和解」

が難しい。平和が実現できても、和解は心の中を含む問題だから、時間とエネルギー

がかかる問題だ。この番組を見た、あるいは参加した小学生の子どもたち、あるいは

日本人に和解の難しさについて少しでも理解が深まってくれたならば、そこは意味が

あったと私は思う。 

 われわれ日本人の大きな課題は、アフリカに誰も興味を持たないことだ。どうやっ

てアフリカに興味を持たせるかが非常に大きな課題なので、日本の人たちがこういう

国があるのだと少しでも理解が深まるなら、それはそれでいいと思う。 

 アフリカは地理的にもいろいろな意味でも遠いが、実は日本人にとっては自分探し

みたいなところがある。アフリカに行ってアフリカの実態を見ることによって、実は

日本を知ることになり、そのことは日本人には意味がある。イギリスで病院に行った

ら看護婦はみなアフリカの出身だ。そうした世界とわれわれ日本人の世界は違ってい

て、アフリカは身近にはない。アフリカを知ることによって、それでは日本とは何か、

自分とは何かと考えるには、非常に好個な材料であると思う。 

 

○  番組のタイトルが「Ｋｉｄｓ Ｍｅｅｔ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」で、2020年の東京オリンピック・

パラリンピックが迫る中で企画した番組だと説明があった。そういう視点で、この番

組を見た。 

 着眼点はおもしろい。長野県に一校一国イニシアチブが実際あることも、恥ずかし

ながら初めて知った。そして、この三本柳小学校がルワンダと関わりがあり、その中

でルワンダ出身のガテラさんが年１回、その学校を訪問していろいろな人と話をする

非常にほほえましい光景があった。小学生は海外に目を向けられる。そして自分たち

のいじめの問題に言及する。だがいじめの問題と民族の対立は全然別次元の話だと思

うし、いじめ問題の解決策をそこから見出そうとしているところにも相当無理があっ

たのではないか。だが、日本の子どもたちが海外に目を向ける姿勢を紹介することは、

よかったのではないか。 

 とは思いつつ、これが日本で放送されたらそういう解釈が成り立つかもしれないが、

海外に放送されて、ルワンダ側でどう受け止められたのかについては少し複雑な思い

がする。 
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 だから、実際に日本の子どもたちがどういった生活をしているのかとか、どういっ

た意識があるのかといったことをもし紹介するのであれば、さきほどの永平寺の若き

禅僧の話ではないが、例えば校内の清掃を自分たちでやるとか、あるいは給食を自分

たちで配膳するとか、そういったことを紹介するのも、世界に対して十分有意義だっ

たのではないか。 

 

○  この企画を立てたときに、ルワンダのことが最初にあって「Ｋｉｄｓ Ｍｅｅｔ ｔｈｅ   

Ｗｏｒｌｄ」の企画を立てたのか、それとも企画を立てて最初の題材としてルワンダを選

んだのかが、気になった。企画自体はとてもいいが、最初に選ぶ題材にしてはかなり

難しい。あまりにもヘビーで、これを外国の人が見て大丈夫かと漠然とした不安感を

抱いてしまった。 

 企画を立てたとき、最終的な仕上げをイメージできていたのか。なぜわざわざルワ

ンダなのか。あまりにも難しい題材を最初に選んでやっている感じがした。 

 

○  ルワンダのことで理解が難しいのが貧困だ。ＨＩＶ陽性者の半分しか薬を毎日飲ま

ない。その理由は貧困だ。貧困について詳しく調べると、朝食べる食事がない。病院

は食事をしてから薬を飲めと言う。ところが前提となる食べるものがないので薬を飲

まない。 

 その貧困が理解できないまま、あのようなとてもきれいなバスケットボールの体育

館を見せると、あまりにも大きなギャップにびっくりしてしまうのではないか。サッ

カーだったら同じような感じでやれるが、その辺りの理解が難しいと感じた。 

 だが、いいところもたくさんある。例えばタイトルはとてもいいと思った。そして

２０年間、一校一国運動が続いている。これはなかなかほかではない例だと思う。こ

の運動がこんなにも続いていることをもっと強調してもいいと思う。 

 それから、ほかの委員が掃除や給食のことを言っていたが、そのような日本の小学

校では当たり前と思っていることが、実は当たり前ではないことを海外に伝えるのは

いい。 

 注意しないとわからないが伝わっていたのが、廊下の拭き掃除だ。これは永平寺の

拭き掃除とつながって、禅でやっていることが小学校に生きて伝わっていると感じた。

そういうことを当たり前にやっている日本の学校、その辺りをアピールするとよかっ

たのではないか。 

 そして、いじめの問題が出てきたが、あれは小学生なりにルワンダのことを自分の

問題として捉えようと、精いっぱい努力したことは評価していいのではないか。 

 もう１つ感じたのは、この番組でおそらく気をつけていると思われたのが、リアル

なものに子どもたちを接しさせてあげたいと考えたところだ。それでガテラさんを呼

んで話をしたり、髪の毛に触ったり、ルワンダをより身近に感じられるような工夫を

していた。そういう本物に接する企画は今後も続けていってほしい。今後中学校が出

てくれば、もう少しおもしろい番組になるのではないかと思った。 

 最後に紹介されたウェブサイトを見たところ、第２弾の宮城県とパラオの番組があ

り、そこで子どもたちが８０歳か９０歳ぐらいのおじいさん、おばあさんにインタビ

ューして、日本人ってどう思うかとか、パラオに行った日本人としてあのときどう思
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ったか、戦争が終わってどう思ったかとか、そういうインタビューをしているが、そ

のビデオはとてもよくできていると思う。 

 

○  過去の惨劇の重さといじめとの組み合わせが多少無理があったのではないかと指摘

があったが、私もそれは感じた。だが、この子どもたちが今後、日本や世界を背負っ

ていくことからすると、ＮＨＫの国際放送で子どもたちが様々なメッセージを世界に

伝えていくことはとても重要だ。 

 2020年の東京オリンピック・パラリンピックの観点からすると、世界キッズ弁論大

会みたいなものがあって、３歳、４歳から小学校１、２年生の子どもたちが世界から

集まって自分の言いたいことを言う。話す内容がとてもすばらしい。こういったもの

も国際放送で取り上げるといいのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） まずこの番組の最初の企画は、ルワンダとか、地域や国ありきではなく、

最初に日本の子どもたちの本音、素顔、今の本当の姿を海外の人に見ても

らいたいと考え、できるだけ大人の都合で番組を誘導しないように気をつ

けた。 

  なぜルワンダと長野だったのかというと、一校一国運動の始まりが 1998

年の長野オリンピックの時だったので、まず番組のスタートはここから説

き起こして、そもそもの運動の出発点、しかも２０年後のいまも長野県で

は非常に熱心に活動が続いていることを、第１回のパイロット版として取

り上げようと、長野の三本柳小学校を主人公に据えることを決めた。 

  もともとこの学校は、一校一国運動の時はボスニア・ヘルツェゴビナを

調べていた。調べるうちに、地雷原があることを知り、子どもたちがリサ

ーチを進めていくと、地雷で足を失った人たちがルワンダに大勢いること

を知って、そこからルワンダとの交流が始まった。ルワンダで義足を無料

で作っているガテラさんと学校との交流が１４年間続いているので１回

目は長野の学校とルワンダを取り上げることになった。 

  子どもたちが調べていく過程で、虐殺やいじめの話はどうしても避けて

通れなかった。当初は千の丘と言われる非常にきれいな風光明媚なところ

などルワンダの様々ないいところも取り上げたいと思っていたが、最終的

には子どもたちが自分のこととしてその問題を考え始めると、いじめの問

題も避けて通れないと、子どもたち自身がそこにたどり着いた。だから番

組の出発点において虐殺といじめを制作者が意図してつなげたわけでは

ない。例えばご両親がルワンダからケニアに逃れて、ケニアでこの番組を

見たという視聴者のモニター報告に、「メディアはアフリカというとすぐ

貧困や虐殺につなげるが、ルワンダにはおいしいものもきれいな景色もあ

る。そういうところをもっと描いてほしかった」とあり、ああ、やっぱり

そうかとすごく心を打たれた部分がある。 

  無理に結び付けたという意見はモニターの間では少数派だった。むしろ、

一見とてもシリアスなテーマをシリアスに見せずに、子どもたちのひたむ

きさを感じながら最後まで見ることができた、と好意的な意見もかなり多
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く寄せられている。 

  国際スタンダードに達していない作りではないかという指摘は、そのと

おりだと自覚している。この番組は、最終的には日本語版を作って国内で

も放送する予定があり、世界と日本向けに制作したため、演出的にはどっ

ちつかずになった部分が確かに存在する。これは今後の課題として、２本

目以降は直していきたいと思っている。 

  先月、日本語版を長野県域で放送したところ、非常に好評を頂いた。好

評というのは、通常の国内で作られている地域番組とは作り方やテイスト

が全く違っていて、こんな番組もあるのかと新鮮だったという意見と、地

元の長野がこういう取り組みをしていたのを長野在住者なのに知らなか

ったので非常によかったという意見があり、国内でも続編が期待されてい

ると受け止めている。 

  もう１つ、これは一番の課題だと思っているのは、番組内でルワンダ側

の反応がなくて尻切れトンボで終わったという意見が多かったことだ。続

編をいま制作中で、でき上がったＶＴＲを持ってルワンダに行き、子ども

たちに見てもらい、どういう反応があったかを６月に放送する予定だ。 

  今後も、２５分の中で両方のビデオレターの往復を描くのがなかなか難

しいところもあるので、前編、後編に分けて、それぞれの反応も含めてき

ちんと描いていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） インターネット上のテレビ電話などの技術を使って、子どもたちが最初

に人を介して紹介してもらうとか、さまざまな出会い方の演出を試みなが

ら進めていこうと考えている。青梅市の子どもたちが、カヌーで留学され

ている羽根田卓也選手を介してスロバキアに出合って行くことを考えて

いる。ディレクターがビデオを持って現地に飛ぶのは、制作費の問題もあ

るので、テクニカルな部分でそういう手段も講じていきながら制作を進め

ていきたい。 

 

（ＮＨＫ側） この番組はオリンピックまでいろいろな国との関係が深まっていくさま

を、連続ドラマがあるのだから連続ドキュメンタリーがあってもいいと考

えながらずっと育てていきたいと立ち上げた。外国と日本の子どもとの交

流が今から２、３往復する中で、相当核心の部分に触れざるを得ないこと

にもなっていくと思うので、それを一緒に追いかけて行きたい。 

  内閣府がオリンピック･パラリンピック参加国全部と日本の市町村をホ

ストタウンとして結び付ける取り組みをしていて、また、東京都も世界友

だちプロジェクトというものも作っており、そういうことも意識している。

温かく見守っていただきたい。 

 

○  少し心配になった。シリアスな話題をシリアスにしないで作れてよかったという声

があったと聞いて、では、われわれが言ったことをどのくらいわかったのか、と思う。

とにかく子どもが作ったビデオを延々と見せる。「僕たちは休み時間にはサッカーをし
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ています、君たちは何をやっているの？」と、そういう質問をいくつもいくつもする。

ほかの国の番組であればあのシーンは出て来ないと思う。 

 いま取材チームが現地に飛んでいるのは非常にいいことだ。ぜひ編集の段階では、

見ているのは大人の視聴者のほうが多いので、やはり大人の鑑賞に堪えるようなもの

を作ってもらいたい。ルワンダのフツとツチの殺し合いの本質が何であったのかも少

し勉強して、そして世界の大人に対して、新しい視点を提供できる番組に仕立てても

らいたい。 

 

○  確かに今の説明でとても伝わってくるところはあった。ただその一方で、先ほどは

言わなかったが、例えば髪の毛に触るところも、人種による身体的特徴の違いも様々

ある。あれは世界に流すべきシーンなのかとは少し思った。 

 学校に行けない、食べ物のない子たちがかなりいる場所で、恵まれた環境にいる子

どもが「皆さんは何をやっていますか」と聞くのも、私はとても違和感があった。 

 どういう形でルワンダの人たちは受け取ったのか伝えられていないので、どうなっ

たのか知りたい。 

 

○  最初からルワンダありきだったわけではないという説明だった。そして小学生がル

ワンダとの関係を掘り下げていくうちにいじめの問題、そしてルワンダ側の内戦の問

題に行き当たったのだとすれば、なおさら、この三本柳小学校が一校一国運動の中で

なぜルワンダとそういう関係になったのかの背景説明や、ガテラさんがこの小学校に

年に１回来ている背景説明がもう少しあってもよかったのではないか。 

 

○  きょう見た番組は氷山の一角のような気がする。おそらく 2020年に向けてこの類の

番組は増えていくと思う。一校一国運動は長野にとどまらない。オリンピックに向け

て各都道府県それぞれがこういうことを始めていく。 

 さきほど「県内で好評だった」という話があったが、それは非常に魔物だと思う。

おそらく県内では好評だっただろう。ただ、日本の若干「独り善がり」のところが、

そういうところにもなんとなくにじみ出ているように感じる。2020年に向けてＮＨＫ

もさまざまなかたちで国際親善や国際交流の番組を作っていくと思う。その時に心し

なければいけないことが、今回の番組の中にあるのではないか。 

 例えば、オリンピックの１つの大きなテーマは復興だ。復興五輪も、これも実は裏

返して言うと、注意しなければならない。ルワンダをはじめとして様々な国で、全然

復興していないところは山ほどある。日本は皆さんの協力によってこれほどすばらし

い国に復興したというメッセージを、果たしてそのまま素直に世界は受け止められる

か。まさにそういう問題になってくるので、独り善がりは自戒したほうがいい。それ

が、今後２年間に公共放送ＮＨＫが考えるべきことではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 独り善がりにならないほうがいいというのは、全くそのとおりだと思っ

ている。１つの素材を使って国内と海外の両方で放送しようと取材をして

いくと、どうしても国内のほうに意識がいくことがある。やはり国内の番

組、国際の番組がどういうふうに見えるのか、誰が見るのか、誰に対して
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どういうメッセージを送るのかを改めて考える必要がある。まさに海外の

大人の視聴にも堪えるような番組にするよう、１回立ち止まる。放送する

時には、これを誰が見るのかを考え直してやっていくべきだと改めて感じ

た。 

 

○  番組説明文に、「番組は、全国の小中学校が、海外の特定の国や地域を応援する運動

を紹介し」とある。この「応援する」部分が今後どの程度強調されていくのかが、少

し気になる。実際、この番組の中でも応援する具体的な試みとして、空き缶を集めて

それをルワンダにフィードバックする話が出てきた。これが主題ならば、「Ｋｉｄｓ Ｈｅ

ｌｐ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ 」のようなタイトルになると思うが、タイトルは「Ｋｉｄｓ Ｍｅｅｔ ｔｈｅ 

Ｗｏｒｌｄ」で、ほかの部分では応援よりも交流が強調されている。交流なのか、応援な

のか。そのバランスを今後どうとっていくのか。例えば交流相手がアメリカやイギリ

ス、フランスだった場合は応援の話になるのか、今後の方針を伺いたい。 

 

（ＮＨＫ側） 今後取り上げる国としては、日本の子どもたちが既に知っているイギリ

スやフランスなどではなく、聞いたことのない国、出合う機会の少ない国

と出合う機会を作っていきたいと思っている。基本的に、交流しながら応

援するスタンスで行きたい。 

  今後も宮城県の蔵王町とパラオ、それから東京の青梅市とスロバキアな

ど、基本的にはなるべく知られてない国に日本の子どもたちが出合ってい

く番組を考えている。 

 

（ＮＨＫ側） 続編についてはガテラさんの工房も訪ねつつ、現地のキリスト教系の小

学校に赴いてＶＴＲを子どもたちに見てもらって、それに対して子どもた

ちが話し合う風景などを撮影する予定で今、ロケに入っている。 

 

○  子ども同士が仲良くなりましょう、というその主題は変わらないのか。 

 

（ＮＨＫ側） 例えばある贈り物が海外から届いて、それを日本の子どもたちが、いっ

たいこれは何だろう、と辞書を引きながらいろいろ調べていくなどの手法

も考えられる。ビデオを交換するだけでは継続が難しい。さまざまな形で

世界に出合う瞬間を捉えていくことを重ねていくと、交流にもなるし応援

する気持ちも出てくる。そうして育っていく感受性や人生観を追跡してい

きたい。今、さまざまな指摘があったが、非常に深いところまでたどり着

けるような、そういうものにしていきたい。 

 

○  例えば漠然と「交流」とすると、どうしても政治や経済、宗教など深刻な話になっ

てしまうので、例えばスポーツとか音楽とか芸術など何かテーマを明確に１つ設ける

と、それを軸に交流できる気がする。今回はそれがなくて漠然と交流しているので、

こんな能天気な感じでいいのか、という印象が残ってしまったと思う。 
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（ＮＨＫ側） ２回目の放送はパラオを取り上げたが、少しずつパラオを知っていく中

で、８０歳代の高齢者に戦争体験をインタビューするところにたどり着い

た。その次の回は青梅市で、スロバキアにカヌー留学していた羽根田選手

を通してスロバキアに出合うが、その中でカヌーを始める子も出てきて、

スロバキアに歩み寄る非常に素朴な気持ちが出てくる。さまざまな形が今

から芽生えていけばいいなと思っている。 

 

（ＮＨＫ側） きょうは視聴番組に対して、非常に貴重な意見を頂いた。これから 2020

年に向けてスポーツだけではなく、文化や芸術など、オリンピックに向け

たさまざまな動きに、ＮＨＫも中心となって取り組んで行きたいと思って

いる。その中で、指摘されたように、日本の独り善がりな発想では世界に

通用しない部分もあると思う。きょうは非常にいいタイミングでこの意見

を頂いたと思っている。この「Ｋｉｄｓ Ｍｅｅｔ ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄ」だけではなく、

これからさまざまな番組を 2020 年に向けて作っていくことになるので、

意見を心して参考にしていきたい。 
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平成３０年４月国際放送番組審議会 

 

平成３０年４月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６４６回）は１７日（火）ＮＨＫ放送

センターで７人の委員が出席して開かれた。 

会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、視聴番組「ＫＵＲＡＲＡ: Ｄａｚｚｌｉｎｇ Ｌｉｆｅ ｏｆ Ｈｏｋｕｓａｉ’ｓ Ｄａｕｇｈｔｅｒ」、「Ｂｉｚ Ｓｔｒｅａｍ」

について説明があり、意見交換を行った。最後に国際放送番組の放送番組モニター報告の

資料を配付し、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

委 員 長   大西  洋 （オフィス タイセイヨウ） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委  員 鎌田由美子 （カルビー㈱ 上級執行役員、事業開発本部本部長） 

委  員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委  員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委  員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜視聴番組「ＫＵＲＡＲＡ: Ｄａｚｚｌｉｎｇ Ｌｉｆｅ ｏｆ Ｈｏｋｕｓａｉ’ｓ Ｄａｕｇｈｔｅｒ」 

 （Ｐａｒｔ １：４月７日（土）8:10ほか、 Ｐａｒｔ ２：４月８日（日）8:10ほか）について＞ 

 

○  Ｐａｒｔ１の最後に追加された海外ロケのドキュメンタリーパートが非常によくできて

いた。ただ、時間は限られているとは思うが、北斎や浮世絵がゴッホに与えた影響に

ついての解説がもう少しあってもいいのではないかと思った。 

 海外でインタビューした人たち２人のコメントがとてもよかった。日本の画家は自

分自身が魂になって絵を描いているとか、あるいは父と娘による合作に関するコメン

トなどがあった。ただ、こういう番組を作るときに、毎回こうした海外ロケをやるの

だろうか。今後、どういう方針なのか知りたい。 

翻訳に関してはかなりよくできていたと思うが、例えば「あがいて、あがいて、あ

がきまくる」など、そういう感情的な表現が簡潔過ぎる場合と、逆にくど過ぎる場合

があった。この辺はもう少し工夫のしようがあるのではないかと思った。 

 また、海外ロケの場面をＰａｒｔ １の最後に置いている。そこがベストな場所なのかど

うか、少し気になった。 

 

○  まずとてもよい脚本だと思った。出演者も非常によくて、すばらしい出来栄えのド

ラマだ。このような番組をぜひ字幕を付けて海外に出すべきだと強く思った。 

 字幕については、今回できるだけ心をよこしまにして文句をつけるつもりで見たが、

文句がつけられなかった。すばらしい字幕だった。後学のために、字幕担当の方をぜ

ひ教えてもらいたい。 
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 これを海外に出していくときに、さらに付加情報としてインタビュー・パートがあ

ったのも、非常によい試みだと思う。欲を言えば、北斎の絵についてそれほど知らな

い視聴者もいると思うので、そういう人のために、北斎の作品そのものについて入門

的な説明があったら、北斎について知っている人は確認できるし、知らない人は、そ

うだったのかと日本の文化について知ったような気になれる。そういう情報が番組の

冒頭か末尾にあるとさらによいものになったのではないか。 

 

○  本当にすばらしいドラマだ。時代と国が異なっても、人間は根本的に変わらないこ

とが伝わるドラマだった。海外の絵画にあれほど影響を与えた浮世絵を、このように

英語のドラマで伝えていくことができるのは、本当にすばらしい。非常に親近感をも

って日本の文化を外国の方にもすっと受け入れてもらえる。こんなドラマをもっと作

っていただきたい。 

 もう少し突っ込んでほしかったと思うのが、大英博物館で英国人ディレクターが北

斎作品の展示ポイントなどを日本語で話していた場面だ。英語で話してもらったほう

がもっと細かいところまで聞けたかもしれない。日本語で話したがゆえに、情報が薄

くなってしまったようで、もったいなかった。 

 いずれにせよ、この作品自体は大変すてきで、もっと日本の文化をこういう形で発

信してもらえるとＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのファンが増えると思った。 

 

○  とても楽しく見た。大画面の４Ｋで見たらとてもきれいだったろうと思った。 

 北斎のアトリエの様子が、現代のデザイン事務所に通じるものがあってとても現実

味があり、海外の人が見てもわかったのではないか。非常におもしろかった。 

 ただ、北斎は世界の美術史においてとても影響力を持っているアーティストなのに、

どのくらいすごい人なのかがほとんど触れられていなかった。そのすごさが大英博物

館の場面でもっと深く伝わるとよかったのではないか。 

 いずれにせよ、日本文化を非常にわかりやすく伝える番組で、とてもよかった。 

 

○  このドラマを見て私は相当びっくりし、衝撃を受けた。それほどいい番組だった。

これはもはや日本の文化の紹介ではない。ヨーロッパのこの分野に興味のある人にと

っては、自分たちの問題として受け止められる共通点が数多く出ていたと思う。まず

冒頭にアトリエというか工房が出てきたときに、「ああ、これはボッティチェリの工房

だな」と思ってしまう。ルネサンスの頃はこのような感じだったのだろうと、おそら

く海外の人はすぐわかるのではないか。 

 それから「光と影」という話がいろいろなところに出てくるが、バロックのカラヴ

ァッジョから、フェルメール、レンブラントという美術史の流れに即して、ヨーロッ

パの人たちはこの場面をおそらく理解できるだろう。 

 さらに蛇足だが、北斎が９０歳近くまで生きて最後まで絵筆を落とさずやっている

のは、まさにそのぐらい長生きしたミケランジェロを思わせる。それにひきかえ、ド

ラマの脇役の善さんは、ラファエロのように短命だなと感じた。 

 こう考えると、この題材を選んでこういう映像を展開したのは見事で、作った人は

本当にすばらしいと思った。 

 一方でこのドラマの主人公は北斎の娘・お栄さんだ。この時代の女流画家がこれほ
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ど出てくるのは、おそらくヨーロッパの人から見ると新鮮だと思う。女流画家でこれ

ほど名を残した方はヨーロッパの近世にはそれほどいないのではないか。北斎の娘が

画家だったことは、日本を海外に訴える上で非常に訴求力のあるメッセージだと思う。 

 ヨーロッパの美術史を見ると、メディチ家が後ろにいたとか、ローマ法王が背後に

いたとか、時の権力者、時のパトロンと画家の関係が常に見え隠れする。要するに当

時の画家たちは職人なのか、芸術家なのかという主題が出てくるので、おそらく外国

人がこの番組を見たら、江戸時代の職人でもあり芸術家でもある北斎及びその一派は、

どういうところからお金をもらって、どうやって稼いでいたのかに非常に関心を持つ

と思う。だから、背後にある権力者との関係がどうなっていたのかがドラマのどこか

にもう少しにじみ出ていればさらにおもしろかったのではないか。 

 作品の説明がもう少しあればよかったという意見には賛成だ。北斎もそうだが、お

栄さんが描いた吉原の絵など、まさに主題は「光と影」であり、そういうものについ

て若干の説明があれば、より外国人の理解は深まると思った。 

 Ｐａｒｔ１に出ている英国人のコメントは非常によかったが、Ｐａｒｔ２にも、現代の外国

人がそれをどう見ているかについてコメントが少しでもあればよかったのではないか。 

 

○  「Ｄａｚｚｌｉｎｇ Ｌｉｆｅ ｏｆ Ｈｏｋｕｓａｉ’ｓ Ｄａｕｇｈｔｅｒ」という副題を見ればわかるとはい

え、果たしてこのタイトル「ＫＵＲＡＲＡ」を海外の視聴者は理解できただろうか。意

味のあるタイトルだったかどうかは疑問に思った。 

 それから当時はどういう時代だったかは、われわれは日本史を学んで大体わかって

いる。だが、２度、３度登場する江戸の火事が、当時の江戸で社会的大問題になって

いたことなど外国人は理解できただろうか。 

 あとは北斎の社会的地位だ。江戸時代も階級制度はあったが、絵を描くアーティス

トの社会的地位がどうだったのかも、当然疑問に思うのではないか。家の中で北斎と

弟子としてのお栄さん、あるいは何名かいた弟子と師匠など。ヨーロッパに行けば徒

弟制度があるが、日本の師と弟子の関係はヨーロッパと違うのかも、ドラマの中で説

明できていたかどうか。 

 また、脇役の善さんが芸者と結婚するが、こうした結婚のあり方が一般的だったの

かどうか。このあたりに疑問がわいたのではないかと思って見た。 

 

○  私も、特にきちんと説明しないと外国の方にはわからないなと思ったのは、役者絵、

挿絵、枕絵の違いだ。日本人でもなかなかわかりにくい。もともと日本人向けに制作

したドラマを英訳して海外に放送しているのだから、外国人向けの説明や解説がメイ

ンになる必要はないが、そこはひと工夫あってもよかったと思う。 

 映像の合成もしっかりできていたし、色合いも非常にインパクトが強かったと思う。 

 火事の場面で気になったのは、「火事だ」と言うときに登場人物たちが笑うところだ。

あの時代はおそらく火事を見て盛り上がる習慣があったかと思うが、外国人がこの場

面を見たときにどう思うか。こうした場面にあえて解説をつけるのも変だとは思うが、

多少違和感があった。 

 今回のこのドラマと次に意見交換する経済の番組の２つをこの審議会で取り上げる

のは意味あることだと思っている。文化を伝えている人は大勢いるが、日本の文化は

本当にすばらしいのに、最終的にそれを使ってどこで稼ぐのかなど、ビジネスの視点
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で見る姿勢が、イタリア、フランスに比べると、日本は国策も含めて弱いと思う。東

京オリンピック以降、文化が日本経済をいかに支えていけるかが、将来的に、日本を

大きく変えていく鍵となる。結論から言うと、きょう日本文化と経済についての２つ

の番組を国際放送の審議会で取り上げたことの意味をとても強く感じた。 

 

（ＮＨＫ側） ふに落ちるところの多い意見を頂いた。とにかく日本のドラマを世界で

見てもらいたい、日本を知ってもらいたいとここ十年来思い続けてきた。

まず７年前に、信頼を置いている女優・宮﨑あおいさんにお願いしてドラ

マ「蝶々さん」（総合・2011年１１月放送）を作った。それから今回、「北

斎の娘」に再挑戦した。 

  世界の方々に日本を見てもらうことを考えた時、渋谷のスクランブル交

差点を往来する若者の生き方を捉える番組もあるが、日本人の心の奥で常

に変わらない部分を届けられたらと考えたとき、それはドキュメンタリー

のようなものではない、ドラマでなければ届けられないものではないか。

そう思って挑戦してきたし、これからも挑戦していきたい。 

  これからもできるだけ海外ロケには行って、主題としている事柄につい

て海外の方がどう考えているかを番組の中で伝えていければと考えてい

る。 

  江戸の火事の場面は、不謹慎な印象だけが外国人視聴者に届いてしまっ

たなら残念だ。「火事と喧嘩は江戸の華」と言うほど江戸の風情の一部だ

と表現したのだが、世界の皆さんに見てもらうには言葉足らずのところが

あったかもしれない。 

  大英博物館の人には日本語ではなく英語で撮影に応じてもらったほう

がよかったのではという意見は同感だ。日本語が堪能な本人が、日本語で

話します、と言うのであのようにしたのだが、今思えば、彼が表現しよう

としたことの何分の１かしか拾うことができなかったのかもしれない。 

  作品をもう少し細かく紹介したほうがよかったのではないかという意

見と、北斎とはどういう画家であったのかという基本的なところをもう少

し語るべきではなかったかという指摘は、そのとおりだと思う。海外の視

聴者もそこはわかってくれているものだと期待し過ぎていた面があるか

もしれない。 

  指摘があった画家と権力者の関係もドラマの中で描かれていれば、番組

のグレードがもう１つ上がったかもしれない。 

  英語字幕は、字幕制作会社に委託しているので、その個人名まではあら

ためて調べなければわからない。 

 

（ＮＨＫ側） タイトルを「ＫＵＲＡＲＡ」としたのは、原作のタイトルが『眩（くらら）』

だからだ。われわれも「北斎の娘」としたほうが海外に発信していく時に

は訴求力があるとも考えたが、著作権者である原作者の意向を尊重した。

ただ、「眩」という日本語の意味を、副題で「Ｄａｚｚｌｉｎｇ Ｌｉｆｅ」、きらきら

した世界であると補足し、さらに「Ｈｏｋｕｓａｉ’ｓ Ｄａｕｇｈｔｅｒ」と付ける工夫

をした。 
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  海外ロケの場面の置き場所については、ドラマに視聴者が入り込んでい

く上で最適な構成と、説明的な場面をどこに設けるべきかという課題との

折り合いをどこでつけるべきか計りかねているところもある。今回の字幕

版ではＰａｒｔ １の末尾にドキュメンタリー部分を付け加える形にした。ドラ

マ好きな人にとっては今回のほうが、「ああ、ドラマが始まったぞ」とい

う気持ちで番組に入れるのでいいのではないかと思う。ドキュメンタリー

部分の置き場所としては今回のほうがよかったのではないか。 

  Ｐａｒｔ ２ にもドキュメンタリー部分があったほうがよかったのではない

かという意見については、制作時間があればそのほうがよかったとわれわ

れも思っている。 

  善さんと芸者さんの結婚や、師匠とお弟子さんの関係について意見があ

ったが、時代劇を撮影するときには生活背景、あるいは当時の生活レベル

をどこまで説明したほうがおもしろいかを常に考えている。今回、海外の

視聴者に対してそれを説明してもし切れない部分も相当あると思ったの

で、北斎親子が芸術家であることが一目瞭然であることをドラマの最重要

課題とした。映像の作り方、美術の作り方においてもそこを最優先にした。

江戸の生活背景はなんとなくわかる程度にとどめるのがいいのではない

かと判断した。 

  ただ今後、文化背景も含めて日本のドラマをどこまで理解してもらえる

かを考える際には、もっと別なアプローチがあるかもしれないと思った。 

 

 

＜視聴番組「Ｂｉｚ Ｓｔｒｅａｍ - Ｔｈｅ Ｇｌｏｂａｌ Ｈｏｍｅ Ａｐｐｌｉａｎｃｅ Ｍａｒｋｅｔ」 

                                   （４月７日（土）23:10 ほか）について＞ 

 

○  最初に聞きたいのだが、スタジオ部分は収録ではなく生放送なのか。 

 

（ＮＨＫ側） 土曜日の午後に収録をして同じ日の夜中に放送している。 

 

○  番組開始後５分ぐらいのところでノイズが「ドン」と入っていた。事前収録ならば

それはカットすべきではないか。 

 番組全体がとても硬い、緊張した感じがとてもあった。おそらく出演者の皆さんは

緊張していたと思うが、不要な緊張感があった。キャスターの方も「I’m excited（わく

わくしています）」と何度か繰り返していたが、実際、本人はそれほどわくわくしてい

ないのにわざとそういうことを言っているようで、的外れに感じられた。音楽の最初

の使い方も少し派手過ぎて不要な盛り上げに感じられた。スタジオで立っていた

Phoebeさんの手の仕草もぎこちない感じがした。自然な感じで作ろうとして逆に無理

やりな感じになってしまった部分があると思うので、もう少し見やすいものを作るよ

うにしたほうがいい。むしろ伝えるべきは内容だと思う。その内容に集中していった

ほうがいいのではないか。 
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○  この番組の対象者は誰なのか。私は経済にとても疎いので、「短観」と言われても調

べなければそれが「全国企業短期経済観測調査」だとはわからない。一般の視聴者に

は難しいのではないかと思った。それから数値が２ポイント下がったことの意味も全

然わからない。この辺りでつまずく人がいるのではないかと感じた。 

 家電についてのリポートは専門知識がなくても十分理解できた。インドの様子も描

かれていてそれ自体はとてもよかったと思う。ただ、それが短観とどうつながってく

るのか。おそらく何のつながりもないのだろう。最後に「Ｔｈｅ Ｎｕｍｂｅｒｓ」というコー

ナーがあったが、家電関係の数値が出てくればもっとおもしろかったのではないか。

例えば日本で捨てられている家電の数が多くて処理に困っているとか、あるいは、実

は捨てられている家電が海外に流れているとか、そういう数値を出したほうが番組に

締まりがあったと思った。 

 

○  パッと見て落ち着かない総花的な番組だと感じた。いろいろなテーマが次々出てき

て、それがトレンディーなネタや政治経済のネタなど幅が広くてそれぞれのつながり

があまりうまくつながっていない印象を受けた。 

 日本のお客さまの声を外国のメーカーが商品開発に生かそうとしている話があった

が、あれは非常におもしろいと感じた。だが日本のおもてなし文化は良いと言われる

一方、ともすると過剰すぎる面もある。例えば、列車の運行を５分単位で管理するく

らいなら、むしろ運賃を下げてほしいと外国人はよく言う。そんな行き過ぎたところ

が日本にはあると思っていたので、世界の販路をつくっていくのにむしろ日本人の声

が大事だというところは、新しい気づきでもあった。 

 

○  この「Ｂｉｚ Ｓｔｒｅａｍ」で一番大きなテーマであった「Ｏｎ-Ｓｉｔｅ Ｒｅｐｏｒｔ」では、日本

の顧客の声を世界の家電メーカーが非常に重要視しているということだが、日本の客

はすごく厳しい。中身的にはとても参考になった番組だ。 

 ただ、コメンテーターが国際通貨研究所理事長の渡辺博史さんともう１人は早稲田

大学大学院教授の長内厚さんで、２人ともどちらかというと学者タイプの方でコメン

トも似ている。違うタイプの方を呼んだほうがよかったのではないか。例えば女性と

か、外国人の方でもよかったのではないかと感じた。 

 番組視聴者の対象が誰なのかは非常に大事なことだと思っている。経済の動きをレ

ポートする最初のくだりで、米中貿易の問題はいいとして、短観は確かにわかりづら

いだろうし、新卒の雇用への影響みたいなのも出ていたが、これが視聴者にとってど

ういう意味を持つのかがわかりにくい。こういうのは視聴者に興味を持ってもらえる

のだろうか。 

 

○  海外でこの種の番組をよく見るが、これは新番組だとは全く感じなかった。ＮＨＫ

には昔からこういう番組があったのではないか。よきにつけあしきにつけ、とてもＮ

ＨＫらしい番組だと思った。 

 対象となる視聴者が誰なのかについて私はほかの委員の意見とは少し違っていて、

誰もがどこかに興味を持てるのがビジネスニュースのあるべき姿ではないかと思う。 

 英語は、流ちょうにしゃべる人の英語がかえってわかりにくい。アクセントのない

英語でリポートしていたのはあまりよくわからず、むしろ渡辺さんの英語をよく聞い
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ていると、キーワードがポンポンと入っていておもしろいと思った。その上で、英語

でのやり取りを日本人がやるのは、常に緊張感と違和感があり、視聴者を緊張させる。

今回はまさにその典型だった。 

 番組がシナリオどおりに進んでいるように見えた。もしそうならばもう少し、もっ

とジョークを入れてもよいと思う。若干高望みかもしれないが。 

 いっそのことこの番組は日本を「売る」番組に特化すべきだ。とりあえずトップに

米中経済関係を出す必要はない。米中の最近の動きはＮＨＫを見なくても、ＢＢＣな

りを見て皆知っていると思う。日本とどこかの経済関係の問題を出せばよいのではな

いか。そういう印象を持った。 

 

○  これが新番組だとは思わなかった。そこが問題だと思う。せっかく新しいニュース

番組を作るのに、番組のコンセプトがぼやっとしている。ターゲットは誰なのか。番

組が総花的ではないか。番組を作るときのコンセプトはもっと研ぎ澄まさないと印象

が薄くなる。番組を２回視聴したが、見終わった後に内容を忘れてしまう。ＮＨＫが

世界に対して出すニュースなのだから、研ぎ澄ませた新しいコンセプトを設定しない

と、新しいニュース番組にならないのではないか。 

 

○  ニュース番組は緊張感を持って正しく伝えることは非常に重要だとは思うが、視聴

者の視点に立つとこの番組は、いくつかのニュース項目を整理して発信している印象

があまりにも強すぎると思った。せっかく司会者とコメンテーターがいるので、一つ

一つの課題をもう少し掘り下げていったほうがよかったのではないか。 

 

（ＮＨＫ側） 新番組を立ち上げるにあたり、われわれも議論をしてきたが、確かにま

だターゲットの絞り方が甘い。ＮＨＫワールド  ＪＡＰＡＮが比較的見られ

ている地域、アジア地域とアメリカをかなり重点的に意識しつつも、具体

的にどういうニーズがあってそれにどう応えていくのかは、実はまだ絞り

切れていない印象を与えたと思いながら皆さんの意見を聞いていた。新番

組を立ち上げる上で、ＮＨＫの報道番組らしくカチッとは作らないように

意識したつもりだが、ぎこちなさが画面を通じて伝わってしまい、逆にそ

れが「Ｔｈｉｓ ｉｓ ＮＨＫ」的な番組となってしまったのかもしれない。 

  ２８分の番組をいくつかのコーナーにわけ、前半では最新ニュース、そ

して中盤で掘り下げるテーマ、後段は長めに特集を組むと決めたのだが、

それが総花的で、分かりにくくなった印象を与えたのだろう。それぞれの

コーナーは完結したものとして作っていても、先ほど指摘のあった「Ｔｈｅ 

Ｎｕｍｂｅｒｓ」も、関係ない数字を持ち出して、ここからはこれを見てくださ

いといきなりやるのではなくて、家電に絡めたものにしたほうがよいとい

う意見も、確かにそうだなと思った。今後、いただいた意見を生かしてい

きたい。 

  これまでもビジネス番組「Ｂｉｚ Ｂｕｚｚ Ｊａｐａｎ」や自動車情報番組「ＳＡＭ

ＵＲＡＩ ＷＨＥＥＬＳ」があったが、今動いているニュースを取り上げた番組

を作ろうと思って立ち上げたのが「Ｂｉｚ Ｓｔｒｅａｍ」なので、最初のテーマ

は一番話題になっていた貿易摩擦が欠かせないと判断した。経済部出身の
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記者の解説も付けたものの、それは世界中で放送されている話題で既に多

くの視聴者が知っていることだというのは確かにその通りだ。最新情報も

入れつつ掘り下げて、かつ日本やアジアの情報も世界に発信してと、やり

たいことがたくさんある中で、それがバラバラになったりあまり掘り下げ

られていなくておもしろくなかったりしたのであれば、今後制作をしてい

く中でよりよい形を探っていきたい。 

   コメンテーターの人選はかなり苦労した。今回は２人とも学者タイプ

で、その辺のバランスも考えた人選ができていなかった。ただ、渡辺さん

は国際通貨研究所の理事長だが、先週出演してもらった玉木林太郎さんは

元ＯＥＣＤの事務次長をしていた方で、今現役でビジネスの最前線にいる

方よりはもっと上の立場で、全体を見渡せる人に出演してもらった。後半

の解説はまた別の方、こちらは大学の先生で、比較的フランクに話しても

らい、いいバランスだったとは思う。 

  ビジネスに関する日本の知見を英語で世界に発信できる人を選んでい

る。世界を飛び回っている忙しい方が多いので、こちらの思い通りには都

合がつかないこともあるが、今後回数を重ねていくうちにこの方はこうい

うお話をされるので次はこういう回に出演してもらおうと考えていける

と思う。 

 

（ＮＨＫ側） 冒頭の米中貿易摩擦の話は指摘のとおりで、その話を入れるのであれば

やはり日本にどういう影響があるのかにも触れなければならないと思う。

その点は今後注意していきたい。 

  番組の最初は最新のものを扱い、中盤で「Ｏｎ-Ｓｉｔｅ Ｒｅｐｏｒｔ」、最後に「Ｔ

ｈｅ Ｎｕｍｂｅｒｓ」というコーナー分けをして、それぞれのコーナーを担当者

が懸命に作り、合わせて２８分の番組を放送している。スタジオコメンテ

ーターの渡辺さんからも収録後に、もう少し自分が話すことを整理したほ

うがよかったのではないかと言われた。お弁当で言うとおかずをかなり詰

め込んだ形になっていて、コメンテーターの話している時間が結果的に短

くなってしまった。担当プロデューサーとも相談しながら、もう一度整理

していこうと思っている。 

 

（ＮＨＫ側） 後半の特集「Ｏｎ-Ｓｉｔｅ Ｒｅｐｏｒｔ」では、長内先生に出ていただいたが、

専門的な知識や経験を英語で話せる方に出演してもらうのは、なかなかハ

ードルが高い。ほかにも何人か候補の方にあたったが、「英語では話せな

い」と言う方もいた。今後、テレビで、しかも英語でこういった形で話が

できる方を探していきたいと思っている。 

 

○  いまの話を聞くと、英語がネックになるようだが、やはりここは英語をしゃべる人

でないと意味がないのか。 

 

（ＮＨＫ側） 「ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ」や「ＮＥＷＳＲＯＯＭ ＴＯＫＹＯ」などでもコメン

テーターの人に出てもらうことはあるが、このテーマはこの方しか話せな
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いという場合は本人には日本語で話してもらって、同時通訳の英語で放送

する場合もある。しかし同時通訳ではなかなか伝えきれない部分がある。

キャスターが英語で聞いて、コメンテーターが日本語で答えて、それに同

時通訳をかぶせるのは少し不自然に見える。 

  だから多少ジャパニーズイングリッシュでも、そのほうがメッセージは

伝わるので、英語で話してもらうことを前提に出演をお願いしている。 

 

○  早稲田大学の長内先生だったと思うが、表現がおもしろく、コメントはとてもよか

ったと思うが、紙を見ながら話す姿は、失敗しないようにと緊張している様子が伝わ

ってしまった。英語ができる方だとは思うが、たぶん日本語ならもっと雄弁に話すの

ではないかと思って、もったいないと思った。 

 表現力とは言葉だけではなく、ジェスチャーや声の抑揚などを含めたものだ。英語

が出来ることを前提に数少ない候補者の中から選ぶのがいいか、それとも英語は出来

なくても表現力の豊かな方を発掘するのがいいのかを考えないともったいない結果に

なるかもしれない。 

 

（ＮＨＫ側） 丁々発止の掛け合いを自然体で進められればいいが、収録時間の制約も

あり、ほかのニュース番組でも台本を手元に置いて読んでもらうことが多

い。だがそれではどうしても画面を通じてぎこちなさが伝わってしまう。

そのゲストしか語れない貴重な知見を話してもらう場合に、英語で話して

もらって緊張が伝わるよりも別の方法を探るようにしていきたい。 

 

○  ＮＨＫらしさを一切捨ててはどうか。コメンテーターは一切メモを持って入っては

ならない、メモなしでやってもらう、マイクロフォンは耳に付ける、できれば机の前

に座るのではなくて、スツールみたいなものにチョンと座ってもらう、そして動き回

ってしゃべってもいい。そのぐらいの大胆な演出をすると、解放感が出るかもしれな

い。 

 世界はそういう場面が増えてきている。スティーブ・ジョブズのようなスタイルで

話す人たちは、「机に座らないほうがよほど自由にしゃべれる。マイクを持たないほう

がより自由にしゃべれる」と言っていた。 

 

（ＮＨＫ側） われわれの経験でも、ニュースの解説などでスタジオに入るとき、原稿

なしで自由にしゃべったほうがよほどいいリポートができる場合がある。

特にこの番組は事前に収録をしているので、自由な演出、自由な話し方な

どいろいろと工夫できると思う。 

  不必要な緊張感が伝わってくる点を、次回から少しずつ改善していきた

い。 

 

○  プレゼンテーションのスタイルをもっと考えないと、せっかくいいことを話しても

真に迫って聞こえない。例えばニュースのサイトは世界中に山のようにある。ニュー

スの内容はだいたい同じだが、とても支持されているサイトと、そうでないものがは

っきり分かれている。アメリカでは、プレゼンの仕方や編集の仕方が違うだけで読ん
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でくれる人の数が何千万人も違ってしまう。支持されているサイトはユーザーインタ

ーフェースをよく考えている。 

 だから番組のデザインやアートディレクションももっと新しくしないと、まず日本

が新しく見えない。そこにぜひ力を入れてやってほしいと思う。 

 

（ＮＨＫ側） きょうの視聴番組はこれからのＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの新しい試みと

して、ドラマと経済ニュースを見てもらった。世界に発信して日本の理解

を深めてもらう中で、「ＫＵＲＡＲＡ」のようなドラマや芸術の持っている力

は大きい。これからも国際放送と国内放送とが協力関係を保ちながら、海

外への発信力をさらに強化していきたい。 

  経済情報番組の「Ｂｉｚ Ｓｔｒｅａｍ」は、どういうコンセプトの番組なのか、

またどういう視聴者を対象としているのかが、まだ始めたばかりではっき

りしないところがある。これからさらにブラッシュアップしていきたい。 
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